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　緋ひ色いろの布を広げたような花野にぽつぽつと入り交まじる、白。

　紅こう白はくは本来ならめでたいことを表す色彩だが、赤い龍りゆう爪そう花かの中に白い花が交じる現象は歓迎されない。白い龍爪花は冥めい府ふの花、死の象しよう徴ちようという伝承があるのだ。

　ここ昏こん星せい城じよう市し一帯では龍爪花を煎せんじた薬が名産品のひとつだが、白い花から作ることは昔から避さけられていた。

「せっかく美しく咲いたのに、すまないな」

　王おう子し龍りゆうという実名よりも、花はな守もりと呼ばれることの多い男は、ささやき声で謝しや罪ざいしながら慣れた手つきで白い龍爪花を間引いていく。

　彼は個人的には、白い龍爪花も決して嫌いではなかった。

　赤い花も白い花も、大事な人の記憶と結びつく。──白い龍爪花は儚はかない印象があって好きなの、と恋人が言っていた。彼は彼女のそうした繊せん細さいな心を護まもりたいと願っていた。

　霊れい珊さん。

　遠い昔に喪うしなったけれど、幽ゆう鬼きを視みることのできる姫君の力添えで、思いがけず再会を果たせた恋人の名がそれだ。今は悲しいだけではないが、無意識に彼女の名を呼んでしまうことがある。応こたえる声がないと知っているのに。

「白い花はどうするんだ？」

　と。

　王子龍一人きりの作業場である花野に、その日めずらしく客人が現れた。

　……旅人だろうか？

　違うな、と子龍は己おのれの予想をすぐさま否定した。声をかけてきた十六歳ほどの少年は、古風で旅には向かない衣い裳しようをまとっている上に、手ぶらで馬すら連れていない。

　子龍の訝いぶかるような視線に気づきはしたようだが、いかにも高貴そうな面おも差ざしの少年は、だからといって名乗るでもなく先ほどの質問を繰り返した。

「おまえは白い花を間引いてるんだろう？　放っておけばどんどん増えてしまうからな」

「ああ」

「で、どうする。花の寿命を縮めて野に捨て朽くちさせるのか？」

　尊そん大だいな物腰からして良家の若さまだろうか。

　どことなく不ふ機き嫌げんそうだし、家出でもしてきたのかもしれないな、と推測しながら子龍は答えた。

「よその花守がどうするかは知らないが、私は恋人が白い龍爪花も好いていたから、彼女の墓ぼ前ぜんに供そなえるつもりだ」

「なるほど。花を無む駄だにせず、愛情の証あかしにするのか。なかなか感心な生き方だ」

　理り屈くつっぽくて尊大だが、どこか微笑ほほえましいようなことを少年は言う。

　冬の夜を思わせる黒い髪かみに、翡ひ翠すいの瞳ひとみ。

　……性格には似ている部分はまったくない。だというのに少年は不思議なほど、以前に出で逢あったあの姫君を──姚よう朧ろう月げつを思い起こさせた。

「君の名は？」

　探さぐるように訊たずねると、少年はちょっとびっくりしたように瞬まばたきをした。

　質問されること自体が、彼の予想の外だったらしい。

「劫ごうだ」

「劫か。こんなところまで散歩に来たのかな？」

「中あたらずとも遠からずだ。この地の検分がてら、はぐれた連れを捜さがしている」

「検分？」

　子龍はゆるやかに瞬いた。

　水場から遠いため田畑には向かず、龍爪花を中心とした手間のかからない薬草を育てるくらいしかできない場所だ。昔は小さな村もあったが、……今はない。

　こんなところをなんの目的で検分するのだろう、と首をひねったとき、子龍の胸を衝しよう撃げきが貫いた。

「────」

　声を上げる暇ひまもなかった。彼の胸から噴き上がった血が、まだ摘つまれていない白の龍爪花に飛び散り、子龍の長身がどさりと地に倒れ伏す。恐おそろしい速度で心の臓を貫通した刃やいばの一撃が、彼の命を一瞬にして奪ったのだ。

「おい」

　あきれたように眉まゆを軽くひそめて、劫は犯人を見下ろした。

「だれが殺せと言った？」

「言ってないけど。何もせずに逃がしてやる気でいたの？　皇おう子じさま」

　と。

　気だるげな口く調ちようで答えたのは、劫よりも幼おさなく見える少年だ。

　夕陽色の髪。

　眠たげな猫ねこを思わせる瞳は、ややくすんだ金貨の色。

　多く見積もっても十二歳ほどにしか見えないが、古風な文もん様ようをあちこちに刺し繡しゆうした戦せん袍ぽうの上に革製の華はなやかな鎧よろいをきっちりと装備し、血に濡ぬれた武器を手に立つ姿には、貫かん禄ろくがある。

　戦袍とおそろいの帽ぼう子しの後ろに貂てんの尾が二本、だらんと長く垂たれているのが特徴的だ。

　少年の武器もまた独特の作りだ。斧おのと槍やりを組み合わせたような禍まが々まがしい刃を、彼の身長よりも長い柄えの先に備えたもので、おそろしく重量感がある。

「おまえと一緒にするな」

　劫は冷ややかに言った。

「僕がここに来た目的は、無差別な殺さつ戮りくじゃない。……とはいえ」

「このおじさん、結構な腕前と清せい廉れんな心の持ち主ぬしみたいだし、おいしい魂こん魄ぱく持ってそうだよね？」

「やはりそれを狙ねらっていたのか」

「とーぜん。おれの魂魄が強化されて力を増したほうが、皇子さまも助かるでしょ？」

　少年が得意げにのたまえば、彼の感情の動きに合わせるように、帽子につけた貂の尾がぴょこんと跳ねる。

　そこで骸むくろを振り向いた少年は、すっとんきょうな高い声を上げた。

「あっれー？　おじさんの魂魄、どこにもいなくない？　なくない？」

「僕たちが話してる間に、冥めい府ふに降りてしまったようだぞ。残念だったな」

「えっ、なんで止めなかったのさ」

「面倒だ」

「ケチだなあ。……にしても現世にまるっきり未練がなかったのかな、このおじさん」

「もともと冥府や死に惹ひかれる性質だったのかもしれないが、先ほどの口ぶりでは、恋人はとうの昔に死んでいて家族もいない様子だ。かといって花守としての仕事に、強く生きがいを感じているわけでもない」

「ふーん、ご愁しゆう傷しようさまだね。でも、ま、いっか」

　少年武人はあきれるほど簡単に立ち直った。

「逃がした魚を悔くやんでも、同じ魚は釣つれないって言うもんね。──皇子さまがわざわざおれを冥界から連れてきた以上は、でかい戦いくさに関わらせてくれるんでしょ？　そこでお腹なかいっぱいにさせてもらうよ」

「いいとも。ただし、二度と勝手にはぐれて迷まい子ごになるなよ」

「へーい、承知」

　あくまでも調子がいい連れを後しり目めに、劫は地面に散らばってしまっていた白い花を集めはじめた。

「ねー皇子さま。おれは劉りゆう家も孫そん家も大好物だから、晩ばん飯めし代わりにぶっ倒すのすんごい楽しみにしてるけど、曹そう家はどうなの？　やっぱあの変にまじめそうな男がおれたちに協力している以上、やったらだめ？」

「別に駄だ目めということもないだろうな。なにしろあの曹緋ひ鷹おうという男、自分の一族だけは見逃してくれだとか、その手のことを一度も口にしたためしがない」

「ほんと？　変なやつ」

「同感だ。が、緋鷹のような人間はたまに現れる。僕たちにとっては好こう都つ合ごうだ」

　適当に説明してやりながら、劫は集めた白い花をまだ温かい骸の上に置いた。

　すると王子龍の骸は一瞬にして、同じ重さのきめ細かく白い砂の塊かたまりと化した。砂は風でじょじょに崩れると、地面の上を流れ、やがて龍爪花の地面の土と入り混じる。いずれ花を咲かせる滋じ養ようとなるだろう。

　少年武人は己の武器から血をぬぐいながら、興味の薄そうな口ぶりで言う。

「風ふう葬そうか。おれも生前結構やってやったなー。見た目が風流でいいよね」

「花草木は命を終えれば、根に戻る。人間も同じだ」

　つまらなそうに鼻を鳴らして、劫は腰を伸ばす。鋭するどい光を宿す翡翠色の瞳が、花野の向こうを見み据すえる。まるでそこに彼の宿敵が待ち構かまえているかのように。

「行くぞ、奉ほう先せん。予定の時刻をだいぶ過ぎてしまっている。僕はそういう無駄が何よりも嫌いだ」

「へーい。お伴はしますよ、皇子さま」

　そうして二人の少年は、昏星城市へと連れだって歩いていった。
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　まだ少女といえる年頃の母を、白はく昼ちゆう夢むのような幻まぼろしで見た。

　窓からの陽ひ射ざしが明るい部屋で、母は寝しん台だいに横たわったまま、朋ほう友ゆうらしき女性と楽しそうに話をしていた。

　──『わたしの夢は、元気な子供を産んで、お母さんになることなの』

　冗じよう談だんめかした口く調ちよう。

　けれど、それが彼女の本当に本気の願いなのだと、朋友は知っていた。

　ややたれ目なせいで眠たげにも見える美び貌ぼうに、淡あわい微笑ほほえみがよく似合う。

　一部を蝶ちようの形に結った亜あ麻ま色の髪かみ、翡ひ翠すい色の瞳ひとみ。満ちた月を思わせる梔くち子なし色の衣い裳しようは、どこか古風で優雅だ。

　一度も逢あったことがないはずなのに──朧ろう月げつは、なぜか彼女を知っている気がした。

　生前の母の、朋友らしき人を。
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　神しん華か国は、雨の季節を迎えようとしていた。

　今日の皇こう都とにはさらさらと絹糸のような銀の雨が降りそそいでおり、広大な敷地の一角にある黄こう華か宮きゆうも涼すずしく湿しめらせている。池には音の漣さざなみを思わせる波は紋もんが生まれては消え、静かに咲く白と薄うす紅べに色の睡すい蓮れんをかすかに揺ゆらす。

　花が彩いろどる水辺が、格こう子し窓まどから楽しめる部屋のひとつで──

「駄だ目めだ」

「どうか蒼そう刻こくさん、せめて今こ宵よいだけでも……」

「駄目だ。返してこい」

　朧ろう月げつと蒼刻が、ちょっとした押し問答をしていた。

　しかし今日は「全身全ぜん霊れいでお外に出たくありません」「許さん」という、不毛なやりとりではない様子だ。

　扉とびらの前に立つ小柄な娘を、容よう赦しやなく高みから見下ろして蒼刻は繰り返した。

「そんなのを部屋に連れてきてどうするんだ。飼かうつもりか？」

「いえ、そこまでは……。雨に濡ぬれているのが気の毒なので、ひと晩だけ泊とめてあげたいと思っただけです」

　朧月が控えめに食い下がった後、つかのま沈ちん黙もくが落ちた。

「……幽ゆう鬼きって濡れるのか？」

「……さあ？」

「幽鬼については国一番の専門家のおまえがそんな適当でどうすんだ」

「わたしは視みえてさわれて冥めい府ふに送れるくらいですし、専門家というほどたいしたものではないかと……」

「にぁん」

　若じやつ干かんしゃがれた鳴き声は、朧月の裙くん子ずの裾すそあたりから聴こえてきた。

　黒くろ猫ねこである。

　ぱっちりとした琥こ珀はく色いろの双そう眸ぼう。四つ足の先のところだけ小麦粉でもまぶしたように白いのが特徴的な、可か愛わいらしい猫だ。上うわ目め遣づかいに見つめられたら、だれもが頭を撫なでたくなる無敵の愛あい嬌きようを持っている。

　──その姿が、半なかば透すけてさえいなければ。

　つまり、猫の幽鬼なのだ。

「昨日も同じ理由で猫やリスを次々と部屋に入れたせいで、部屋が動物の幽鬼だらけになっちまったのを忘れたか。俺の家だったらぎりぎり許さなくもないが、ここは第一皇おう子じ殿でん下かが療りよう養よう中ちゆう──ということになってる宮だ。持ちこむのは、そこの生きてる銀ぎん毛もうの猫だけにしとけ」

「みう」

　まったくです、と同意するかのように鳴いたのは当の銀毛の猫。

　こちらはとある動物好きの護ご花か七しち将しよう軍ぐんから譲ゆずり受けた、ちゃんと生きている猫だ。新参者である黒猫を警けい戒かいしてか、少し離れたところから様子をうかがっている。

　この猫を引き受けたことで愛あい玩がん動物の趣味に目覚めてしまったのか、このところ朧月は黄華宮で見かけた動物の幽鬼を妙に気にかけているのだ。

「……たしかに蒼刻さんの仰おつしやるとおり、客人の身分で勝手が過ぎますね」

　異い母ぼ兄けいに礼節を叩たたきこまれた娘らしく、朧月は素直に引き下がる。そうして黒猫の前にしゃがみこんだ。

「ごめんなさいね、野の良らの君きみ。軒のき先さきか四阿あずまやにいれば雨宿りはできるはずだから、今日はそこで妥だ協きようしてくださる？」

「にぁん」

　すまなそうにする朧月に撫でられて、黒猫は妙みように分別くさい顔つきで鳴く。

　いいってことよ、おれは野良猫だから屋根を貸してもらえるだけで十分さ。

　そんなふうにのたまっている気がするのは、黒猫の凜り々りしい顔つきのせいだろうか。

（猫と与よ太た話ばなしはさておき、だ）

　大事なことを嚙かみしめるように、蒼刻は胸きよう中ちゆうでつぶやいた。

（こいつはいつもと変わりないよな）

　先日、螢けい火かという男と出逢った。

　朧月の幼おさない頃の恩人であり、彼女の異能を「双そう界かいの瞳」と名づけた人物だ。彼は朧月が完全な形で異能を扱えるよう、何か暗示のようなものを解とき、あっけなく姿を消した。

　その結果、彼女は記憶が不自然にあいまいだった幼い頃のことを少しずつ思い出しているようだったのと、これまで以上に異能の開花にひどく戸惑っているように見えたのだ。

　少なくとも最初は。

　しかし、あれから数日経たった現在の朧月はというと──

「……不思議ですよね」

「？　何がだ」

「人間の幽鬼にはどのような場所でも出逢えますし、猫や犬といった動物の幽鬼もたまに見かけるのに、虫や魚や植物の幽鬼を発見したことがないのです。道どう士しさまの仰るとおり、わたしの異能が完全な形で使えるようになったのなら、虫や植物などの幽鬼も見えるのでは、と期待していたのですが……」

「いないのか。まったく全然一匹も」

「はい。あてが外はずれました」

　心の底からがっかりしたようにため息をつく朧月。

　これだ。

　ひそかに気を揉もむ蒼刻をよそに、彼女はのほほんと明後日あさつての方向に考えを飛ばしているのだから脱力する。

（でも、俺が過保護になりすぎてるだけだ、って結論を出すのはまだ早いよな）

　しゃがみこんだ朧月は、顔を並べた黒と銀の猫を交互に構かまってやっている。

　弱腰で内気な娘だ。

　だが、芯しんは意外と豆とう腐ふではない。

　胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりを自称する彼女なりに矜きよう持じはあり、蒼刻に全身で頼りきりになってはいけないと考えているのだ。まだ悩みを見せていない可能性は残されていた。

「お手」

「にぁん」

「野良の君……あなた猫なのに、無芸大食ではないのですね」

「にぁん」

　妙に賢かしこい黒猫と大まじめに話している黒髪の娘に、蒼刻は思わずぼやく。

「おまえが一風も二風も変わった引きこもり公こう主しゆだってことを、俺は忘れてたようだ」

「では思い出していただくために、わたしはもっとがんばって引きこもったほうが」

「いいわけがあるか」

「ですよね」

　無駄に懲こりないところも以前の彼女のままだ。

「やはり人間以外の生きものの魂こん魄ぱくは、幽鬼になりにくいと考えるべきでしょうか……。たしかに食事の際にいちいち、お料理に豚ぶたや海え老びや葱ねぎの幽鬼が憑ついていたら、食欲がなくなるどころの話ではありませんけれど」

「フカヒレを食べようとしたら鮫さめの幽鬼が、熊の手の珍ちん味みが出たら屈くつ強きような熊の幽鬼が憑いてたとか最悪だしな」

「食事の席がいつでも命がけですね」

「とはいえその鮫も、自分が食べてきた魚の幽鬼にとり憑かれてなきゃおかしいよな」

「……なるほど、仰るとおりです。食べたものすべての幽鬼に憑かれていたら、さすがに大変ですね」

「おまえは桃ももまんに限っては積極的だから、小麦と餡あんの材料の幽鬼にとり憑かれてないとな。──って、俺たちはなんの話をしてたんだったか」

　途中で我われに返った。

「それと、隙すきを見てこっそり部屋の隅すみに陣取るなそこの黒猫。厚かましいぞ」

「野良ですので……──っと、蒼刻さん。そろそろ約束の時刻では？」

「ん？　ああ、そのようだな。雨の日は時間がわかりづらいな」

　室内用の天文時計を確かめる。

　蒼刻とは仕事以外では顔を合わせたくないと言い切る曹そう朱しゆう義ぎと、一対一で話し合う場がようやく得られたのだ。朱義がものすごく嫌いやがったので、多忙だが明るくて人好きのする護花七将軍に仲介を頼んだりと、無駄にてこずらされた。

　ただし、と朱義は条件をひとつ出してきた。

「女連れ、虎とら連れでは来るな。俺一人で来い。まるで誘ゆう拐かい犯はんの身みの代しろ金きん受け渡しだよな」

「わたしと張ちようさんは嫌われてしまったのでしょうか……」

「張さんには器量で敵かなわないから苦手なんだろうが、おまえについてはたぶん違う」

「と、仰いますと」

「国軍でもロクに人が寄りつかなくて友達も少ない俺のほうが先に良りよう縁えんに恵まれたから、ひがんでるんだろ」

「……良縁……」

　朧月がぎこちなく繰り返したので、蒼刻も「あ」と動きを止めた。

　朱義の悪口を言っているつもりで、自分がつるっと結構恥はずかしい告白をしてしまったことに気づいたのだ。

　顔をしかめた彼に対して朧月は、降って湧わいた照れと戸惑いを持て余すように目を泳がせている。

「腐くされ縁の間違いだったかもな」

　こちらまで気恥ずかしくなり、とっさに憎にくまれ口を叩いたのだが。

「わたしは蒼刻さんと縁を結んでいられるのなら、赤い縄でも黒い糸でも、腐った縁でも構いません」

「……おめでたいやつだな」

　彼女に素直に微笑まれてしまうと、逆に決まりが悪い。俺のほうがこの珍ちん獣じゆうよりずっと子供っぽいみたいじゃないか、と心の内側でぼやいた。

　残念そうに黒猫を扉の外に出して、軒下で雨宿りするよう諭さとし終えると、朧月はこちらを振り向いた。

「雨の日にお外に出るつもりも、殿方の友情を邪魔する気もないのですが……蒼刻さんが好こう敵てき手しゆと仲直りするところは見たかったので残念です」

「好敵手かどうかは微妙だし、仲直りに抱ほう擁ようとかするわけじゃないぞ。別に喧けん嘩かとかしてねえしな。落とし物を今度こそ返しにいくだけだ」

　手を伸ばし──

　どこにふれようか一瞬迷まよい、深緑色の紗しやをはおった薄い肩にそっと手を置くと、とたんに彼女のかすかなこわばりが伝わってきた。

　……率直に言って、ぐっとくる反応だ。

　少し前に流れで口づけをしそうになって以来、朧月はひどく敏びん感かんになっている。会話が途切れたときと、その後の蒼刻の行動に。

　こちらを見上げていいのかどうか、両の手はどういう形にしていればいいのか。考えに考えても結論の出ない様子や、じわじわ熱くなる頰ほおを長い黒髪で隠そうとしている不自然な仕草を見ていると、蒼刻はいろいろな種類の衝しよう動どうと迷いにかられる。
















　が。

　結局、ぽんと軽く額ひたいに指先を置くだけに留とどめれば、朧月はあからさまに緊張が解けたように肩を落とす。

　おかしなにやけ顔にならないよう、蒼刻はこっそり口元に力をこめた。

「朱義に逢った後は仕事だ。夕刻に戻る予定だが、遠くに行くなよ」

「わたしに限っては、無用の心配かと思われますが」

「だよな」

　ゆるやかに普段の調子をとり戻していた朧月を、隙をついて抱きしめて。

　再び緊張でこわばってしまった身体からだの温もりと、首筋から白びやく檀だんに似た香りがするのを堪たん能のうしてから、蒼刻は黄華宮を後にした。
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　さらさらと降りつづく雨の向こうに大好きな背中を見送って扉を閉ざすと、朧ろう月げつは代わりに窓を開けた。

　額を軽く押さえて、ほうっとため息をつく。

「蒼そう刻こくさんが、どんどん油断のならない方になっている気がする……」

　庭園から吹きこむ静かで涼しい風は、火ほ照てった肌はだを心地ここちよく冷やしてくれたが、胸の底に灯ともった火を消すには、もう少しかかった。

「みう……？」

　心なしか傍かたわらの銀猫が「大丈夫ですか？」とこちらを気遣うかのような鳴き方をした。猫の声はどこか人間に似ている。

　ほとんど意識せずに黒髪を耳にかけ、朧月は決然とつぶやいた。

「……皆さんが戻ってくる前に、見送りをしてしまいましょうか」

　顔を上げ、姿勢を正す。

　廊ろうに人の気配がないことを確かめてからもう一度扉を開けると、黒猫はちょこんと香箱座りをしていた。廊には屋根があるので、濡れずに済むのだ。

「にぁん」

「お名残なごり惜おしいけれど、あなたもね」

　少し寂さびしげに微笑むと、朧月は庭園へと目を向けた。

　濡れた花と緑の中には、たくさんの動物たちがいた。猫や犬といった愛あい玩がん動物だけではなく、雀すずめなどの鳥やリス、国内各地の珍獣までたむろしている。いずれも幽鬼だ。

（こんなにたくさん……）

　とある高名な詩人が「皇宮はこの国でもっとも古く豊かな森であり花園だ」と詠うたったものだが、古く頑がん丈じような城壁の内側には多くの動植物が囲われている。当然、ここで命を終えた動物も多い。

　とはいえ蒼刻と話したとおり、幽鬼となって現世に留まってしまう動物は稀き少しようなのだが、今は不自然に大集合している。

（やはりこれは、わたしの異能の影響なのかしら）

　今までに経験したことのない現象だということは、まだだれにも打ち明けていない。人間の幽鬼よりもよほど無害なので、様子を見ていたのだ。

（やはり道士さまと、もっと深いお話ができればよかったわね……。螢けい火かさまは今どこにおられるのかしら）

　螢火の、不思議な愛情に満ちた微笑みが頭をよぎる。

　彼の手でもたらされた目覚めの日から、朧月の周囲ではこうした小さな変化がぽつぽつと起こっているのだ。

（それはそれとして……たとえわたしの異能のせいでも、そうでなくとも）

　朧月が彼らにしてやれることは、雨宿りの場所を貸すのと、もうひとつしかない。

　雨でしっとり濡れた花園に群れる動物たちと、一匹ずつ順繰りに目を合わせていくと、朧月はそっと目を伏せた。

　降りしきる雨の音に浸ひたり、自分がその雫しずくの中に溶とけていくような感覚に包まれる。

　再び目を開けると、朧月は爪つま先さきに集中して特殊な歩みを踏ふみはじめた。

　禹う歩ほだ。

　黄こう魔まという異形が封じられていた地で学んだ、浄化と魔ま除よけの意味を持つ歩法である。

　けがをした足を引き摺ずるかのような独特の歩みで、大地を踏み鎮しずめていく姿は、生まれつき鈍どんくさい朧月には妙に似合う。

　その場で九歩分、足跡を刻きざみつけてから顔を上げれば、庭園の様相は一変していた。

　ひしめくほどに集まっていた猫やリスの幽鬼たちが、一匹、また一匹とまぶたを閉じるたび、砂糖でできた菓か子しが雨で溶けていくかのようにその姿を消していったのだ。

　無論、消滅したのではない。

　朧月がただ一度踏んだ禹歩だけで、全員が安らかに冥府へと降りていったのである。

　そして特に気力の消しよう耗もうもない。

　螢火に、君の神しん髄ずいはこれだと言って開花させてもらってからこうなのだ。

（わたしは『何』なのだろう）

　朧月は祈るように目を閉じた。

　幽鬼や冥府を近くに感じるだけなら、怖くはない。幼い頃から慣れている上に、暗くら闇やみはいつも彼女の味方だった。

　怖いのは、以前より暗闇の恩おん寵ちようが心地よいことだ。

　自分が本当に溶けてなくなり、幽鬼たちとともに冥暗の闇に吞のまれてしまうのではないかという錯さつ覚かくを抱いだくほどに。

（……しっかりしないと）

　袖そでの中で、ぎゅっと拳こぶしを握にぎる。

（蒼刻さんにはすでに、幽鬼が見える異能がうつってしまってから久しい。……わたしがこの異能をきちんと自分のものにしておかないと、また何か周りに影響が出てしまうかもしれない）

　それは困る。ただでさえ最近は、なぜか不安な予感に囚とらわれがちなのだ。

「みう」

「昔から、わたしの悪い予感はよく当たってしまうの。うれしくないことに」

　独ひとり言ごとのように、傍かたわらにすり寄ってきた銀毛の猫に語りかける。一時期の家出から戻って以来、この猫は朧月のそばを離れたがらないのだ。

「蒼刻さんに言う前に、星せい彩さいやお師しさまに相談してみようかしら」

「みう」

「…………」

　うなじの柔やわい毛を撫でてやりながら、朧月は銀ぎん蝶ちようとでも名付けようかと考えている猫を見つめる。

　気のせいかもしれないが、双界の瞳で見ると彼女にも気になる点があるのだ。

（この子は──いえ、この子も……？）

　──ぐう。

「…………締まらないわね」

　勢いよく鳴った腹の音に、猫しかいないのに決まりの悪い想いをしながら、朧月は室内に戻った。

　そして今度こそ引きこもったときだ。

　扉が叩かれる音に返事をすると、思いがけぬ訪問者だった。彼こそが黄こう華か宮きゆうの主人なので、意外とまでは言わないが。

「天てん狼ろうさま」

「君しかいないのか？」

「はい。蒼刻さんは鋼こう鉄てつ宮きゆうにお仕事に行きました。張ちようさんたちは、そろそろ散歩から戻ってくる頃かと思いますが。お師さま──もとい、峰ほう桜おうはそちらにお邪魔しているのでしょうか？」

「彼なら私の部屋で、瑠る璃りと話している」

「瑠璃と？」

「意外とよく話すようだ。説教をしていたこともあったな。峰桜はものを教えるのが嫌いではないらしい」

「はるか昔にお亡なくなりになったとはいえ、皇帝陛へい下かにお説教を……？」

　あの師はちょっと肝きもが据すわりすぎている。

「瑠璃はうれしいそうだ。彼は生前は、親身になってあれこれ言ってくれる人間に恵まれなかったから」

「円満なのでしたら、よいことです」

　微笑ましい情報だ。おそらく師は知られたくなかっただろうけれど。

　思わず目元をほころばせた朧月をしばらく見つめると、天狼は皇族らしからぬ控えめな口調で切り出した。

「実は君さえよければ、一緒に茶でもどうかと誘いに来た」

「天狼さまのお茶会ですか？」

「主しゆ催さいは私ではなく湘しよう雲うんだ。私は客として招かれたのだが、可能なら君を誘ってくるといいと言われている。私は療養中という建たて前まえなので、事情を知っている者しかいない、こぢんまりとした身内の席だ」

「……お身内だけの席に、わたしなどが交ざってもよろしいのでしょうか？」

「湘雲は君と久しぶりに落ち着いて話をしたいようだった。私も君と話すのは好きだ」

「え」

　思わず驚きの声を上げてしまった後で、大変失礼だったことに気づき、朧月は「今のはどうか忘れてくださいッ」と言い足した。

（一体どこをお気に召めしていただけたのかな……？）

　自慢ではないが、愉ゆ快かいな話ができる性格ではない。さらに言うと、外に出るのは無む論ろん好きではない。

　考えれば考えるほど気き後おくれする朧月を見て、天狼がまじめな口調で言う。

「もちろん無理にとは言わない。今日はその──君の感性では、引きこもり日和びよりというものだろう？」

「……そ、そのようなお気遣いまでありがとうございます」

　第一皇子殿下に自分の性せい癖へき（と呼んでいいのか）を把は握あくされているのかと思うと、それこそ恥ずかしさで引きこもりたくなった。

　が、お断りする理由はない。

「身に余る光栄です。わたしなどでよろしければ、是ぜ非ひご一緒させてください」

「そうか」

　ほっとしたように天狼が表情をゆるめる。

「だが本当に、あまり堅かたくならないでほしい。身内のちょっとした茶の席なんだ」

（その御身内が基本的に皇族の方々なのに、くつろぐよう言われましても……？）

　とはつっこめない。

「つ、努めます。……わたしはもともと緊張しやすい体質なので、自動的に固まっていることも多々あるかと思いますが、お気になさらずに流していただけると幸いです」

「わかった。君を構いすぎないよう自制する」

（自制）

　その言葉がまじめな天狼らしくて微笑ましく、朧月もつられたように淡く微笑もうとしたときだ。

「天てん祥しようも、務めの合間に顔を見せたいと言っていた。よければ彼の話し相手にもなってもらえるだろうか」

「えッ」

　当初に想像したよりもはるかに豪華な席なのかもしれないと予感して、今度こそ彼女はぴしりと固まった。
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　神しん華か国にはかつて三さん国ごく時代と呼ばれる、有力貴族が大きく三つの勢力に分かれ、各おの々おのが次代の皇帝候補を推おして譲ゆずらなかったために国が分断されるかという戦乱の時代があった。

　だがその時でも「皇こう都と」と呼ばれるのは唯ゆい一いつ、花咲き乱れる平原の一角に築かれたこの常じよう花かのみであった。創世の神である百ひやつ花か神しん仙せんが降り立ったという神話が刻きざまれた地であることに加え、常に優すぐれた統治者を生み出す王気を持つとされるためだ。







　右を見ても左を見ても、色彩豊かで華々しい芸術で権勢を演出された皇宮にあって、鋼こう鉄てつ宮きゆうの雰ふん囲い気きは異色と言えるだろう。

　白はく亜あの石で築かれた建物は、武官の集つどう場所らしく質しつ実じつ剛ごう健けんな威圧感と、おろしたての衣裳を思わせる清せい潔けつさを兼ね備えている。建物内部も彩色はほどこされておらず、石の特性をいかした緻ち密みつな彫刻のみで植物や神話の生きものが活かつ写しやされている。

　修練の広場に満ちる声。

　みがかれた石の床ゆかを打つ、力強い足音──

　蒼そう刻こくが仕事の前にまず向かったのは、曹そう朱しゆう義ぎの私室兼用の執しつ務む室しつだ。

　これは蒼刻も同じだが、護花七将軍のような一部の例外を除き、仕事のみに使う部屋を持つ者は少ない。たいていは寝起きする部屋と兼用だ。

「曹朱義。いるんだろう？」

「押し売りなら帰れ」

「手ぶらじゃ失礼だと思って土産みやげを持ってきたのに、なんてごあいさつだ」

　初しよっ端ぱなから非友好的である。

　面倒なので相手のつっけんどんな態度には構わず、蒼刻は扉を開けてしまった。

　片方の手には、香こうばしく揚あげた木の実をたっぷり入れた油紙の包み。あらかじめ黄こう華か宮きゆう付きの女によ官かんに作っておいてもらった手土産だ。朱義は豚肉を食べないとか妙な好き嫌いがあるらしいので、何にしようか考えさせられたのに。

（朱義一人で、曹家のめんどくさいお付きとかがいないのはいいんだが──）

　室内に入った蒼刻は、顔をしかめてすぐに扉を閉めた。

「何してんだおまえ」

「着替え中だ。見りゃわかるだろうが」

「見たくもなかった」

「見ろと頼んだ覚えもねーよ」

　そういえば朝一番の兵士の鍛たん錬れんは、この男の当番だったか。蒼刻も午前中の指導をまかされている。……苦手なのだが。

　結局、朱義がいつもの布を額に巻くところまで待たされた。早く帰りたい、と出かけるたびに言う朧ろう月げつの気持ちに今だけは共感する。

　長なが椅い子すにどっかりと腰を下ろすと、朱義は尖とがった視線を向けてきた。

「話ってのはなんだ」

　自分ばかり大人おとならしい態度を意識するのも馬ば鹿からしくなってきた蒼刻は、とっさに厭いや味みを言ってしまった。

「客人に椅子を勧すすめることもしないとはな。曹家の教育はその程度か」

「座りたいなら俺の膝ひざにでも座るか、お嬢じようさん」

「あからさまな挑発だな、おい。そんなに脳天から真まっ二ぷたつにされてみたいのか」

　よほど親しい間柄でない限り、相手をか弱い女のように扱うのは、武人に対して最大級の侮ぶ辱じよくである。

　とはいえ蒼刻は、ここまでくると露ろ骨こつすぎて怒るよりもあきれてしまった。俺はなんでこんなに嫌われてるんだっけ？

（本人に言う気はないが──個人的には悪いやつではないと思ってるし、特別ぞんざいにした覚えもないのにな）

　同じ家格で、同じ年頃で、実力伯はく仲ちゆう。

　そして出世を競きそう関係。

　ざっと並べただけでも、対立しなければ噓うそのような条件がそろった間柄ではある。

　が、それと個人的な印象は別だ。

（朧月には、ひがみだとか言っといたが……まあ、いいか。こんなボケナスに気を回すのも面倒くさいし）

「話はひとつだけだ。──これ、おまえの持ちものだろ？」

　とっとと用を済ませて仕事をしよう。

　そして黄華宮に行って、この件を笑い話に仕立てて朧月に話せば、俺は幸せだ。ざまあみろ朱義。勝手な優越感とともに、改めて決意した蒼刻は、腰帯の物入れから金色をした子豚の飾りを差し出す。

「そいつは──」

　朱義ははっと真しん紅くの目をみはり、直後にそんなはっきりした反応を見せてしまった己おのれを恥じるかのように舌打ちした。

　金豚の飾りを蒼刻の手からひったくり、不本意そうな口調で訊たずねる。

「どこで手に入れた？」

「うちの引きこもり公主さまが拾った。おまえとは顔見知り程度でしかないから、渡しに行きづらいと言うんで、俺が代わりに持ってきた。それだけだ。悪意はねえよ、善意なら多少はあるが押しつけるつもりはない」

「…………」

　金色の豚を握った朱義は、思いがけず素直な表情をしていた。それが戻ってきて本当に安心した、という様子だ。

　毒どつ気けを抜かれて、蒼刻は首をかしげる。

「だれかの形見だったりするのか？」

「……まあな。俺が金豚の年に生まれた祝いと、身の護まもりを兼ねて昔、死んだ祖ば母あさまからもらったものだ」

「そういえば、おまえ俺とは生まれた年が違うんだったな」

　年末に生まれた蒼刻と、その少し後──つまり翌年に生まれた朱義。

　ほとんど同い年という感覚でいたため、失念していた。

　というか。

「まさかおまえが豚肉嫌いなのってそのせいか」

「ちげーよ、俺の乳う母ばの実家が養よう豚とんをしてて、ガキの頃はそこの豚に名前つけて可か愛わいがってたせいだ。豚は賢くて主人想いだからな──ってなんの話させてんだよ」

「おまえが勝手に話しはじめたんだろ。心温まる話でびっくりだよ」

「なら泣け」

「死んでも御ご免めんだ」

　さっき渡した木の実が飛んできた。額に当たったらめりこむ勢いのそれを、蒼刻は難なく手で受け止める。

「届けてくれたことには感謝する。が」

　早口にそう述のべると、朱義は一転してあきれたような視線を向けてきた。

「惚ほれた女を公主さま呼ばわりで、猫可愛がりか。おまえも変わったと言うべきか、馬鹿になったと言うべきか迷うぜ」

「あんまり羨うらやましがるな」

「大馬鹿になったんだな、よくわかった。──で？　用件ってのは俺の宝物を届けに来ただけなのかよ」

　そうじゃないだろう？　と朱義は言げん外がいに問いかけていた。

　蒼刻に対しては子供じみた絡からみ方をすることが多いが、朱義とて曹家の御おん曹ぞう司しとして教育された身の上だ。この程度の腹芸はできる。

　そして、それは蒼刻も同様だった。

　朱義の目を見るに、こちらが何を訊ねたいのか見当はついているようだ。ならば遠えん慮りよをする必要はない。

「曹緋ひ鷹おうはどうしてる？」

　果たして朱義は、不快感を示すでもなく鼻で小さく笑った。

「また真正面から斬きりこんできやがったな。戦いでは蹴けりも目め潰つぶしも急所狙ねらいも余裕で使う邪じや道どう野や郎ろうのくせに」

「そいつは師し匠しようの性格が悪かったせいだ。質問の答えは？」

「あいかわらず皇都の曹家別べつ邸ていで、放ほう蕩とう息子むすこ呼ばわりされてた頃とさほど変わらない生活をしてる、と言えばわかるか？　ときどきは当主代行から持ちこまれる案件の相談にも乗っているみたいだがな」

「来客は」

「結構多い。もともとそうだ」

　──曹朱義の兄、緋鷹。

　彼らの叔お父じである人物が、少し前に大罪を犯おかして失しつ脚きやくしたため、緋鷹は本来なら曹家当主と紅こう英えい州刺し史しの座を継ぐはずだった。

　しかし彼はのらりくらりと義務から逃れ、一族から無ぶ難なんな人物を当主代行に据すえて、今も無む冠かんの御曹司として過ごしている。放ほう浪ろう癖へきの兄を持つ蒼刻が言えた義理ではないだろうが、何を考えているのか予測しづらい男だ。

「劉りゆう蒼刻」

　朱義が、これまでとは打って変わって平へい坦たんな声を発した。鋭い視線には、薄く研とがれた刃の切れ味がある。

「おまえは双そう璧へきのお気に入りで、よく内々に任務を受けてるよな。うちの兄貴は何か嫌けん疑ぎでもかけられてんのか？」

「そんなに具体的な話じゃない。うちの翡翠のお姫さまが、以前に緋鷹から理わ由けのわからない訪問を受けたのを気にしてたなと思って、ついでに訊いてみただけだ」

　半分は本当で、半分は噓うそだ。

　朱義の視線がいよいよ冷ややかになる。

「過保護か」

「あいつの悪口言ったら、その額の布ごと頭ず蓋がい骨こつ真っ二つにして植うえ木き鉢ばちにするからな」

「女じゃなくて、おまえを罵ば倒とうしてんだよ」

「ならいい。勝手に吼ほえてろ。──朱義」

「気安く呼ぶな」

「なら、朱義どの。おまえは正直、兄のことをどう思ってるんだ？」

　こんな質問に答える必要は、朱義にはない。

　しかし金豚の飾りを届けたことで、朱義なりに義理を感じているようだ。渋しぶ々しぶとだが、答えてくれた。

「歳が離れてるのと、お互いの性格のせいで、兄貴とは心を開いて話せたためしがない。──それでも祝祭の季節には小遣いや贈りものをくれたり、俺が戦いくさで負ふ傷しようして帰ってきたときは見舞いにきてくれた。悪人じゃねぇよ。ただ」

　と。

　沈黙を持て余したのか腕組みをし直すと、朱義は苦々しい表情を浮かべた。

「基本的には、何を考えてんだかよくわからねぇ人だ。紅英州の政まつりごとでは、私情をまったく挟はさまず民のために善よいことをしてる。曹家の堅かた物ぶつからは放蕩息子呼ばわりされているが、州民からは『やさしい若さま』として慕したわれてる。でも兄貴は、なんつうか……やりたいことをやってる、って感じじゃない」

「…………」

「なんでもやれば人並み以上にできてしまうほど有能で器用で、見てくれもいいのに、満足そうに見えたことがない。──俺の勝手な妄もう想そうとかとり越し苦労ならいいんだが」

　最後はため息まじりにつぶやいて、朱義は木の実を口に放りこむ。

　蒼刻が思わず、

「意外と仲はいいんだな」

　──ぽろりと正直な感想を述べたせいで、たちまち殺気を向けられてしまった。

「おまえこそ俺に蹴られたいのか」

「意外と、って言っただろ。俺はてっきり、おまえと緋鷹は曹流りゆう霞かどのを挟んで何かあるんだとばかり」

　これは蒼刻が邪じや推すいしたというよりは、友人のような幽鬼の受け売りだ。

　似てない兄弟きようだいといとこの美び姫きとか痴ち情じようがもつれないわけないっすよ！　と実に楽しそうに語っていたのが記憶に残っている。

「…………はあ？」

「うわ、その顔すげえムカつく」

「おまえが馬鹿なことほざくからだろ馬鹿眼がん帯たい。流霞どのは昔は姉のように遊んでくれたし俺が尊敬する女によ人にんの一人だが、俺に間違っても下心はねえよ。だいたいあの人は昔、おまえの兄貴に惚れてただろ」

　今度は蒼刻が絶ぜつ句くした。

「……………………はあ？」

「パクんじゃねーよ」

「いや、『は？』と言いたくもなるだろ」

　額に手をあてる。

　たしかに蒼刻の兄・戴たい青せいと曹流霞は歳が近く、日頃あまり折り合いのよくない両家の仲を保つために縁組を考えられたこともあるが──

「昔はってことは、今は違うのか？」

「俺が知るか。つうか兄貴のことはともかく、この話は枝葉も枝葉だろ。もう帰れ二度と来んな」

「おまえがおもてなし下べ手ただって吹ふい聴ちようしてやる」

「俺はおまえが女に骨抜きにされた鶏とり肉にく野郎だってふれ回ってやる」

「じゃあな礼儀知らず」

「永遠にさよならだ、大馬鹿野郎」

　やっぱりこいつとは和なごやかにできない。そう確信して、朱義がわざわざ開けてくれた扉を蒼刻がくぐろうとしたときだ。

　庭園を挟んで反対側の柱廊に、見慣れた姿と、見慣れない人物を見かけた。

（あれは──）

　一方は、双そう璧へき。国軍の統率者だ。

　そして二人がそろって最大の敬意をこめて見送っているのは、官服ではないが上品な身なりをした壮そう年ねんの男性である。

　背が高く、肩幅が広い。

　亜麻色の髪を首筋にかからぬ長さで切りそろえ、半なかば撫でつけているのが、頰ほお骨ぼねが見事に高く知的な顔立ちの印象をいっそう引き立てている。

　眼鏡めがねの奥で静かに光る茶色い瞳は、その男がただの学者然とした貴族ではないということを裏打ちするかのように、鋭く力強かった。

「「董とう順じゆん世せいさま」」

　非常に嫌な話だが、朱義と同時にその名を口にしていた。

　直後に、こいつと波長が合うなんて最悪だなと、また同時に顔をしかめてしまう。
















　そうこうしている間に、董順世は供も連れずに鋼鉄宮を去った。距離があるので、三人はこちらでの騒ぎには気づかなかったようだ。

「…………」

　凄すさまじく微妙な空気だが、今の光景を見て黙だまっているということもできず、蒼刻はやむなく口を開いた。

「順世さま、ずいぶんと久しぶりにお見かけするな。陛へい下かが静養されている関係か？」

「義弟に関係することでもないと、あの方は皇宮には来ないだろ。三さん槐かいでも、政治に自分から首を突っ込んだためしがないんだから」

　三槐とは、太たい師し・太たい傅ふ・太たい保ほという最高位の官位の総称だ。二百株にものぼる槐えんじゆの古樹を背にした「百ひやく樹じゆ宮きゆう」で政務を執とったことからそう呼ばれる。

　三国時代には幼い帝みかどに代わって宮中を支配さえして、戦乱が起きる原因のひとつにもなったのだが、現在では実務にはほぼ関わらない名誉職と化していた。

　董家は三大家に次つぐ名門で、順世の妹は皇帝の正妃となり、天てん狼ろう・天てん祥しようという二人の世継ぎ候補を産んでいる。

　世が世なら皇帝に強い影響力を与える立場だが、順世は三槐として受ける敬意以外に、何かを求めたことがない。

（……失礼を承知でぶっちゃけると、影が薄いよな）

　朱義がつぶやく。

「これは独り言だが──三槐なんてお飾りじゃなくて、国軍に入っていただくことはできねぇのかな。武術の腕は十分に現役で通用しそうだし、双璧を嫌って従おうとしない旧国軍派でもさすがに順世さまは無視できねえだろ」

「俺も独り言だが──おまえですらそう考えるんだから、双璧はすでに何度も説得したと思うぞ」

　蒼刻も同じように返してやった。

　視線を合わせるどころか相手の顔を見ずに、言葉だけ交まじえる。ひねくれた会話法だが、二人の考えは一致していた。

　十年前に大規模な改革が行われるまで、旧国軍には汚お職しよくがはびこり、文官の干かん渉しようをまったく受けつけなくなっていた。それでも董順世は、彼らが無視できない数少ない人間だった。

　朱義が舌打ちした。

「でも無理だった、と。これも独り言だが」

「だからこそ疑問だけどな。順世さまが一体、なんの用で来たのかが。独り言だぞ」

「…………」

「…………」

　どうやら朱義は「同じ意見だ」とは言いたくないらしい。

　憮然とした空気でそれを察して、蒼刻はこれ見よがしにため息をついた。本当に面倒くさいやつだ。
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「今度は百年後に逢おうぜ」

「あいにく百年後は予定が詰まってんだ。千年後でいいか」

「千年後は俺の都合が悪い。残念だ」

　要するに「逢いたくない」という点で意見が一致したのを最後に、蒼そう刻こくは今度こそ朱しゆう義ぎと別れた。

　頭を切り替えて自分の仕事をするぞ、と決めて廊を歩いていると白びやつ虎こと出くわした。

　恋人の幽鬼を背に乗せておらず、一人（一頭？）きりである。

「張ちようさん、こんなとこで何してるんだ。散歩か、浮うわ気きか？」

　張さんが眉み間けんを狭せばめた。

「何を言いだすのやら。おぬしの仕事を手伝いに来たというに」

「手伝い？」

「修練の指導に加えて、報告書だのなんだので大変だと言っておっただろう。儂わしはこう見えても口はうまいし達筆だぞ」

　なるほど。

　蒼刻はどうにも説明下べ手たな上に、なじみのない相手との世間話にも苦手意識があるのだが、兵士たちとの間にこの人気者の白虎が入ってくれるなら、少しは気が楽だ。生前には武術の心得があったとも聞く。

「あんたなら俺より文章もうまそうだな。なら頼む。──星せい彩さいは？」

「先に姫のところに戻らせた。親友兼守護幽鬼が憑いておれば、おぬしも安心して姫に留る守す番ばんをまかせられるであろう？」

　白虎は意味ありげな視線を、蒼刻に向けた。

「で、どうだった」

「どうって何がだ」

「曹そう家の御曹司との会談だ。和わ睦ぼくは結べたか？」

　蒼刻は嫌な顔をしてみせた。

「ま、あんたの言い方に付き合うなら、相そう互ご不ふ可か侵しん条約を結んだってとこだな」

「ふむ。以前までの、逢うたびにガン飛ばし合う関係からは一歩前進かのう」

「ガンって。風流なあんたにしては俗ぞくな表現だな」

「友人に影響されたかな」

「俺はこう見えても一応、劉りゆう家で御曹司っぽい教育は受けてんだぞ」

「ほう。儂の友であるという自覚はあるのか」

「なんでそこ改めてつっこむんだよ」

　気恥ずかしいのでやめてほしい。

　張さんはふっと笑った。もちろん本来の虎にあまり表情はないのだが、彼はそういう表情をしたなという雰囲気を作るのがうまい。

「戯たわ言ごとはさておき、おぬしと朱義はよく似ておる。手を組めば、敵なしだと思うぞ」

「あいつと笑顔で握手しろって？　勘かん弁べんしろよ拷ごう問もんか」

「ふむ。その顔ではおぬしも同じことを察してはいるようじゃのう。自己評価が冷静なのはおぬしの美点だ」

「俺を褒ほめて育てる方針やめろよ」

　蒼刻はちょっと息をついた。前を見たまま早口に言う。

「ひと筋すじ縄なわでいかない兄貴がいて、振り回されたくなんかないのに結局どこかで振り回されてる。そこが俺とあいつで共通してるのは認めとく」

「ならば、腹を割って兄の愚ぐ痴ちでもぶつけ合うとよいかもしれんな」

「やめてくれよ。趣味じゃない」

　──などという遠慮のない言い合いを、修練の場に行っても続けたせいか、兵士たちから妙な目で見られてしまった。

　今日は雨なので屋外ではなく、床に板を敷き詰めた練武場での鍛錬となった。蒼刻が怖いのか白虎のにらみがきいたのか、皆まじめである。

　数時間後、修練を終えて散っていく兵士を見送りつつ、蒼刻は白虎に訊ねた。

「元は公主殿下の客人である神しん獣じゆうとどつき漫まん才ざいをするのは、ちょっとまずかったかな」

「ウケておったぞ？」

「は？」

「おぬしの鋭い目でにらまれたくないので、皆して死ぬ気で笑いをこらえていたようだったがな。兵士にしてみれば、腹筋の鍛錬にもなっただろうな」

「妙な顔してると思ったら、笑いをこらえてたのかみんな」

　それはそれで沽こ券けんにかかわるよな……と難しい顔をしていたら。

「蒼刻」

　ふいに優美な声に、名を呼ばれた。

　意外な気がしながら振り向くと、練武場から柱廊へとつながる扉のところに、軽武装の女性が現れていた。

　曹流りゆう霞かだ。

　雨のごとくまっすぐに落ちる艶つややかな黒髪は、高い位置で束たばねられている。化け粧しようは薄いように見えるが──なにぶん蒼刻にはその手のことを見抜く知識がない──ただ美しいだけではなく、かといって女を捨てているわけでもない流霞のしなやかな個性が表現されているように思われた。

　片付けのために残っていた兵士たちが、水面にて凜りんと咲く蓮はすの花のごとき佳か人じんの登場に、ちょっとざわつきだす。

　近づいてくる蒼刻を見つめて、流霞はおっとりと微笑んだ。

「双璧がお呼びです。よければ一緒に行きませんか？」

「曹将軍も呼ばれたんですか？」

「そうです。勘かんですが、今回はわたしとあなたが組むことになるのかもしれませんね」

「めずらしいですね」

　どうやら呼ばれた理由はまだわからないようだ。だからといって任務を断る理由が武官にあるわけもなく、蒼刻はすぐに広間を出た。

　流霞はなにげない口調で言った。

「教えるのがうまくなりましたね」

「自分ではよくわからないんですが──って、修練を見てたんですか？」

「こっそりと、少しだけ。戴たい青せいのような鬼才を師としていたわりには、あなたは初心者の視点に立った指導ができているので感心しました」

「……ありがとうございます」

　ぎこちなくなるのは「昔うちの兄貴に惚れてたって本当ですか？」という質問をとっさに飲み下したせいである。

（この人が義あ姉ねになるなら万ばん々ばん歳ざいというか、むしろ今すぐにでもうちの兄貴と交換してほしいくらいだけど……。いくら曹将軍より強いとはいえ、あの鬼き畜ちく外げ道どうの満まん漢かん全ぜん席せきに惚れてたとかやっぱないよな）

　ないない。朱義の勘違いだ、と思いこむことにした蒼刻だった。
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　一方、天てん狼ろうのおまけとして紅こう梅ばい宮きゆうに同行した朧ろう月げつは──

「なんだか大変なことになってますね？　朧月ちゃん」

「……うん、とっても」

　合流した星せい彩さいにこっそりと、己の緊張ぶりをぼやいていた。

　天狼いわく「身内だけの茶ちや宴えん」は、もちろんただの茶宴ではなかった。

　専属女官によって卓上に出されるのは、五色の茶に花はな茶ちや、工こう芸げい茶ちや。神しん華か国八州の各地から集められた特産の茶葉である。

　だが今日の席では、そうした極ごく上じようの薫かおり高い茶ですら脇わき役やく。

　主演は、宝石箱を引っくり返したかのように見事に彩られた点心の数々だ。

「皇室御ご用よう達たしの認定を授さずけるにあたって、今年はわたしが意見を求められているの。味見を手伝ってくださる？」

　と、湘しよう雲うん公こう主しゆ。

　滅めつ多たにない機会で興味はあるものの、場所は紅梅宮の庭園の四阿あずまや。

　卓上に並ぶ手のこんだ点心にも圧倒されるが、四阿の周りに茶や点心の支し度たくをする女官が何人もいる時点でくつろぐのは難しい。雨なのにご苦労さまです。

「お招きいただき光栄ですが、わたしはとても舌が優すぐれているとはいいがたいので、参考になる意見が言えるかどうか……」

　さらに言うと、人の気配に緊張しているせいで味がわからないかもしれない。

「難しく考える必要はないと思う」

　天狼がとりなした。

「私も何度か頼まれているが、実を言うと舌の出来は大ざっぱなほうだ」

「……そうなのですか？」

　かつては太たい子しであった御方が何を仰いますか、と半信半疑だったが、天狼の真顔での説明を聞くに謙けん遜そんしたわけではないようだ。

「昔は戦場にも出ていたので、粗そ食しよくや野山での食事にも慣れている。ある程度以上においしいものは『最高だ』としか言えない程度の語ご彙いだが、なにぶん皇子なので『そんな雑な褒ほめ方では駄目だ』と注意するような者があまりいない」

「野山で、と仰いますと」

「無難なところでは蛇へびか」

「…………」

　無難か？　とはつっこみたくてもつっこめない。美び味みだと噂うわさには聞いているが……。

　代わりに湘雲がつっこんでくれた。

「お兄さま、そこで食欲が微妙になるような話題をなさらないでくださいな」

「む、すまない。朧月はどんな話題でも関心を持ってくれるのでつい。……しかし君も、取材ではなかなか刺激的なことを言うじゃないか」

「取材のときとは別ですわ。──たしかに、あまり悩まないで食べてもらえると助かるのだけれど」

　と、湘雲の灰色の瞳が朧月を映した。

「今回出てくるのは、いかにも高級なものばかりではないわ。わたしが陛下に若じやく蘭らん公主に冊さく封ほうしていただく以前、街で食べていたような普通の点心も意外とあるの。あなたも率直な感想を述のべてね」

「……努力いたします」

　主催者である湘雲にまで気を使わせてしまった。

　内心反省しながら、茶に口をつける。

（緊張するから帰りたくなってきたけれど、でも帰ってしまったら失礼だし、せっかくの点心がもったいないし……）

　朧月の中で、食い意地と引きこもりの本能が激しく競せり合っているのはさておき──若蘭公主というのは、湘雲の真の肩書きだ。

　もっとも若蘭の地とは「百ひやつ花か神しん仙せんの結髪から蘭らんの花びらが落ちた」とされる場所であり、神話の片隅に出てくるだけで実在しない地名である。

　つまり実際に、湘雲がどこかの領地を授けられたわけではない。

　皇族の一員として迎えられたが、皇帝の血は引いていないため、あくまでも名目上の肩書きを与えられた格好だ。そのため、彼女が若蘭公主と呼ばれる場は少ない。

「どうせだから執しつ筆ぴつの際に筆名に使おうかと思ったのだけれど、皆に止められてしまったのよね」

　きれいな薄紅色に塗られた指先を頰に添えて、湘雲がため息をつく。

　詩しい歌かや音曲といった高貴な女性らしい教養より、小説を書くのが好きな公主殿下らしい話だ。かちこちに緊張していた朧月も和なごまされる。

「筆名なのに、正体がすぐにバレてしまうからでしょうね。……湘雲さまは、今も筆名を使われることがおありなのですか？」

「たまにね。戦記ものを書く際には殿方のような筆名を使ったこともあるわ」

「それはどのような」

「秘密」

　白地に紅い花の咲いた上品な茶ちや壺つぼとともに、おそろいの茶杯や香りを愛めでるための聞ぶん香こう杯はいが並べられる。コポコポという湯の沸わく音を聴いているうちに、朧月もだんだんと身体の力が抜けてきた。

「──さて。今まで出た点心の中で、あなたたちはどれがお気に召したかしら？」

　全員が二杯目を飲み終えたところで、湘雲が切り出した。

　彼女の斜め後ろには、帳面と筆を持った女官が控えており、出された意見をすぐに書き留める構えだ。

　天狼が軽く腕組みをして考えこむ。

「私は男だからか、見み映ばえが美しいものより、食べごたえがあって腹に溜たまるものが印象に残ってしまうな。この焼き菓が子しがそうだ」

「それは、わたしもおいしいと思いました。食べやすいのもよいですね」

　皿を見て、朧月もうなずいた。

　橙だいだいの搾しぼり汁でほのかな酸さん味みを、蜂はち蜜みつでやさしい甘みを添えた乾燥果物を、ぎっしりと練りこんだ焼き菓子だ。どことなく異国情じよう緒ちよを感じさせるのは、海を越えた西方の国の伝統菓子を真ま似ねたからだという。

「見た目は地味かもしれませんが、老ろう若にやく男なん女によ、幅広い層から好かれるかと」

「私もそう思う。たしかに地味だが、装飾の華やかな皿に載せたり、摘つみたての花を添えたりすれば、十分に見映えは確保されるはずだ」

　二人分の意見を聞き、湘雲も興味深そうに焼き菓子の皿を見つめる。

「なるほど。いかにも神華国伝統の点心です、という点心ばかりでは新鮮味に欠けるし、こういう変わり種をいくつかとり入れるのもいいかもしれませんわね。候補に入れておきましょう」

　女官にいくつか指示をすると、湘雲はごく自然な微笑みを義あ兄にへと向けた。

「ときにお兄さまは、最近はいかがお過ごしですか？」

「問題ない」

　すると天狼は、ちょっと身構えるようなそぶりで碗わんを置いた。短いが、丁寧に言う。

「君のほうこそ、陛下の一件など身の回りのことで心労を感じてはいないか？」

「あら」

　公主殿下の表情が、ふいに砕くだけた雰囲気をまとう。彼女は悪戯いたずらっぽい視線を天狼にあてがうと、より親しみをこめた口調になった。

「非常にお兄さまらしい回答ですけれど、もう少し具体的に聞かせてくださらないと、お話が終わってしまいますわ」

「不調法ですまない」

　一方で、天狼はあくまでも堅い。

「皇族が口下手など言語道断だと、頭ではわかってはいるのだが……私には、君のように想像力が豊かで人付き合いの上じよ手うずな人を喜ばせる才能はないからな」

「十分にお世辞がお上手ですわよ。それにわたしはお兄さまに喜ばせていただきたいのではなく、お兄さまと離れていた時間を埋めたいだけです」

「──そう、か。君はそうだったな」

（天狼さま……？）

　朧月はゆっくりと瞬きした。

　ちょっと気になる反応が、天狼の顔をよぎった。濃こい青色の目がほんの一瞬だけ泳ぎ、自じ嘲ちようめいた色を浮かべたのだ。

　彼をじっと見つめる義妹いもうとの瞳に満ちた、家族としての純粋な好意といたわりを、まぶしいと感じたかのように。

　しかし天狼はすぐにそんな微妙な表情を消して、代わりに苦笑いを浮かべた。

「昔から、君は人をノせるのがうまい」

「悪女のように仰らないで。ただの義理の妹としての本ほん音ねですのに」

　湘雲と天狼──義ぎ兄きよう妹だいである二人の会話がはずみだしたところで、朧月はこっそり星彩に質問した。

「ところで星彩、万ばん里りさんは？」

「俺も参加して公主殿下口く説どきたかった～って拗すねてました」

「…………がんばってるのね」

　あっけらかんと教えられたが、真剣に反応に困った。手にしたぬるい茶の碗を無意味に上げ下げしてしまう。

　十年も昔に交遊のあった湘雲に万里が惚れ抜いており、おそらく湘雲も憎にくからず想っているらしいことは、朧月も知るところだ。

（もしかしてさっきの天狼さまの、湘雲さまへの微妙な反応って……いや、まさか、まさかよね）

　堅物とさえいえる第一皇子が、義兄妹の一線を越えたがるとは考えられない。

　三角関係、秘めた想い、過去の恋などという下世話な単語を、朧月はそそくさと頭から追いやった。

「万里さん、甘党なのかしら」

「朧月ちゃんがわかっててボケてるのは百も承知ですけど、つっこみ役の武官さんがいないとちょっと締まりませんねえ」

　星彩は、天狼の今のささやかな動揺に気づいたのだろうか。……わからない。

　この親友は喜き怒ど哀あい楽らくがはっきりしている反面、自分がこうと決めたら気持ちを隠すのがうまく、長い付き合いの朧月にも予想すらさせなかったりする。

「やっぱり、そうよね……。話を戻して、万里さんは今どこに？」

「情報屋としての野や暮ぼ用ようがあるとかで、朝早くに街に出ちゃいました。あたしと張ちようさんで見送ったんですけど、夕ゆう餉げまでには帰る予定だそうですよぅ」

「なるほど」

　蒼そう刻こくも鋼こう鉄てつ宮きゆうで仕事だ。

　朧月のするべきことは、さしあたり「黄華宮の客人」らしく過ごすことだけか。

　けれど、と絹きぬ胡ご麻ま餡あんの詰まった桃まんを手に考えこむ。

（やっておくべきことはあるのよね。お師さまの出した課題とか……）

　張ちよう角かくという呼び名から、峰ほう桜おうと名づけられた師の顔が浮かぶ。

　やはり外は苦手だし、師にしごかれて道術を勉強していたほうが楽だったかしら、などと考えてしまったときだ。

「!?」

　いきなり背後からぽん、と肩を叩かれて、朧月は文字どおり椅子から飛び上がった。

「やあ。君はおいしい物を食べているときは幸せそうだね」

（……口に何もふくんでいなくてよかった）

　心の底からそう思いながら振り返れば、金きん髪ぱつ白はく皙せきの太子殿下は案あんの定じよう、満足げに微笑んでいた。

「天てん祥しようさま……驚きました」

　来るとは聞いていたが、気配を殺すのが無駄にうますぎる。

「本当は後ろからぎゅってしたかったけれど、姉上はともかく兄上の前ではちょっとね。してほしいなら、後で私の部屋に来るといいよ。たっぷり可愛がってあげる。──御機嫌よう、お二人とも。遅れました」

　小声でそんな戯言をささやくと、天祥は機嫌のよさそうな笑顔のまま兄姉に如じよ才さいのないあいさつをする。

（あいかわらず、普通になさっていれば優雅な太子殿下だなあ）

　人をからかうのが大好き、というのが玉に瑕きずだが。

　あらかじめ空あいていた朧月の隣の席に、天祥が腰を下ろすと、すぐに女官が彼の分の茶杯を差し出した。仕事が早い。

　今日の天祥は、彼の小さな友人であるパンダを連れていた。白黒の毛玉はおとなしく彼の腕におさまっている。

「琳りん琳りんも、お元気そうですね」

「元気も元気。私の小さな護ご衛えいでもあるから、張り切ってるよ」

「護衛？」

「小柄な犬や猫、パンダを常にそばに置いておくんだ。いざというときは、私の足元から刺し客かくに飛びかかるよう訓練されている。陛下は少し前に、長年の付き合いだった護衛犬を亡くしたばかりでまだ次代を決めておられないし、兄上のための護衛も《花か影えい》で訓練中だけど」

「意外とご立派な経歴なのですね……」

「私が琳琳にしてるのは、半分以上、趣味だけどね。走そう影えいにあやしてもらうのも、見ていておもしろいし」

　走影というのは天祥専属の護衛兼側近だ。

　冗談かと思いきや案外まじめで、しかし最後はあいまいに茶化してくる。なんともこの御方らしい回答である。

「ここに来る途中にも、琳琳が君の猫に因いん縁ねんつけようとしていたよ」

「え。あの子、もしかしてこの近くにいるのですか？」

「呂りよ将軍から譲ゆずられた銀毛の猫って、あの子だよね？　君が心配で、こっそりついてきたみたいだよ」

　天祥の整った指が示したのは、紅梅宮の建物の陰だ。ちょうど雨に濡れない位置で、銀毛の猫が番犬のようにちょこんと座っている。

　呂将軍が保護した小動物が皇宮内をうろつくのに慣れているためか、女官たちも「あらあら」といった様子で受け流してくれているが、厳密に言えば不敬である。朧月は小さくなった。

「うちの猫がとんだ粗そ相そうを」

「構わないよ。皇宮には呂将軍以外にも猫好きがたくさんいるし、猫は吉きちを呼びこむ生きものとされている」

「……猫は、吉を呼びこむのですか？」

「もしかして黒こく烏う州では違う言い伝えがあるのかな？」

「猫好きの男は結婚ができないとか、猫が骸むくろにじゃれつくとその猫が妖あやかしに化ばけるとはよく言われます。それと──……猫は、冥府に続く花野の道の案内人である、と」

　一瞬。

　最後の言い伝えを口にする直前に、まぶたの裏に白っぽい光がよぎったので、朧月はとっさに動きを止めていた。

　──『猫は死者を冥府へと案内してくれるんですって。咲いては散る花に満たされた道を通って、もうひとつの世界に。昔、お友達が教えてくれたの』

　母の横顔が浮かび上がり、遠い記憶が甦よみがえる。

（また、母さまの記憶が……）

　白昼夢か、幻覚か。

　螢けい火かとの最後の接触から、朧月は何かの拍ひよう子しにこうして断片的な言葉や光景を思い出すことが多くなっていた。たいていは亡くなった母親にまつわる記憶だ。

　それだけなら心温まることだが、疑問なのは──

「朧月？」

「朧月ちゃん？」

　天祥と星彩の呼びかけで、はっとする。天祥は戸惑いがち、星彩は心配そうだ。朧月は急いでとり繕つくろった。

「も、申し訳ありません！　ほかにも言い伝えがあったはずなので、思い出そうとしていたのですが、思考が飛んでしまって」

「ふうん？　てっきり蒼刻が恋しくなったのかと」

「ッ……まさか、そのような」

「なんてね。寂しがる暇ひまもないほど構い倒されているのは知ってるよ」

　天祥がふと微笑みの仮面を外すと、なんとなく疲れた顔色になることに気づき、朧月は水を向けた。

「天祥さまは、陛下の代行で大変お忙しいと聞きましたが……」

「ここで遊んでいないで仕事をしろって？」

「い、いえ、そのように偉えらそうなことを言うつもりはありません。……ただ、お疲れなのではと」

「冗談だからそんなに青くならないで。──まあ、たしかに楽ではないよ。太子の公務よりもはるかに責任重大な決定をしなくてはいけないし。でもどちらかというと、慣れないことが続くから気疲れしてしまっているようだ」

　自身を淡たん々たんと分ぶん析せきする口ぶりの天祥を、ちょっと感心したように見つめていたら、彼はふいに試すように言いだした。

「私みたいな傍ぼう若じやく無ぶ人じんな人間でも、他人に気を使うことがあるのか、とか思った？」

「……！」

　朧月は全力で首を横に振った。たしかに他人を翻ほん弄ろうする面のほうが目立つ御方だが、決して無神経ではないと知っている。

「とはいえ『皇帝陛下見習い』の日々も悪いことばかりではないよ。采さい配はいしたことに手ごたえを感じるとうれしいし、以前からやりたかったことが少しだけできたし、本物の陛下にたくさんお休みを差し上げられた」

「親孝行をされたのですね」

「まあね。陛下も、趣味の庭いじりはまだ制限されているけれど、伯お父じ上うえと久々にゆっくり話や囲い碁ごができてうれしそうだった」

　天祥が膝の上で撫でていた琳琳が、短い手足をばたつかせはじめた。どうやら点心に興味があるらしい。

　天祥に目顔で頼まれた朧月が、蜂蜜風味の蒸し菓子を渡すと、パンダはもきゅもきゅと食した。雑食の上に食いしん坊ぼうらしい。

　それはともかく。

「天祥さまが『伯父上』と呼ばれるのは、たしか──」

「董とう家の当主、順じゆん世せいどの。黒烏州や玄げん家にはあまり縁がないと思うけど」

「たしかに直接のご縁はありませんが、董順世さまのお立場や『神しん武ぶ将軍』という二つ名については、異母兄あにから何度か聞かされたことがあります。異母兄が──……称しよう賛さんしていたので印象的でした」

『めずらしく』称賛していた、と言いかけたのを寸前で吞みこんだ。察したらしく、傍かたわらで星彩がぷっと噴き出す。

（静せい心しん兄さまの毒舌は、あまり吹ふい聴ちようしていいものではないわよね……）

　天祥はパンダの腹をむにむにと揉もんでいる。

「君の兄上は、なんて褒めてた？」

「皇子二人を産んだ皇こう后ごうの兄、という立場にありながら、陛下に悪い影響を与えることを嫌って、実権はなく名誉称号に過ぎない『太師』以外の位を受けることを拒んだ。類たぐい稀まれな忠誠心の持ち主だと──」

　こほんと咳せき払ばらいした。

　──『父上が亡くなった後に私から刺史の座を奪おうとした親しん戚せき連中に、順世どのの爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませた上で、顔面に腐った卵をぶつけてやりたいな』

　という過激な発言が続いたことも、伏せておくべきだろう。

　天祥は誇ほこらしげにうなずいた。

「うれしい評価だね。伯父上はあまり個人的な感情を見せない方だから、何を考えているかわからないと敬遠する人も多くてね。──ああ、考えてみると、少しだけ蒼刻に似てるかもしれないな」

「どのようなところが似ていますか？」

「無ぶ愛あい想そうだけど、実は情なさけ深い。そんなところ」

「……天祥さまの好みの性格、ですか？」

「正解。君も私になじんできたね」

　今度は朧月の頰をむに、とつまんできた。パンダと同列の扱いのようだ。久しぶりに、わかりやすい珍獣扱いである。
















　──そこで、「御用達候補」第二弾が運ばれてきた。

　点心の器が並んでいた卓の上が瞬またたくまにきれいに片付けられたかと思ったら、先ほどとはまったく異なる顔ぶれの点心が並べられる。手品を見ているかのように、あざやかで素早い仕事だった。

「今回は美容にきくものが多いね。朧月にはこれがいいかもしれない」

「水菓子ですか？」

「杏あん仁にんと梨なしと木き耳くらげの入った水菓子で、血色のいい肌になると評判なんだ。君はときどき青白くて心配になるから」

「幽鬼よりも幽鬼のようだ、と言われたこともあります。昔いた友達には、頼むからもっと生きている雰囲気を出して、とお願いされてしまいました」

「率直な友達だ。まあ私は本音では、君のそれは個性でいいと思っているよ。だって頰を赤くしたときとの落差がとても可愛らしいからね」

　並んだ色とりどりの器を順繰りに指さして、天祥が説明してくれる。

「これは山さん査ざ子しのお汁しる粉こ、瘦やせたい人向きだそうだよ。こっちはふわふわ豆腐花トウフアー……食べると女らしさがみがかれるという話だけど、ちょっと漠ばく然ぜんとしているな」

「豆腐花はわたしも好きですが……みがかれるのでしょうか」

「君は蒼刻にみがかれるほうが好き？」

「ッ」

　またしても、さらっと揶や揄ゆを織りこまれたのでむせた。

　なんとも答えづらくて目を泳がせると、朧月にもなじみ深い茶ちや請うけが目についた。

　摘みたての茶葉に衣をつけ、さっくりと揚あげたものだ。甘い点心が多いので、さくさくした食感と素そ朴ぼくな苦みにほっとする。

「あの……天祥さまは──」

「男が好きなのか女が好きなのか、はたまたその両方と愉たのしめてしまうのか？」

「…………よく訊きかれますか？」

「遠慮しながら、かつ気まずそうにね。もっとも君は、蒼刻が私にとられてしまわないかが心配なんだろうけれど」

「う」

「そうは言っても、私はその質問に明確な答えを返す気はないよ？　どの性せい癖へきを否定するのも簡単だが、そんなことをすれば、私は女好きや男好きや両刀──そのどれかだと思われたくない、ということになる。それはどの性癖の方にも失礼だし差別的だ。だから答えない。太子としての義務はもちろん果たすが、私への評価と、私の性癖は無関係だ」

「────」

　思いがけず胸を打たれた。

　てっきり人をからかうのが好きだから、はぐらかすような態度をとっているのだろうと誤解していた。

「ただ、私からの好意をどう受けとっていいのかわからなくて戸惑う君たちの反応が可愛らしいのも事実だ。これからも愉しませてくれるとうれしいな」

「……天祥さまが楽しそうで何よりです」

「人生は楽しまないと。──そうだ兄上」

　ぽんと手を打った天祥が、兄皇子へと微笑みかける。

「お元気そうですし、そろそろ皇帝代行を交替してみませんか？」

　天狼は目をぱちくりさせ、そして渋じゆう面めんになった。

「今はおまえが太子だろう」

「どさくさに紛まぎれて兄上が皇帝代行として活かつ躍やくしてくれれば、やっぱり私は楽らく隠いん居きよさせて兄上を太子にしようそうしよう、ってなるかもしれないでしょう」

「要するに、おまえが楽隠居したいだけではないか」

「仰るとおりです。昔は弟で気楽でした」

「気持ちはわかるが、混乱が避けられない」

「兄上はまじめだなあ」

「おまえの戯言が、何かとスレスレすぎるのだと思うが」

　──兄弟仲がよいのは結構だが。

（今わたしの目の前で、非常に軽いノリで皇位継承問題がやりとりされてる気が……!?）

　反応に困る朧月に、湘雲が「深く考えないほうがいいわ」と唇の動きで告げる。さすがに彼女は慣れているようだ。

「お二人は昔から、このような……？」

「よくも悪くも遠慮がなくて、深刻にもならない間柄なの。周りはどちらが太子に立つかで胃を痛めているのだけれど」

（そうですよね!?）

　周りはこれを何事もなく受け流しているのかと思い、皇宮はやはり魔ま窟くつなのかと無駄に戦せん慄りつしそうになっていた。

　目を白黒させている朧月をよそに、天祥がのほほんと言う。

「いっそ私が死んでしまえば、簡単に太子位を兄上に譲れるんだけど」

「……そ、その御冗談に、わたしはどういう反応をしたらよろしいのでしょう？」

　眉まゆを八の字にして、朧月はまじめに質問してしまった。

　自分も不ふ謹きん慎しんなことを言うなと（主に蒼刻から）つっこみを受けるのだが、さすがに今の冗談を流せるほど図太くはない。

「あっはっは、と笑い飛ばしてくれて構わないよ」

「えー…………無理です」

「君は素直でよろしい」

　気どった言い方をして、天祥がにっこりと笑みを深める。

　──天祥のあまり趣味がよろしくない戯言が、本当にまったく笑えなくなるような事態になることなど、このときの朧月は予想もしていなかった。

　この優雅でつかみどころのない人だけは、何ものにも傷つけられずに、安全な場所でずっと微笑んでいてくれるものだと、無責任にも思いこんでいた。

　愚おろかにも。
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　夕刻になる前に雨は上がっていた。

　天てん祥しようが皇帝代行の仕事に戻った後も、湘しよう雲うんから「取材」と称した質問攻めにあったりしたせいで、朧ろう月げつはずるずると夕刻まで紅こう梅ばい宮きゆうに引き留められてしまった。

　ようやく天てん狼ろうおよび星せい彩さいとともに、皇族にだけ使用が許される隠し廊ろうを使って黄こう華か宮きゆうに戻ると、門の前で蒼そう刻こくが待っていた。

「すまない。君の友人を借りていた」

「いえ、自分こそ護衛という名目で黄華宮に出入りを許されているのに、同行もできずに失礼いたしました」

「私の護衛は建たて前まえに過ぎないし、今回の茶の席は急に決まったことだ。気にする必要はない。それに天祥と湘雲を護衛する《花か影えい》の者が陰から見送りもしてくれた」

「えッ」

　朧月はびっくりして周りを見回した。

　が、もちろんそれらしい人影は見当たらず、足元で銀毛の猫がにゃあと鳴くのみだ。

「まったく気がつきませんでした……」

「素人しろうとのおまえに気づかれたら護衛失格だ」

「ごもっともです」

「──私は今日はもう出かけないが、察するに君は朧月に用があるのだろう？　お返ししよう」

　天狼はごく淡く微笑みながら、迎えの女官たちが待つ黄華宮へと戻っていった。

　それを見送ってから、星彩と白虎が口を開く。

「紅梅宮からのお見送り、あたしは走そう影えいさんがいたのは見ましたよ～。あいかわらず変装名人でしたねぇ」

「儂は湘雲さま専属の《花影》とは、紅梅宮で顔見知りなのだが、彼女はさっきまでそこの木の陰におったぞ」

　これは予想外の報告だったらしく、蒼刻は目をぱちくりさせた。

「まあ彼らも、あんたらには気づかれてもいいと思ってたんだろうけど──走影の変装を見抜くとかすごいな」

「あたしは化け粧しようには詳しいですから」

　ふふん、と得意げに笑ってみせる星彩を横目に、朧月は真顔でつぶやく。

「わたしも《花影》の皆さんのように、幽鬼ばりに気配を殺して身を隠せるようになりたいかもしれませんね……」

「さっきは天狼さまの背後に隠れて帰ってきたしな」

　元太子ですらある皇族の方に何をしているんだ失礼だぞ、隠れたいならそのへんの柱の陰にしろ、などと叱しかられるのだと思いきや──

　彼は違う角度から来た。

「おまえは背後に隠れられるなら、だれでもいいのか？」

「え」

　いつも率直な青年にしては厭いや味みっぽい口調に面食らい、朧月の目が点になる。

　白虎があきれ顔でとりなす。

「これこれ、何を拗すねておるのだおぬしは。姫なら儂のこの図ずう体たいの陰に隠れることもしょっちゅうあるではないか」

「隠れるのに一番好みなのは衣い裳しよう櫃びつですが、持ち運びはできませんし……。どなたかの陰に身をひそめるのは、わたしの地味な特技なのですが、やはり、やめたほうがよいでしょうか？」

「……拗ねた俺が馬鹿だったか」

「わたしは蒼刻さんがお馬鹿さんだとは思いませんが、天狼さまとはたとえ雨が地面から降っても何か起こるわけがないので、ご心配いただく必要はないかと……」

　茶の席では自分で「まさか」と否定したものの、天狼は湘雲とそうなのだろう、となんとなく確信しているのでそう言った。あの茶目っけのある佳人に淡い想いを抱いていた人が、朧月のような珍獣に目をつけるわけもない。

　蒼刻はあまり納なつ得とくしていないようだが。

「まあ、いい。今の話はなかったことにしよう。──ただ、できればあんまり隠れるなよ。雲間の月じゃあるまいし」

「蒼刻さんって、たまに劉りゆう家の御曹司教育が感じられますよね」

「たまにかよ」

「…………普段はその、武官としての凜々しさのほうが印象深いので」

「目をそらすな」

「ときに蒼刻さん、わざわざわたしを迎えに来てくださったのですか？　黄華宮で逢えますのに」

「話をそらすな」

　一瞬ともたずにバレると切なくなる。

　とはいえ、蒼刻は本当に気を悪くしたわけではないようだ。

「俺はこれから来らい将軍のところに用がある。道術がらみの話をするから、修行中のおまえも興味があるかもしれないと思って迎えに来たんだ」

「ぜひご一緒させてください。お昼寝したかったのですが、まあその後にいたします」

「すぐ寝るな」

　歩きだした彼をほとんど反射的に追いかけて、鋼こう鉄てつ宮きゆうは碧へき血けつ館かんにある来煌こう言げんの執務室におもむいた。







「ところで、あの豚の飾りは──」

「朱しゆう義ぎの顔面に叩きつけてやった」

「……ぶう、とか鳴いていただけました？」

「仲よしか。本当は普通に返した。向こう三か月は口もききたくねえ」

「そういうことを仰ってると逆に、すぐに話す機会がめぐってくるものですよ？」

「ありそうって思ってしまうからよせ」

　露骨にむくれた口調になられたので、朧月は星彩および張ちようさんとこっそり顔を見合わせて笑いをこらえた。

（意外と楽しそうですね、と言ったら怒られそうだけど）

　男子同士の関係というものに、朧月は昔から漠然とした憧あこがれがあった。

　実家での異母兄あにたちを見ても、とても気楽そうにじゃれていて、それでいて仕事では熱い一体感を出すのが、彼女には入りこめない世界だ。そうは言っても間に入りこみたいわけではなく、近くで見守っていたいだけだが。

　白虎が声をひそめて言う。

「儂も蒼刻には、歳の近い友人が増えたらいいように思う」

「ですよね。張さんや万ばん里りさんとはもうお友達ですし、ご実家では弟さんとも普通に仲よさそうでしたもの」

「護ご花か七しち将しよう軍ぐんになろうって人が、自分からお友達作りができないのも心配っすよねぇ」

「……おい、そこで三人集まって何こそこそ言い合ってんだ」

　にらまれた。

　煌言の執務室は、国軍関係者に与えられた中では屈くつ指しの広さがある。彼と、彼の部下である道士団のために作られた書庫に至いたっては、予算の都つ合ごうがつき次第、保管のために専用の建物を造るつもりだそうだ。

「来将軍が師し匠しようや兄弟弟で子しから受け継いだ、貴重で稀き少しような道術の書物が山ほどある上に、神しん華か国のあちこちで発見されたそれっぽい資料が残らず持ちこまれているそうだからな。さすがに碧血館の床も抜けそうになる」

「保管方法を間違えると、劣れつ化かしてしまいますしね。──来将軍のお師匠さまは、御ご存ぞん命めいではないのですか？」

「生きてるって聞いたぞ。ただ、皇宮仕えにも俗ぞく事じにも興味のない世よ捨すて人びとだから、一番弟子で天才と名高い来将軍が護花七将軍になった」

「贅ぜい沢たくですね。……世捨て人っていいですよね。楽隠居も」

「憧れるところが間違ってる」

　そこで来煌言の執務室の前にたどりつき、代表して蒼刻が扉を叩いた。

「──入っていいぞ」

　返事をしたのが煌言ではなく彼の副官であることを皆で意外に思い、ちょっと顔を見合わせた。

「今は守しゆ翼よくどのだけですか？　失礼しま──」

　扉を押し開けた蒼刻の語尾が、半はん端ぱに途切れる。続いて入室した朧月は、すぐにその理由を察した。

　部屋の隅に置かれた長椅子の上に、骸があった。

　──もとい、骸かと思うほど深く熟じゆく睡すいしピクリとも動かない来煌言が横になっていて、その上に白い毛布がかけられていた。

　毛布の端から煌言の茶色い髪と花飾りがはみ出ていなかったら、腰を抜かしたかもしれない。

（ど……どういう状況なの？）

　無駄に骸っぽさが増幅されている。神華国では葬式の際、基本的に骸には白い衣を着せるか、白い一枚布をかぶせるのが習いなのだ。

「あの……来将軍に一体何が？」

　長椅子のそばに立った、頰に傷の武官──趙ちよう守翼がさらっと言った。

「五日連続で徹夜だ」

「拷ごう問もんですか!?」

　温かい寝床で肌ざわりのいい上掛けに頭からくるまってぐっすり眠ることが、桃まんと同じくらい好きな朧月には、信じがたい根性である。

「拷問ではなく仕事だ」

　半死人状態の護花七将軍に代わって応対してくれた、趙守翼いわく──

「もともと道術関連の案件をほぼ一手に引き受けていたので忙しかったが、黄こう魔まおよび月げつ蝕しよく領りようの後始末がつくかつかないかの時期に、皇帝陛下の暗殺未み遂すい事件、そして[image: ]せい教きようの一件で意見を求められている。さらには丞じよう相しよう閣かつ下かからは直じき々じきに皇都の霊的加護の見直しを要よう請せいされた。──要するに死ぬほど立てこんでいる」

　だそうだ。

「煌言はやかましいほどに女好きだし話し方はぽわぽわしているし人格が豹ひよう変へんすることもあるから、おまえたちに面倒くさい変人だと認識されても仕方ないとは思うが、根はまじめな男なんだ。乳ち兄きよう弟だいである俺が保証する」

「別に俺らもそこまで来将軍の評価低くしてないですよ」

　蒼刻がなんとも言えない顔で否定するのに合わせて、朧月も首を縦に振った。

　守翼はさらっとした口ぶりだし悪意はないようだが、乳兄弟であるがゆえに煌言に遠慮がないらしい。

　ちなみに彼は、今でも頰に傷きず痕あとが残るほどのけがを負った影響で、大きな声を出すのが苦手だ。普段は煌言にしか聞きとれないほどの小声で話すことが大半なので、こうして声を聴く機会は少ない。

　煌言の寝床になっているのとはまったく別の、応対用に部屋の中央に置かれた長椅子に座るよううながされる。蒼刻がちょっと心配そうに守翼を見た。

「守翼どの、顔は」

「これでも意外と女受けは悪くない。子供受けは最悪だが」

「そういう微笑ましい話じゃなくて、大きな声を出しても表情筋が痛まないのか気にしたんですが、その調子なら大丈夫そうですね」

　そこで突然、煌言が飛び起きた。

「うわあ！　しまった、僕寝てた!?　寝ちゃってた!?」

「…………」

　噴き出すのを通り越して気の毒になるような目覚め方をしたあげく、寝ぼけすぎて長椅子から転がり落ちそうになった煌言を、守翼は「どうどう煌言、深呼吸だ。それと、まだ寝ていていい時間だ。おやすみ」と根気強く諭さとして再び寝かしつけた。

「寝ては駄目だ寝ては駄目だ、と自己暗示をかけつづけるとこうなるみたいだ」

「あの……本当に大丈夫なのですか？」

　再び毛布にくるまった護花七将軍を視界の端で気にしつつ、朧月は困惑をあらわに守翼に訊たずねてしまった。

「おまえも大丈夫か朧月」

「……はい。びっくりしました」

　引っくり返って長椅子の端まで後退してしまっていた朧月は、まだどきどきしている胸を押さえて座り直す。

「一刻前に寝かせたばかりなんだがな。深く眠れるように香でも焚たくか」

「あ、お手伝いいたします」

　守翼が言うので、朧月は手を挙げた。

　とりあえず眠りを誘う精油を練りこんだ蠟ろう燭そくに片っ端から火を灯ともし、煌言の枕元によい香りのする花をさした花か瓶びんを置くと──

「なんかさっきよりさらに葬そう式しきみたいな雰囲気になってねえか？」

「こら蒼刻」

　手伝ってくれた蒼刻がぼやき、彼の腰を白虎が頭で軽く小突く。

　朧月もあわてて言い添えた。

「口に出しては駄目ですよ蒼刻さん、守翼さまも気を悪くされておりますし……」

「え」

　意外そうな声を上げたのは当の、口の両端を引きつらせて悪あつ鬼き羅ら刹せつのごとき形ぎよう相そうになっていた守翼である。

　彼は元の冷静な表情に戻ると、わずかに首をかしげた。

「むしろ俺はおまえたちの発言に笑ってしまっていたんだが」

「え」

　今度は朧月が絶句した。……あの地獄のような形相が、笑顔だと？

　が、張さんは納得したようだった。

「……まあ、控えめに言っても飢うえた獣けもののような笑顔ではあったな。守翼よ、おぬしは歯を見せずに笑ったほうが男ぶりがよいと思うぞ」

「歯を見せずに……。そうしたら子供に泣かれずに済みますかな、神獣どの」

「たぶんな」

　こんな会話をそばで続けていても、煌言はもうピクリとも動かなくなっていた。

　守翼が短いため息をつく。

「煌言はなまじ道術に造ぞう詣けいが深いせいで、眠らない呪じゆ詛そだの目の覚める錬れん丹たんだのを作って自分に使ってしまうからたちが悪い。おまけに師の下もとで修業していた時代に厳しくしごかれた経験から、自分は無理を重ねても大丈夫だという妙な自信を持ってしまっている」

「ですが……やはり、身体に悪いですよね」

「もちろんだ。だから今回のように俺が無理やり関節技で意識を失わせ──もとい、逆に睡眠を誘う強烈な錬丹をこっそり盛って寝かしつけることもある。そういうわけで今回の任務についての説明は、俺が代わりに担当する」

　そこで蒼刻が、はたと気づいたように口を挟んだ。

「来将軍を起こしたらなんですし、場所を変えて話しますか？」

「いや、ここでいい。座っていてくれ、茶の用意がある」

　そう言うと守翼は、執務机から書状箱とおぼしき漆うるし塗ぬりの立派な箱を持ってきた。

「……俺の声が聞きとりづらいこともあると思うから、先に謝っておく。すまんな」

「もう夕刻だし、ここは戦場でもないから平気です」

　蒼刻がとりなした。

　小間使いらしき男性が現れ、卓の上に茶器──ではなく、茶と茶請けを一緒にしたような点心を置いていった。

　温かい紅茶に浮かぶ、薔ば薇らの花びらと白玉団子。

　白くやわらかな生き地じの中には、小指の先ほどの大きさに砕かれた黒砂糖が包まれており、紅茶の温度で半ば溶けかけている。白玉団子の中身としてはめずらしいが、守翼は「煌言の実家がある地方では名物の点心だ」と教えてくれた。

　おいしくいただいている朧月を見下ろして、星彩がぽつりと言った。

「今日は朧月ちゃん、点心食べすぎな日ですねぇ。あたしも一部お相しよう伴ばんにあずかってはいますけど」

「う。……太ってしまうかしら」

「武官さんに抱え上げてもらったら、体重が増えたかどうか簡単にわかりますねえ」

「！　そ、それだけは嫌」

「でしたら今日はお部屋に戻ったら、ちょっと運動しましょうねえ。それかしばらくは脱引きこもりで」

「…………はい」

　この守護幽鬼は基本的には朧月に甘いが、美容やお洒しや落れに関しては厳しい。

　趙守翼が、本題を切り出した。

「昨日の夕刻、国軍の輸送部隊が襲しゆう撃げきされ、積み荷を奪われた件についてはすでに聞いているな？」

　蒼刻がうなずく。

「ついさっき、曹そう将軍とともに。商人や用心棒に変装して、積み荷を護衛していた兵士のほとんどが殺されたと聞きました」

　ほとんど、という言い方に疑問を覚えた朧月に、白虎がこっそり耳打ちしてくれる。

「一人だけかろうじて一命をとり留めて、現場近くの城市で手当てを受けているらしい。まだ口もきけない状態だそうじゃが」

「どこの城市ですか？」

「昏こん星せいだ」

「──昏星」

　この場ではおまけなので話の邪魔はすまいと思っていたのだが、朧月は抑えきれずに声を漏らしてしまった。

　昏星。

　黄魔そして月蝕領の件で訪れた黒こく烏う州の城市だ。抱ほう琴きんという少女に出逢った地でもある。

　あの城市が惨さん劇げきの舞台となったわけではないし、偶然なのだろうが、偶然だとしても嫌な符ふ合ごうである。

　ほんの一瞬、案じるような視線を連れの娘に向けてから、蒼刻が話を継いだ。

「来将軍たちが俺と話したかったのは、皇都から昏星の近くまで運んでいた『積み荷』についてですね？　──花か魄はくの封印を強化するための霊符だとか」

　花魄。

　またしても、なつかしいと言うとおかしいが、記憶を呼び覚ます名だ。

　花の下に封じられている、神話時代の獣。

　守翼が苦い顔をした。

「そうだ。霊符はもちろん煌言が作ったものだ。稀少な材料を使っているから、完成までに半月以上はかかる。奪われたからもう一度作り直せ、と言われても難しいのは、煌言の多忙さを理解してくれたおまえならわかってくれるだろう？」

「はい。俺と曹将軍が、その霊符を奪った悪党を突き止めて奪還するよう、双璧に命じられました。できるだけ内密に」

「こちらもその話は聞いている。──それで煌言が『蒼刻くんは朧月ちゃんとの関係で道術に慣れているし、花魄と戦った経験もあるから、彼にこれを預けたい』と言っていた」

　一言一句、煌言が言ったのを棒読みで律りち儀ぎになぞりながら、守翼は先ほど持参してきた装飾的な箱に手をかける。

　からくりで開ける秘密箱らしく、複雑な手順を経へて守翼が中からとり出したのは、霊符とおぼしき数枚の紙し片へんだった。

（これは……お師さまが得意とする、魔封じの文もん様ようがいくつも描かれているわ）

　蒼刻が、怪訝そうに眉をひそめる。

「それは花魄封じの霊符と違うんですか？」

「一応封じの術式だが、悪党どもに奪われたものよりずっと効力が弱い。これはあくまでも奪われた霊符が見つからなかった場合、新しく作り直すまで一か月ほど時間稼かせぎをするためのものだ」

「これを使う事態にならないことを祈っときます。扱いに注意は？」

「今、専用の箱を用意させる。濡らしたり、必要以外のときに箱を開けたり、火のそばに置かなければ普通は問題ない。使うときには、同封する説明書きの手順をひとつも間違えずにこなしてほしいそうだ。──質問があるなら今のうちだ」

「特にないですけど、そのくらい簡単なら、俺をご指名せずともいいような」

「気持ちはわかる。だがこれは信頼の問題だ」

　そのとき、毛布にくるまった煌言のようなものが急に身じろいだ。

　起きたのか？　と思いきや──

「むう……大丈夫だよぉ、君のにおいをかいでれば、一生徹夜できるし～……むにゃ」

　……寝言だった。

　無意識にか頰の古傷にふれながら、守翼が真顔でつぶやいた。

「寝言には本音が出るというのは本当だな」

「副官なら『普段はあんなことを言う男ではない』とか言ってごまかさんのか？」

　白虎がつっこむが、守翼は動じない。

「普段からあんなことを言いまくりなので仕方ない」

「…………」

「どうした蒼刻」

「いえ、副官も大変だなと思ってただけです」

「そういえば、おまえはまだ副官候補を選んでいる段階だったか。まあ、噂のとおりに決まりそうだな」

「噂？」

　霊符の入った箱をためつすがめつしていた蒼刻の喉のどから、だいぶすっとんきょうな声が漏れた。

「噂ではだれなんですか」

　そこで守翼は、劉家の次男が噂や醜しゆう聞ぶんといったものに鈍感なことを思い出したらしい。

　こういうときにいたずらに焦じらすのが好きそうな来煌言とは異なり、副官の彼はあっさりと答えてくれた。

「神獣どのだ。張さんは非常に理知的だし、おまえはもちろん双璧とも気心が知れているし、皇宮でも大人気の神獣だ。劉蒼刻に足りないものをすべて補える、最適だ、と噂されていた。双璧も孫そん将軍も乗り気だそうだ。……本当に、一度も小耳に挟んだことはないのか？」
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　来らい煌こう言げんの執務室を出ると、扉のそばで銀毛の猫がうずくまって律儀に待っていた。

　にゃう、と鳴いた猫を、朧ろう月げつは抱き上げる。

　鋼こう鉄てつ宮きゆうからの帰り道、柱廊は雨上がりの涼しい風が吹き抜けていた。

「…………」

「…………」

「……万ばん里りさんが副官の地位に入りこめる余地、あるんすかね？　恋人の欲目を差し引いても、張ちようさんが相手じゃ不利な戦いに見えますよぅ」

　なんとなく皆で黙りこんでしまったとき、こうしてあえて空気を読まずに話を切り出して皆の背を叩くのは、星せい彩さいの特技だ。そしてそれが不思議と嫌な感じがない。

　がしがしと銀髪をかいた蒼そう刻こくは、自分に言い聞かせるように言う。

「あいつには張さんほどの声せい望ぼうはないが、張さんにはできないことができる。あの優れた情報収集能力の有用性は、双璧にもわかってもらえるはずだ」

「儂は副官にならずとも、蒼刻を放っておく気はないからのう。肩書きと報ほう酬しゆうは、それを欲する者に与えるほうがよかろう」

　張さんも泰たい然ぜんと同意した。

「……万里さんは[image: ]せい教きようの件では、国軍と[image: ]教中ちゆう枢すう部ぶの橋渡しをしているそうですし、独自の強みはありますよね？」

「そうだ。あいつだって『対抗馬が張さんなら負けても仕方ねーな、馬じゃなくて対抗虎だし、人間の俺が敵かなうわけがない』とかあきらめたりしない。というかそんなこと言いだしたら、俺がぶん殴なぐる」

「蒼刻さん……」

　ちょっとにやついてしまったのは朧月が、だれかのために怒ったりする蒼刻を見ると妙にうれしくなるせいだ。

　そうして黄こう華か宮きゆうに戻ると、朧月は部屋に帰される前に、昏こん星せいの話を聞いてから考えていたことを頼んでみた。

「昏星の件……わたしも、馬車の積み荷の陰にこっそり交じるなどして、ついていってもよろしいでしょうか？」

「なんだそりゃ密輸か」

　蒼刻が半はん眼がんになった。

「そんな運搬手段に凝こらなくても、おまえは以前から国軍の協力者ってことになってるんだし、同行は普通に許可されるだろう」

「え。わたしはそういう肩書きなのですか？」

　今まで散々引きこもっていたところを連行されておいてなんだが、初耳である。

「肩書きってほど大げさなものじゃないがな。報酬を出す際はいくらまでとか、国軍がらみの事件に巻きこまれた場合は優先的に救出するとか、そういう契約だ。おまえの場合は、紅こう梅ばい宮きゆうでの事件を調査してもらう際に、家長の玄げん静せい心しんが代理として署名している」

「わたしは契約などには詳しくないですが……静心兄さまが目を通してくださったのなら安心ですよね」

「静心が異母妹いもうとを安売りするような男なら、俺の気苦労はもうちょっと少ないぜ。で？」

「で、とは」

「俺が首根っこつかんで引きずっていくまでもなく、おまえが同行したいと言いだした理由だ。皇宮の食事に飽あきて、故郷の味が恋しくなったか？」

「いえいえ、タダ飯ならいくらでも大歓迎です」

「おまえって意外とちゃっかりしてるよな」

「照れますね」

「照れる場面と違うぞ。で？」

「わたしは、殺害されて幽鬼となった兵士の方からお話を聞けるかもしれません。幽鬼を探すのも得意です。……それに、場所が昏星というのが気になります。あの城市が、今は国軍の監視下にあることは聞いておりましたが、実際はどうなっているのだろうかと」

　それに、と朧月は最後の理由を口にする。

「道士さまに逢ってから、いろいろと過去のことを思い出すようになりました。ですが、非常に断片的なのです。……黒こく烏う州の空気にふれたら、もっとたくさん思い出して、記憶が整理されるかもしれないとも考えました」

「なるほど。たしかに引きこもっている場合じゃなさそうだな」

　からかうように言った後で、蒼刻はふと視線を和らげた。

「これまでには、何を思い出した？」

「主に、母がわたしの異能を恐れずに可愛がってくれていた記憶です。母はあまり身体が強くなかったのですが……」

　だからだろう。こんなふうにも言っていた。

　──『朧月がお父さまに似た健すこやかな子に産まれて、本当によかった』

　根が暗いとか、性格がお世辞にも子供らしくも前向きでもないとか、死んだ人の霊魂が視えてしまって彼らに惹ひかれているとか。そうした個性と呼ぶには問題が大きい部分を、母が拒絶することはなかった。

　──『わたしの夢は、元気な子供を産んで、お母さんになることなの』

　夢を、自分で叶かなえようとしていた。よき母であろうとしていた。

　その強さを思い出すことができたのはうれしかったが……同時に「生前の朋ほう友ゆう」らしき女性のことを考えると、奇妙に胸がざわつくのだ。

「……整理がついたら、ひとまとめにお話ししてもいいでしょうか？」

「いいぞ。不安になったら呼べ」

「はい」

　かつて自分の一部であった記憶を取り戻すことへの不安が、彼の言葉だけで期待へと変わるのだから単純なものだ。自分で自分にちょっとあきれてしまう。
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　夜、五つ時にさしかかろうとする頃、蒼そう刻こくは再び鋼こう鉄てつ宮きゆうに呼び出された。

　神しん華か国は花の霊力を信じる国。

　皇宮の中では華やかさに欠ける鋼鉄宮でも、庭園には夜の月明かりで咲く種類の花が見受けられる。どこか朧ろう月げつと印象の重なる、白い月げつ華か。白の龍りゆう爪そう花かとともに、黄よ泉み路じに咲くと言われる花だ。

　花か魄はくの封じを再強化できなかった場合、最悪に最悪が重なって花魄が目覚めたりすると大規模な災害じみて厄介な事態になってしまうため、昏こん星せいには護花七将軍・曹そう流りゆう霞かと、蒼刻が向かうことになった。

　その話に変更はないのだが──

「今回の作戦指揮をとるのは、曹将軍じゃないんですか？」

　通された部屋で聞く説明の中で、意外なのはその点だ。双璧に説明を受けたのは流霞と二人きりだったため、頭から思いこんでいた。

「ええ。不ふ謹きん慎しんかもしれませんが、いつもは指揮をとる身の上なので、久しぶりに肩の力を抜いて動けそうです」

　仕切りたいという気持ちが特に強いわけではないらしく、流霞は夜食とともに出された茉莉花ジヤスミン茶ちやをのんびりと喫きつしている。

「気持ちはわかります。で、指揮はだれなんですか」

「──俺だ」

　答えたのは、この執務室のあるじである東とう方ほう朔さく。

　旧国軍からの生まれ変わりを図はかった結果、今の国軍は皇宮の中では若手が目立つ部署となっているが、決して古兵をないがしろにはしていない。この小柄ながらも歴戦の老将は護花七将軍の筆頭だ。

　蒼刻はほとんど素で聞き返してしまった。

「筆頭が？」

「なんだ、嫌だってか？」

「百ひやつ花か神しん仙せんに誓って、そんなことはありません。ただ、双璧の護衛とかはどうなるのかと心配になっただけです」

　東方朔は、平素はあまり皇宮の外に出ない。双璧の護衛と相談役という非常に大切な役目があるからだ。

　無類の茶好きでもある東方朔は、早くも三杯目の茶を淹いれながら言った。

「俺の代理は、呂りよ不ふ幻げんと孫そん伯はく牙がだ。問題ないだろ」

「文句もないです」

　蒼刻はうなずいた。

　呂不幻は勇ゆう猛もうな騎馬民族であるアルタン＝カン族の血を引き、護花七将軍でも最強と謳うたわれる武人。孫伯牙は国軍の好感度を上げる宣伝戦略を得意とするが、武人としての実力も折り紙付きだ。智ち謀ぼうの面で、呂不幻を補助することもできるだろう。

　もし自分が双璧を殺すよう命じられた凶きよう手しゆだったら、死を覚悟する相手だ。

「でも変わった組み合わせですね」

「不幻はともかく、伯牙は『あなたも最強の護花七将軍さまと握手』とかいう企画の相談がしやすくなるとか喜んでたな。不幻は犬猫は大好きなくせに一般市民との交流が苦手だから、何かと理由をつけて逃げられてたそうだ」

「またとんでもない企画が……。俺は呂将軍のお気持ちに共感します」

「一応言っとくが、他ひ人と事ごとでいられるのも今のうちだぞ」

「わかっているつもりです」

　あまり想像したくはないが、かといって現実逃避もしないのは蒼刻の長所だ。

　流霞が言う。

「不幻はちょっと野性の動物めいたところがありますからね。ここだけの話、彼のそういうところはあざといくらい可愛いと思います」

「…………」

　軽口に違いないのにノれなかったのは、無駄に深読みしてしまったせいだ。

（流霞さまはやっぱうちの兄貴よりかは、呂将軍とそうだって言われたほうが──）

　やめよう。

　蒼刻はひそかに目をそらし、手にした焼きまんじゅうを口に押しこむ。

（他人の色恋沙ざ汰たに興味津しん々しんとか、星せい彩さいに何も言えなくなる。……朧月もわりとその傾向あるし）

　繊細な作りの点心がずらりと並んだという紅こう梅ばい宮きゆうの茶会とは異なり、三人で囲んだ卓には茶請けではなく食べごたえのある夜食が並んでいる。鶏とりの空から揚あげや焼きまんじゅう、海老と春はる雨さめを挟んで揚げた餅もちといった、庶しよ民みん的てきな屋台ものが多い。

　それでも酒が置かれていないのは、東方朔の趣味だ。

　ぬるくなりかけていた茶で口の中を一度すっきりさせてから、蒼刻は話を戻した。

「質問してもいいですか？」

「おう。今のうちに済ませとけ」

「花魄はたしかに脅きよう威いだと思いますが、言ってしまえば俺でも斃たおせる程度のモノでした。なのになぜ今まで討とう伐ばつしようとせず、封印を続けてとっておいたんですか？　──って、なんですかその白しらけた顔」

　東方朔は顔いっぱいに「何もわかってねえなこいつ」と書いている。

　きれいに骨だけにした空揚げを屑くず入いれにした紙袋に放り捨てると、彼はあきれを隠さない口調で言った。

「よくも悪くも天然だなおまえは」

「と、仰ると」

「おまえでも斃せるとかなんとか言ってくれたが、逆に言えば、おまえと肩を並べるほどの天才じゃねえと話にならないってことだぞ。超天才の俺だからあきれるだけで済んだが、凡ぼん人じんの前でんな言い方したら思いっきり引かれるぞ」

「……叱られてますか？　それとも褒められてますか？」

「半々だ」

　しかめ面つらの東方朔とは対照的に、おっとり微笑んだ流霞がさらっと感想を挟む。

「わたしは無邪気で好ましいと思いますが」

「流霞、おまえはおまえで大ざっぱに心が広すぎてときどき心配だ。──まあいい、今日はおまえらの個別指導がしたいんじゃない。話戻すぞ」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔つきのまま、老将は椅子の上であぐらを組み直した。

「花魄は『世話』にちぃっと手間がかかるが、うまく利用すれば使い道がある、というのがお偉えら方がたの昔からの考えだ」

「使い道？」

「たとえば大規模な叛はん乱らんが起きたり、周辺諸国が突然攻めこんできたとき、そいつらの近くでわざと花魄の封じを解く。目覚めて大暴れしだす巨大な異形のモノが現れたら、敵は間違いなく混乱して総崩れだ」

　一度戦ったことがある蒼刻には、たやすく想像のつく話だった。

「なるほど。さらに敵が花魄を斃すのに手を焼いてくれれば、敵の戦力を削そぐこともできる。味方の消耗は一切ナシで」

「そういうこった。ま、放し飼いにした花魄の後始末はこちらにとっても面倒だから、あくまでも奥の手という扱いだけどな」

　さながら、無差別に爆発しまくる火薬庫だ。蒼刻は眉間のしわに指先でふれる。

「納得できないっていうほどじゃないんですけど──危険な賭かけだし、かける手間のわりにあまり魅力的に思えないのは、俺が未熟だからでしょうか」

「未熟なせいじゃなくて、歴史を知らないせいだ」

　今度は茶葉を蓋ふた碗わんに入れながら、東方朔。

「公おおやけにはされてないが、俺が今言ったやり方で外敵を壊かい滅めつ状態に追いこんだことは実際に何度もある。たしかに三国時代に内乱でしっちゃかめっちゃかになったとき、同どう胞ほうに対して花魄をけしかける馬鹿もいたから、諸もろ刃はの剣つるぎだってのは否定しねぇが」

「そのときはどう処理したんですか？」

「道士が封じるか、討伐するかしていたそうですよ」

　と、これは流霞。

「それなりに優れた道士がいれば、数十年ごとに封印を強化し直すのは難しくありません」

「ただ封じるだけでも贄にえを必要とする黄こう魔まみてぇな大物は、今の神華国にはいねえしな」

　今の。

　ということは昔はいたのかもしれない。

「……じゃ、なんで今、天才のはずの来らい将軍が忙しいずくめで連日徹夜までして、封じの霊符を作ってるんですか？」

「煌こう言げんは花魄の封じが数百年もつように霊符を作っているので、何倍も手間と時間がかかっているんですよ。双璧や東方将軍がそこまでする必要はないと諭しても、この点についてだけは彼は頑がん固こです」

「優れた道士の数が年々減ってきてるのは事実だから、あいつなりに未来に懸け念ねんを持ってるんだろう。ちぃっと一人で抱えこみすぎだがな」

　棺ひつぎの中の骸か木み乃い伊らのようになって眠っていた煌言が、まぶたに浮かんだ。彼を案じる副官の表情も。

「おまけにぎりぎりまで苦労を人に見せたがらない、ってやつですか」

「愛すべき馬鹿だろ？」

　ケッ、と吐き捨ててみせるが、東方朔も若き天才を心配しているのは伝わった。

　蒼刻は一度うなずいた。

「花魄の扱い方についてはわかりました。──が、東方将軍がお出ましになる理由がまだ吞みこめない」

「輸送隊を襲撃した《悪党》のせいだ」

「犯人に、もう目星はついてるんですか？」

「まだだ。国軍に反感を持ってる連中や、叛乱を起こす機会をうかがっている武装集団に心当たりがないわけじゃない。夜や淑しゆくが疑わしい連中を片っ端から挙げて一覧表にしたから、今、地道に調査を進めてる」

「なら──」

「──だが、懸念がある。こいつは聞いただろうが、輸送部隊にはきっちり護衛の兵士をつけていた。部隊が予定の時刻にたどりついてないときには、近隣の城市から人をやる手て筈はずにもなっていた」

「さすがに厳重ですね」

「来煌言が何日も徹夜で作ってくれた貴重な品だと知ってればな。さらに輸送部隊には人通りの多い街道を選ばせてるが、宿泊予定地である昏星にたどりつく直前に壊滅させられてんだ」

　そこまで説明されてようやく蒼刻にも、東方朔の言いたいことがわかった。

「救援を呼ぶ間もなく、全滅させられたってことですか。たしかに異様だ」

「しかも目撃者がいないそうですよ」

　流霞がため息交じりに補足する。

「そのせいで事件を知る者の間では『見えざる軍団』とか呼ばれだしてる」

　酒でくだを巻くような勢いで、もう何杯目なのかもわからない茶をあおり、東方朔は舌打ちをした。

「今までの情報から、襲撃者はごく少人数で部隊を襲い、壊滅させたと考えられる。酒しゆ楼ろうの用心棒や、商隊の護衛で食べているような傭よう兵へいではできない芸当だ」

「国軍の兵士を圧倒できる、熟練の傭兵集団ですか」

「ところがどっこい、国内の大規模な傭兵集団なら双璧──つうか燕えん軍師が、常に動向を把握している。だれからどんな仕事を請け負ったか、詳細にな。と同時に、いい待遇で各地の自警団に協力させるよう抱きこんでもいる。だから連中は今回の件には関与してないとすぐに判明した」

「……正体不明、今まで国軍の情報網にも引っかかってない、凄すご腕うでの傭兵団が敵ってことですか」

　幻げん身しん──是ぜ空くう。

　脳裏をよぎったのは、つい先日、[image: ]せい教きようの寺院で死を賭として戦った相手のことだ。

　その異質な強さにばかり注意を向けてしまっていたが、よく考えれば是空はとうの昔に死んだ戦士で、本当ならこの世に存在してはいけないモノだ。彼のような存在なら、国軍の情報網にも当然引っかからない。

（是空ほどの遣い手なら、数十人単位の兵士でも壊滅させられる。あいつには皇族の護衛を務める《花か影えい》一族でさえ苦戦を強しいられたほどだ）

　もし仮に、そういう厄介な相手が《見えざる軍団》の中にいるとすれば。

　──護花七将軍筆頭が参戦するのも、当然だ。

　そう思った。

「納得しました。俺も曹将軍には及ばずとも、東方将軍の刃となり楯たてとなります」

「だからおまえの謙けん遜そんはちょっと厭味だっつったろ」

「いてっ」

　東方朔の指はじきで、額をぴんと叩かれた。見た目に反してかなり痛い。

「では」

　流霞が妙にうれしそうに言った。

「お話がまとまったところで──何に変装するかを相談しましょうか？」

　……………………変装？

　それまでの真剣な内容や神華国の裏の歴史とはあまりに温度差のある話題を振られて、蒼刻は思いっきり困惑の表情になった。
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　奇き岩がん怪かい石せき、老ろう樹じゆ名めい花か、珍ちん木ぼく嘉か草そう。

　皇族の宮の禁きん苑えんには驚くほど豊かな自然の産物が集められており、また皇こう都とでは牡ぼ丹たん祭や泡ほう茶ちや祭、箱庭祭といった花草木の品評会が多く催もよおされるため、品種改良の研究が絶たえず進められている。しかし各おの々おのの庭園の趣おもむきは、その宮の主人によってだいぶ異ことなる。

　黄こう華か宮きゆうの庭園が基本的には咲くがまま伸びるがまま、そして散るがまま──自然らしさを重んじているのも、主人である華か天てん狼ろうの好みだ。

　庭師にあれこれ注文をつける、ということをしない第一皇おう子じの数少ない希望だった。

「ずいぶんと早起きだな」

　夜は明けたが、空は曇くもりがち。

　今日も雨の気配のただよう庭園に出ると、朝っぱらから不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえた。

　夏なつ椿つばきの新しい花を眺ながめていた天狼は、声のほうに顔を向けながら答える。

「峰ほう桜おうか」

「そうとも、君が名を授さずけた幽ゆう鬼きだ。何をしている」

「太たい子し教育の際に、夜明けと同時に起きて朝ちよう議ぎまでに頭を完全に覚かく醒せいさせるよう指導されていた後こう遺い症しようで、この時間になるとつい目が覚める。君は幽鬼だから眠らないでも済むのか？」

「そんなところだが、どこを見て話をしている。私がいるのはもっと左だ」

「このあたりか？」

　峰桜の声に従い、天狼はそちらに向き直る。

　月げつ蝕しよく領りようで長いこと冥めい界かいに属する魔性の気に接していた影響か、天狼は幽鬼の声を聞きとるのは得え手てだ。しかし姚よう朧ろう月げつほどの精度はなく、幽鬼の姿のほうは、ときと場合により見えたり見えなかったりする。

　そうは言っても武術の鍛たん錬れんを積んでいるので、声だけを頼りに幽鬼の位置をつかむのにはすぐに慣れた。

　つまり今のように、見当違いな方向を見て「そっちじゃない」と峰桜につっこまれるのはわざとそうしているのだが──自分がそんなふうに戯たわむれているのは彼にはまだ秘密だ。

　上下関係を外はずした会話のできる相手は、天狼にとっては貴重である。

「君こそ、弟で子しを置いてどこにいたんだ？」

「読書だ」

「読書か。私の書しよ架かを見られたとしたら少し気き恥はずかしいな」

「君の蔵書にはたいして興味はない」

　この奇き縁えんで結ばれた幽鬼の姿が見えたことは数える程度だが、彼が仏ぶつ頂ちよう面づらで話す様子はたやすく想像できる。峰桜は本人が自覚しているよりも顔に感情が出やすいのだ。

　峰桜は、わずかに皮肉っぽい口く調ちようになった。

「私も生前は、月蝕領に『引きこもり』をしているも同然の身の上だったからな。皇こう宮きゆうには私が存在すら知らなかった書物が大量に保管されていて興味深い。幽鬼の身は基本的に疲れ知らずだから、つい何時間も読書に没ぼつ頭とうしてしまいがちだ」

「ふむ。そう考えると、幽鬼となったのは君にとって悪いことばかりではないのか」

「とぼけた発言をする第一皇子の頭をどつきたくなっても、なかなか難しいのだけは残念だがな」

　池の上に建てられた四阿あずまやへと歩きだしながら、天狼はちょっと肩をすくめた。

「私に戯れる程度なら別に遠えん慮りよすることはないぞ。朧月に折せつ檻かんするつもりなら、さすがに止めさせてもらうが」

「あれを殴なぐって、せっかく暗記させた内容を忘れられては逆に面倒だ。君に関しても、勘かん違ちがいされないように言っておくが遠慮しているわけではない。この身体からだで生者を物理的に攻撃するためにはある種の技量が必要だから、いちいちそれをするのが億おつ劫くうなだけだ」

「わかった。肝きもに銘めいじておこう」

「ふん。ついでにひとつ確認をしていいか」

「二つでも三つでも」

「華天狼。君はあのすっとぼけた小娘を好いているのか」

　小細工なしの問いをぶつけられ、天狼はゆるく瞬まばたきをした。直球すぎていっそ爽そう快かいだ。

「君から恋愛談義を振られるとはな」

「談義まではしたくない。ただの確認だ」

「まあ、ありていに言ってしまえば私の好みの真ん中だ。私は昔からどうも黒くろ髪かみでやさしげな女性に弱い」

「無む駄だに正直だな、第一皇子殿下」

　峰桜はあきれたように息をついた。

　頭上の木々から小さな雫しずくがぽつりぽつりと落ちて、池の水面に波は紋もんを生む。昨日きのうの雨の名残なごりだ。

「君は意外と惚ほれっぽいのか」

「というと」

「……霊れい珊さんのことも憎にくからず思っていたのだろう」

　霊珊とは、峰桜の父が手にかけ、冥界の獣けものを封じるための贄にえとした少女のことだ。

　幽鬼となってこの世に留とどまっていた彼女は、月蝕領に幽閉されているも同然の身の上だった天狼の、唯ゆい一いつの話し相手だった。

　彼女の名を口にしたときはわずかに沈んだ声こわ音ねになった峰桜が、こちらをにらむ気配。

「なんだその顔は、私が気づいていないとでも思ったか」

「そう思っていた。隠していた体質がバレるのは少々気まずいな」

「体質？」

「君が今言い当てただろう。意外と、惚れっぽい」

「禁欲的な堅かた物ぶつだと他人に思わせるのもうまいな。だんだん君を殴りたくなってきた」

「皆たやすく私をまじめな堅物だと誤解してくれるが、私があの天てん祥しようとよろしくやれる兄だということを忘れがちなのは正直どうかと──」

　言葉を急に止めたのは、少し離れた場所に気配を感じたからだ。療りよう養よう中ちゆうの皇子という建たて前まえでも、独ひとり言ごとだとごまかすには限度がある。

（来たか）

　水上の四阿と池の端を結ぶ小道を進む、規則的な足音。早朝の客人は、動作に武術の心得がうかがえる男だった。

　──天狼が待っていたのは、彼だ。

　董とう順じゆん世せい。

　昨夜の遅くに、彼の懐ふところ刀がたなと言われる者からひそかに手紙が届けられたのだ。二人だけで逢あいたいという内容だった。

　顔を合わせると、順世はわずかに表情を和なごませた。

「安心した。陽よう炯けい──陛へい下かから聞いていたよりも元気そうだ」

　伯お父じ上うえも、と返すのを迷まよった末にやめた。

　数年ぶりに逢うせいだろうか、伯父は最後の記憶よりも瘦やせて見えた。それが無性に胸に突き刺さるのを、天狼は軽口でごまかした。

「ここだけの話、陛下は父親としては心配性の部類であることを隠すのが下へ手たです」

「陛下は普通の父親らしいことをするのが難しい代わりに、君たちの一番気安い友人であろうとしている」

「伯父上の理解は正しい。おかげで私も天祥もあまりわがままを許されなかった」

「君たちが自分にはなんでも手に入ると思いこみ、先代のようになってしまうのを危き惧ぐしたんだ。加えて太子時代から優秀でも、子育ては勝手が違う。慎しん重ちようにもなる」

「その反動でしょうか。菜園いじりではかなり冒険的な品種改良もなさるそうです」

「そして結構失敗している。これは最高機密だな」

「ですな」

　話すうちに順世の、自分にも他人にも誠実であることを五十年近く心に定めてきたような空気が和らぐと、代わりに表に現れるのは父ふ性せい的てきな穏おだやかさだ。

　四阿の石座に座ってもらうと、天狼は改めて告げた。

「本当にお久しぶりです、伯父上。私から逢いに行くこともせず、不義理で申し訳なく」

「第一皇子殿下が、無む冠かんに等しい私に引け目を感じる必要がどこにある？　私は君が自由に人前に出られない事情を理解している。こうして昔のように、無ぶ礼れい講こうめいた会話を許されているだけでも破格なのだから」

　──身分を意識せずに付き合ってほしい。

　皇帝とその子たちから最大のわがままを強しいられている男は、神しん妙みようそうに目を伏せた。

「生還した甥おいと話がしたいというわがままを叶かなえてくれて、心より感謝している。──心身ともに大きな傷は負っていないと聞いたが、本当だろうか？」

「軽い失恋はしました」

「失恋に軽いも重いもない。湘しよう雲うんのことを引きずっていないのは何よりだが」

「個人的なことを把は握あくされていると恥ずかしいものがありますな」

　霊珊への淡あわい想いについては、順世のあずかり知らぬことだ。説明も難しいし、彼の何か打ち明けたがっている様子を前にすると、恋愛談義を続けるのははばかられる。

（何か思いつめておられるな）

　ただの見舞いにしてはぬぐいきれない緊きん迫ぱく感かんに、最後まで気づかぬふりもできず、天狼は探さぐるように言葉を選ぶ。

「伯父上の心配ごとはそれだけですか？　よろしければ、朝あさ餉げをご一緒にいかがです。客人がいるので、女によ官かんはいつも多めに支し度たくをしてくれます」

「お誘いはありがたいが、実はこの後にも用がある。それと、君に訊ききたいこともある」

　予想どおりの反応と、予想した展開。

　だがその直後に順世がこちらの目を見て切り出したのは、天狼が一番ありえないと信じていた言葉だった。

「華天狼。君には、太子位に戻りたいという気持ちはないのか」

「伯父上」

　言葉をさえぎるようなことをしたものの、天狼は二の句が継つげなかった。

　皇都に帰還した直後から、さまざまな派は閥ばつから探りを入れられた際に、同じ質問は何度も受けている。だが父である皇帝の唯一と言っていい腹心の友であり、頑かたくななまでに実際の政まつりごとには影響力を発はつ揮きしようとしなかった順世の口から聞かされるとは思わなかった。

　というより想像もしたくなかった。

　どうにか保った無表情の仮面の下で、自分の甘さを痛感している天狼をよそに、順世はさらりと告げた。

「わかった。今のは忘れてもらえるか」

「────」

　天狼が逆に面食らってしまうほど簡単に、彼は話を引っこめてしまう。

　不可抗力で太子の座を失った第一皇子が、今の話に興味を示すどころか、裏切られた子供のように瞳ひとみを揺ゆらしたのが、彼を失望させたのだろうか。そんな想像が先走ってしまう。

　もともと本気でなかったのだと信じたいが、董順世という男はそんな悪趣味な冗じよう談だんをのたまう人物ではない。

　困惑のうちにある天狼をよそに、順世は一転してやわらかな微笑ほほえみを浮かべる。

「また顔が見られてよかった。何が起こるかわからない世の中だからな」

「まったくです」

　たとえ今、伯父の満足げな微笑みが演技だと明かされても、自分にはそれが本当か噓うそかも見抜けないだろう。

　失望だか絶望だかわからぬ虚きよ無む感かんに心を齧かじりとられながらも、天狼が「これ以上は先刻の話題にふれない」という慈じ悲ひと寛かん容ようを示したのをきちんと悟さとってくれたらしく、順世は淡たん々たんときびすを返した。

　伯父の広い背中が、とうとう季節の話題の種にしそこねた薔ば薇らの茂しげみの向こうに見えなくなるまで、四阿には砂を嚙かむような沈ちん黙もくが満ちていた。

　さしあたり天狼は、ずっと気配を殺して黙だまっていた幽鬼に声をかけてみる。

「峰桜は、伯父上に逢うのは初めてだったな。紹介できずにすまない」

　峰桜からは即座に、そして冷ややかに突っぱねられた。

「君の冗じよう句くは笑えない、と言われたことはないか？」

「容よう赦しやがないな」

「私は笑いに対して厳しいだけだ。生なま半はん可かなネタではぴくりともしないぞ」

　それこそ冗談のような言葉を投げつけられて、天狼は「では、いつか君を笑わせよう」などと返そうかどうしようか迷う。くだらない悩みは彼の心を少しだけ癒いやした。

　すっかり普段どおりにまで、天狼が自分を立て直したときだ。

「しかし、あの董順世という男──」

　何か戸惑うようにつぶやいた峰桜が、途中で言葉を切った。

「……いや、いい。なんでもない」

「……伯父上に興味があるのなら次の機会に紹介しようか？」

「だから君の冗談はつまらないと言っている。いい、忘れろ」

「らしくないな。元太子の第一皇子にまで遠慮のない君はどこに行った」

「不敬罪で首を刎はねたくても、私はとうに死んでいるから残念だったな」

「斬ざん首しゆで快楽を得るほど愚おろかではないし、物腰丁てい寧ねいな君のほうが気味が悪いので、どうか君はそのままで」

「……君はたまに素でとんでもないな」

　ため息が聞こえた。

「峰桜」

　と、天狼は戯れの会話のときとは打って変わって、真しん摯しな声音で呼びかける。

「理性的な君なら理解していると思うが、今のことは他言無用で頼む」

「君の命令に拘束される義務は私にはないぞ」

「承知の上だ。だから個人的に頼んでいる」

「…………」

「威い圧あつ的てきに命令されて従うほうが君の主義に合うというのなら、そうするが」

「やめろ」

　思いのほか食えない一面をさらした第一皇子に、峰桜は軽く舌打ちをした。それは天狼にもはっきりと聞こえた。
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　薄うす紅べに色いろの撫子なでしこの花びらを散らした、緑りよく豆とうと鶏とり肉にくの薬やく膳ぜん粥がゆ。目覚めの茶に、芒果マンゴーに香マクワ瓜ウリ、龍りゆう眼がんといった季節の果物くだもの。

　そうした献こん立だてが並べられた、黄こう華か宮きゆうでの朝餉の席で。

「では──大々的に兵士を連れて昏こん星せいに遠えん征せいするわけではないのですか？」

「国軍だってことを隠したお忍しのびの旅になるそうだ」

　国軍から追加で受けてきたという指示の内容を、鋼こう鉄てつ宮きゆうでの残務から戻ってきた蒼そう刻こくに説明された。

　朧ろう月げつは首をかしげる。

「以前から不思議に思っておりましたけれど……明らかに神しん華か国の危機という事態でも、国軍が百人以上の規模で出陣する、ということがあまり見受けられませんよね？　わたしは『肉にく球きゆう三さん国ごく志し』の影響か……こう、将軍というと大勢の兵士を率いて突撃する姿ばかり思い描えがいてしまうのですが」

　粥をすくう匙さじすら止めずに、蒼刻は即答した。

「予算がない」

「…………身も蓋ふたもないですね」

「そして世せ知ち辛がらいっすね」

　朧月の肩にしなだれかかっていた星せい彩さいも同調してきた。

　基本的には幽鬼と同様に、供く物もつから食べものの精だけとり入れて済ませられる白びやつ虎こが、食後の習慣である毛づくろいをしながら会話に参加してくる。

「しかし今の国軍が、双そう璧へき主導の地道な活動で評判を上げてきたおかげで、予算も国軍をとりまく状況も十年前よりはだいぶマシになったと聞くぞ」

「え～？　んじゃ、逆に昔はどんだけひどかったんすか」

　張ちようさんは毛づくろいの手を止めた。

「さすがの儂わしも直接知っているわけではないが──旧国軍では部下が上官に『上じよう納のう金きん』をおさめないと出世ができなかったとか、高位の武官には裏社会の人間とつながっている者が多く、阿あ片へんのように人を駄だ目めにする薬や武器の密輸に手を染めているとか、そういう話は月げつ蝕しよく領りようにまで伝わっておったぞ」

「俺も直接知ってるわけじゃねえけど、旧国軍は職務よりも身内の汚お職しよくや犯罪を隠すことに熱心だって、民からの評判も最悪だったそうだ。おかげで各地で叛はん乱らんが起きたときには機能不全で、一会戦だけで壊かい滅めつ状態でしりもちついて敗退しまくってた」

　と、蒼刻も補足説明。

　朧月は星彩と顔を見合わせた。

「そのような状態から、よく立て直したのですね……」

「あたしは汚職のことは多少は知ってましたけど、国軍は家柄に関係なく実力で出世できるから、少しはいいところがあるもんかと希望持っちゃってましたよぅ」

　卓たくに頰ほお杖づえをついた幽鬼は、夢が壊れた、と言いたげである。

　張さんがうんと背筋を伸ばす。

「そのあたりは善よし悪あしだのう。血筋や家柄に関係のない出世とは、高い地位についたとしても、一代限りの栄誉だということでもある。自分の代だけで、老後だけでなく何代も楽ができるほどの財を蓄たくわえようとして賄わい賂ろに溺おぼれてしまった者は、実際、家柄のある者よりも多かったそうだ」

「──なんだか虚むなしい話だねえ。分不相応な儲もうけは身を滅ぼすだけだってのに」

　扉を開ける音とともに入ってきたのは、万ばん里りの声。見れば彼は、手に焼きまんじゅうを載せた皿を持ってきていた。

「花を散らした粥だけだと健康にいいけど、俺や少年は物足りないから。姫さんも食べるかい？」

「いいにおいですし、ではひとつだけ」

「おまえは本当にまんじゅうの類たぐいに弱いな」

　ほいほい乗ってしまう朧月に、蒼刻がちょっとからかうみたいに言う。

　刻きざみねぎを混ぜ込んだ生き地じのまんじゅうは、きれいに焦こげ目がついており、温かいを通り越して熱い。

「どうしたんだい姫さん。俺がいい顔立ちだってやっと気づいたとか？」

「それは初めて逢ったときから気づいておりました。今は、万里さんは蒼刻さんの副官になれても、賄賂で自滅はしなさそうだなと想像していたのです」

　万里は芝居がかった仕草で片方の目だけつむってむせた。

「その手の自滅をするつもりはないけど、それは俺の生まれ育ちが影響してるし、自じ慢まんできることじゃないかもな」

「？」

「[image: ]せい教きようの総本山でしこたま私腹を肥こやして太った司祭が、粛しゆく清せいされて私財没収の憂うき目にあうのを飽あきるほど見たせいで、過ぎた金は寿命を縮ちぢめるだけだって痛感してる。というか俺の親父おやじも、そういう過程で不ふ審しんな死に方した先代教主だった」

　朧月は焼きまんじゅうを割ろうとしていた手を止めた。

「…………今、さらっと[image: ]教の大物の息子むすこだって暴ばく露ろなさいました？」

「地位はな。中身は大物だなんて言えないぜ、姫さん。女好きで博ばく打ち好きで賄賂好き、俺は親父が何人も囲った愛あい妾しようの一人から生まれてる。家族自慢とかしたことない。──ま、それは自分が作る家族で死ぬほどやれって話か」

　最後はまるでのろけ話みたいに声を軽くして、万里は陽気に笑う。

「そうしろよ。俺も応援してる」

　深刻な雰ふん囲い気きにしたくないという知人の気遣いを察したらしく、蒼刻もわざと軽い調子で切り返していた。

「ただその調子だと、あんたの腹違いの兄きよう弟だいが[image: ]教の幹部だったりするのか？」

「ああ、今は本妻腹の兄貴が教主だ。向こうはお情なさけで妾腹を使し僧そうにしてやったのに勝手に棄き教きようして国軍に協力するとか何考えてんだ、くらいには思ってるはずだ。先日に大祭司の一人が暴走して陛下暗殺未み遂すいなんかやらかしたせいで、国軍にでかい負い目ができちまったのに、ぐぬぬってなってる顔が見られてちょっとおもしろかった。そんな関係」

「深入りはしないほうがよさそうだな」

「ありがとな。副官にするには問題ありなら、それは早く言ってくれ」

「別に」

　早くも焼きまんじゅうをひとつ平らげた蒼刻は、まるで気負わずに万里に答えた。

「むしろ、あんたみたいに器用で割り切った副官が俺には必要って気がする。──昏星に行く計画も思いのほかアレだしな」

「アレ……とは？」

　さっそく嫌いやな予感がして、朧月は果物に伸ばしかけた手を止めた。

「国軍であることはなるべく伏せて行動するってのは話しただろ？　要するに変装や演技をするんだが、今回は曹そう将軍がやたらと乗り気で衣い裳しようや小道具の支度したくをしてるから、なるべく全部使ってあげてくれ」

「……武官さん、曹将軍ってあの品のいい美人さんですよね？」

「……曹将軍が、そこまではしゃいでおいでなのですか？」

　そして星彩と一緒になって、信じがたいという心地ここちで訊きき返してしまった。

「そこまではしゃいでる。俺もびっくりだ」

　今まで曹流りゆう霞かの下で任務につく機会がほとんどなかったため、蒼刻も彼女の意外な一面に困惑しているそうだ。

　ちなみに東とう方ほう朔さくからは──

『覚かく悟ごしとけよ蒼刻。流霞は演劇や傀く儡ぐつ師し、雑ざつ技ぎ団だんを見るのが大好きだからな』

『マジですか』

『マジもマジだ。流霞が護ご花か七しち将しよう軍ぐんに着任したての頃、たまたま宴えん席せきで孫そん伯はく牙がと引き合わせてその話題をさせてみたら、二人とも酒も吞のませてないし男女の駆かけ引きもしてないのに夜明けまで盛り上がってやがった。年寄りにはついていけねえよ』

『いや俺も普通についてけてないです』

　──と。

　さっぱり役に立たない助言をいただいたらしい。

　東方朔はぐいぐいと引っ張っていくのではなく、個性も得意分野も違う部下たちをやんわりとひとつの目的に追い立てていく傾向の束たばね役らしい。

　本人曰いわく、「ただでさえ敵が多い双璧の護ご衛えいなんつう責任重大な役を担になってんのに、護花七将軍筆頭としてなんでもかんでも仕切ろうとしたら俺はすぐ過労で死ぬ。そんなことよりまったり茶が飲みたい」。

　朧月もこれまで垣かい間ま見みていた護花七将軍の印象に、修正をかけることになっていた。

「……ではわたしも、何かしら演技をがんばらなくてはいけないのでしょうか？」

「俺とおまえはまた夫婦のふりだ」

「う」

　二度目である。

　が、一度目のときとは微妙に異なる気恥ずかしさがある。

（演技だけれど……今度は演技だけではない、というか）

　とりあえず星彩は真横でにやにやしながら「今なら経験が増えてるから名演技ができちゃうんじゃないですかぁ？」とか頰ほおをつついてこないでほしい。

　顔はじんわり熱いが、悶もん絶ぜつしてばかりはいられない目的地だ。

　昏星。

「……花はな守もりさんは生まれ育った邑むらのある場所に戻るのを見送りましたが、抱ほう琴きんはもうあの城じよう市しには住んでいないのですよね？」

「ああ、そうさ。そのへんは俺があの黄こう魔まの一件が片づいた直後に調べたときから、大きな変化はないぜ」

　と、食事を終え、濡ぬれたふきんで手をぬぐいながら万里。

「あのお嬢じようさんの一家は、旅籠はたごの建物を売り、同じ州内の長ちよう安あん城市に引っ越した。そこで以前よりはこぢんまりした菜館兼旅籠を始めていて、今のところ順調みたいだ。昏星で起こった事件の関係者は国軍がまだ保護を兼ねて観察してるから、何かあればすぐにわかるはずだ」

　詳しく聞けて、朧月は胸を撫なで下ろす。

「ほっとしました。抱琴には好きな男の子がいたようなので、離れ離れになってしまったのは少し残念ですが……」

「本当に初恋なら、大きくなったら逢いに行けばいい。相手が大事ならきっとそうする。幸い抱琴ちゃんは、来らい将軍が錬れん丹たん術じゆつに詳しい医生にお願いした丹たん薬やくのおかげで、身体の弱さを少しずつ克服してるそうだ」

「逢いに行けばいい、か。あんたが言うと妙に説得力がある」

　からかうでもなく大まじめにそんな感想を述のべる蒼刻の肩を、万里が「大人おとなを照れさせるなよー」などと言いながらどついた。

「──儂からもひとつよいか？」

　張さんが、みがいたばかりの肉球を見せびらかすみたいな挙手の仕方をした。

　その硬かたい肉球を、こちらも食事を終えて出かける支度に入った蒼刻がぽんと叩たたく。

「なんだ？　あんたはもし協力者として一緒に来るんなら、姿を見えなくする隠おん形ぎようの護ご符ふをつけて同行してもらうことになるが。面倒なら皇宮で留守番しててもいいぞ。つうか、むしろ皇宮に神しん獣じゆうとして留まるのが筋か」

「儂が聞きたいのは、流霞どのと東方朔どのが一体何に変装するかなのだが」

「あっちは豪商の歳としの差夫婦にするか、祖そ父ふの一人旅に付き合うできた孫娘の設定にするかで揉もめてた。継まま子こ役とかにされないうちに俺は逃げたが、まあ出しゆつ立たつまでには決めてくれるはずだ」

　小細工を苦手とする青年武官にしては器用な立ち回り方に、朧月はちょっと失礼な感心の仕方をしてしまった。

「蒼刻さんが、世渡りのようなことをしていらっしゃる」

「経験から身につけた変人回避術と呼んでくれ」

「…………」

　わたしを筆頭にたいして回避しきれていないのでは？　むしろ変人以外いますか？　という点は、つっこまずにおくのがいいだろう。

「ああ、そうだった。その関係でひとつ言っとくことがあった」

　ふいに朧月の顔をのぞきこむと、蒼刻はめずらしくにんまりと笑った。

「俺と曹将軍は馬を使うが、おまえと筆頭の移動は馬車だ。今からおしゃべりの話題を用意しておくようにな」

「!?」
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　黒こく烏う州東部の、とある城市。

　皇都・常じよう花かで朧ろう月げつが奇妙に忙せわしない一日を迎えている頃──彼女の異い母ぼ兄けいである玄げん静せい心しんもまた、拠点である州都・龍りゆう珠じゆを離れていた。とある用事を済ませた帰り道である。

　刺し史しとはいえ贅ぜい沢たくができるわけではない身の上のため、治安のいい大路に面している点を除けば質素な旅籠をとっていた。別に馬車の中で眠るのでも構かまいはしないのだが、異母妹いもうとに心配されて以来、それは選せん択たく肢しから外はずしている。

　大路に並ぶ店が、夜に使う灯とう籠ろうなどを支度しはじめる頃──

「じゃ、刺史さま、お客さまにちょっと市を案内してきます。夕ゆう餉げ前までには戻りますね」

「ああ」

　静心は短くうなずいて、同行者である「お客さま」の世話に向かうルアンを見送った。

　幽ゆう鬼き院いんと呼ばれる邸やしきから連れてきたのは、異民族の生まれである少年ルアンだけで、あとはこのために雇やとった顔なじみの傭よう兵へいだ。浅黒い肌はだの強こわ面もてだが気のいい頭領以下数名は、今は一階で地元の酒を味わっている頃だろう。

　暗くなる前に目を通しておきたかった書類をあらかた片づけ、肩の力を抜いたとき、扉の外から声をかけられた。

「お客さまに逢いたい、という方がおいでなのですが」

「──わかった」

　この城市で人と逢う予定はないが、仕事上での知人はそれなりにいる。

　その中のだれかかもしれない、と予想して扉を開けた静心は、一瞬動きを止めた。

　立っていたのは予想外の人物だった。

「曹そう緋ひ鷹おう」

「土産みやげも持たずにすまないな」

　とっさに廊ろうに視線を走らせるが、宿の小間使いとおぼしき少年はすでに階段のほうへと行ってしまっている。夕餉の支度で忙しい時間帯なので仕方ない。

　仕方なくないのは、目の前にいる腐くされ縁えんの男だ。

　顔色が悪い。

「病気──いや、けがを？」

「少しな」

　緋鷹はいつものように笑って肩をすくめようとしたらしいが、とたんに痛みが走ったのか顔をしかめる。

　明らかに異様な雰囲気に、さすがの静心もつかのま言葉を失った。

　図ずう体たいがかさばるだけで、野の良ら猫ねこのような男だ。元は放ほう蕩とう息子むすこを自じ称しようしていたような男なので、賭と場ばで喧けん嘩かをした後にふらりと顔を見せにきたこともあった。だが、このような形での訪問は初めてだった。

　警けい戒かいしながらも室内に入れてやり、寝しん台だいに座らせた。

「何があった？　なぜ貴殿がここにいる」

「笑うといい。俺としたことが、ヘマをした」

「詳しい話を聞いた後で、心置きなく貴殿を指さして笑おう。何があった」

　壁にくたりと背を預けてこちらを見る緋鷹は、たっぷりと自じ嘲ちようした。

「おまえの異母妹いもうとにちょっかいを出した罰ばちが当たったかもしれない。俺が今お世話をしている、お忍しのび中のやんごとなき身分の御方にいたぶられた」

「朧月を困らせる者は私が殺す。その程度では許さない」

「……そうだな。そうだったな」

　緋鷹が不自然にこわばらせている左肩を観察すると、血とおぼしき黒いしみが上着ににじんでいた。

　人間そのものを不思議に思いながら、同時にからかっているかのような曹緋鷹の奇妙な笑い方に好感を持ったことはないし、今後もそうはならない。

　しかし野の垂たれ死ねばいいとまでは思えなかったから、静心は自分の荷物を探った。鎮ちん痛つうや血止めの薬くらいは常つねに持参している。

「俺を助けるんだな」

　まるで他ひ人と事ごとのような口調で、緋鷹が言うのが聞こえた。

「勘違いされては困る。私に借りを作るという死ぬほど居心地の悪い状態に、貴殿を置いてやろうというだけだ」

「借り、か。……返せるかな」

　いつも勝手な男らしくない弱さの声に、静心はわけもなく苛いら立だってため息をついた。
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　街道の両側に植えられた夾きよう竹ちく桃とうが、雨に負けず、白や薄紅色をした八や重えの花を次々に咲かせている。

　初夏から夏の終わりまで咲くこの花は風雨にも砂すな埃ぼこりにも強いが、大きく濃こい緑色をした葉がかさばるため、「一いつ幅ぷくの絵を描えがくように」色彩を統一させて造るのが望ましいと言われる庭園には、あまりとり入れられない。主おもに河や道の端を彩いろどる、城市の外の花だ。

　しばらく雨の降る日が続いていたのに、昏こん星せいを目指す旅路は晴天に恵まれ、予定よりも早く進んでいる。

　馬車の席から空を見上げていた朧ろう月げつは、ぽつりとつぶやいた。

「雨雲も見えないし、今日じゅうには昏星につけそうね」

「──煌こう言げんから、晴せい天てん祈き願がんの霊れい符ふを分けてもらったかいがあったな」

「！」

　変な声が出そうなほど驚いた。

　星せい彩さいに話しかけたつもりだったのに、隣席にいた東とう方ほう朔さくから返事があったせいだ。

　窓にもたれていたのを急いで姿勢を正し、小柄な老将軍へと向き直るが。

「来らい将軍が、ですか？　本当に道術に関してはなんでもできてしまう方で──……って」

「また寝ちゃってますね」

　目隠しめいたものを装着し、腕うで組ぐみをして座席に身体を預けた東方朔の姿は、完全に脱力しきっているように見える。

　にもかかわらず、何かあったら即座に覚かく醒せいして動けるのだろうと確信させる鍛たん錬れんを感じさせた。さながら野生の狼おおかみの寝姿だ。

「出発前に『到着まで俺はほとんど寝てる予定だから気を使うこたないぜ』とか仰おつしやってましたけど、ほんとよく寝るおじいちゃんっすね」

「では、さっきのは寝言か？」

　これは峰ほう桜おう。

　今け朝さの朝餉の後に戻ってきた彼は、いつもと同じ淡たん泊ぱくな態度で、朧月に同行することを決めた。本人曰く「どうせ道中は暇だろうから、勉強を進めるぞ。車中で文字を読むと酔よってしまう？　問題ない、私が解説をするから頭に叩きこめばいい」

　あいかわず指導は甘あまくないが、それはいい。

　朧月が気がかりなのは別の点だ。

（なんとなく……お師しさま、考え事をされる時間が長い気がするのよね）

　師し弟ていとなって日は浅いが、異母兄あにと似た部分のある人柄なので、朧月はおそらく峰桜が思っているよりは彼を理解している。頭ではなく、肌の感覚で。

　だから何か抱かかえているなと直感したが、峰桜は確信のないことを話すのを嫌いやがる人だ。そんなところも異母兄あにを思い起こさせる。

（こういう方から話を聞き出すのに、よい手段はあるかしら）

　相手は幽鬼だ。

　峰桜が会話を拒否したいとなれば、一瞬で姿を眩くらませることもできる。

（まあ、たとえそうされても、わたしには幽鬼に対する切り札があるけれど……それはお師さまとの今後の関係のためにも使いたくはないし）

「……考え事をしていたら、わたしも眠くなってまいりました」

「おい」

　師ににらまれた。

「東方将軍も体力を節約なさっておいでですし……」

「それは当たってる」

　車外から蒼そう刻こくの声が届いたので、とっさに顔を振り向ける。

　彼は見慣れた武官の戦せん袍ぽうではなく、麻あさ地じや木も綿めんの地味な旅たび装しよう束ぞくで馬にまたがっている。流りゆう霞かや同行するごく少数の兵士ともども、急な雨が来たらすぐに頭にかぶる部分がついた外がい套とうをはおっていた。

「それ、とは？」

「東方将軍は気き功こうを習得してて、何かそこから独自の寝だめ技術を開発したんだって以前に呂りよ将軍から聞いたことがある。呂将軍も親しん戚せきのアルタン＝カン族から似たような伝統的戦闘技能を教わったが、東方将軍のほうがすげぇそうだ。隙すきあらば寝だめしておくことで徹夜で双璧の護衛をしても集中力を失わないし、いざって時には四十代の頃の身体能力を発揮できるそうだ」

「……大変今さらですが、護花七将軍とは超人変人の集まりなのでしょうか」

「おいこら超人はともかく変人って」

「ほ、褒ほめ言葉ですよ？　元気で型破りな方が活かつ躍やくされているという」

「そうだろうとは思ったが、おまえが変人枠に俺を入れてるのは気になるぞ」

「ときに来将軍の晴天祈願の霊符とはすごいものですね」

「露ろ骨こつに話をそらすな」

「──たしかにな。雨を降らせる術よりも、空を晴らす術のほうがはるかに難しい」

　二人の不毛なやりとりを断ち切ったのは、峰桜のため息まじりの声だ。

「そういえば君への指導ではその部分は飛ばしていたな。君の異能とはひとまず関係が薄そうだったからだが」

　助け舟かと思いきや、目が合うと「君たちの痴ち話わは聞くに耐えん」と無む慈じ悲ひに言われてしまった。

　気まずげに首を縮めたところで、穏やかでよく通る女性の声が響いた。

「楽しそうなお話を邪魔してしまいますけれど──そろそろ現場ですよ」

　流霞だ。

　ほとんど同時に対面の席で、東方朔がゆっくりと目を開けた。半覚醒の状態でもとたんに威圧感が増す。

「恵みの雨でも洗い流されず、か」

「え」

「血のにおい、死のにおいってことだ。おまえさんのように上等な目はないが、俺もそれだけはわかる。ああ、あとは各地の銘めい茶ちやの香りもな」

　塩味のする冗句を飛ばしているが、東方朔の目は笑っていない。馬車が街道の端に止められると、彼はすぐに外に出た。

（兵士の皆さんを無慈悲に殺した悪党に、憤いきどおっておいでだ）

　出発前に蒼刻に言われたとおり、東方朔がときどき目覚める時間には、朧月は彼との会話に努力していた。以前に一度茶をふるまわれたときに感じたとおり、やんちゃに感じるほど率直な人柄の好こう々こう爺やといった物腰だった。

　が、今見送った後ろ姿は、静かに怒れる武人である。

（悪党の末路は……想像するまでもないか）

「朧月」

　師の声で、視線を上げる。

　峰桜は、彼女の目の前でゆるく腕組みをしていた。

「君は行かないのか」

「……少し試したいことがあるので、先に外に出てみていただけますか？」

「？」

　訝いぶかるように眉まゆ根ねを寄せたが、峰桜は不ふ肖しようの弟子の「試したいこと」が何に関わるのかを察したらしい。

　彼が外に出るのを確認してから、朧月は目を閉じた。慣れた師の霊力の気配を追う。

　まぶたの裏の闇やみに、断片的な映像が浮かんでは消えるのを、静かに受け容いれて──

（つかまえた）

　集中力を高めるよう軽くこめかみに当てていた指先に、思わず力がこもる。

　濃い赤茶色の街道、路ろ傍ぼうの可か憐れんな花、現場らしき一角に集まる人々。──彼女は目を閉じたまま、外の晴れた風景を見ていた。

　より正確に言うと、峰桜の視界を間借りしている状態だ。彼の見ているものが、朧月の双そう界かいの瞳に時間差なしに送り届けられる。

　満足して朧月が目を開けると、星彩がおふざけのない口調で訊ねてきた。

「うまくいきました？　朧月ちゃん」

「ええ。星彩の視界を借りたときのほうが簡単だったけれど、お師さまでもいけそう」

「──何がだ？」

　という声が、馬車の扉を開ける音とともに飛びこんできた。蒼刻だ。

　道士・螢けい火かの導きによって開花した異能のひとつらしいと説明すると、彼の青く燃える瞳には警けい戒かいするような光がよぎった。

「幽鬼が見ているものを盗み見できるってことか。しかも、おまえの意思で」

「はい。以前より何かの拍ひよう子しに幽鬼が見た映像を受けとってしまうことはありましたが、今はだれの視界を借りたいか、自分で選べるようになりました。ただ、星彩やお師さまのように日頃から慣れている幽鬼とは簡単につなげますが、それ以外だと時間がかかるようです。猫や動物の幽鬼の視界も、ちょっとまだ調整が難しいですね……」

「もしかして皇宮で猫を保護してたのは、実験のついでか？」

「あ、それは九割趣味です」

「ほぼ趣味かよ」

　硬くなりかけていた空気が一気に崩れた。

「使いようによっては、おもしろい情報収集ができそうだな」

「はい。わたしは室内から一歩も動かずして、お外のことが見られるのです。引きこもり暮らしがはかどりそうですね」

「表に出ろ珍獣」

「そ、蒼刻さん言い方がちょっと怖こわいです……！」

　棚にもぐりこんだ猫ねこの子でもつまみ出すかのように、馬車から出された。

　結局は自分の目で見るのが一番確実だし観察もしやすいのはわかっていたが、陽光のまぶしさでもう疲れた気分になる。

　早く済ませて馬車に戻ろう、とひそかに決意しながら、朧月は星彩が持ってきてくれた被ひ布ふを頭からかぶった。

　あたりを見回す。

「……蒼刻さん、現場はどのあたりなのでしょう？」

「曹そう将軍たちが冥めい福ふくを祈るための花を置いたところから、あそこの行商風の藍あい色いろの上着を着た兵士が立ってるところまでだ」

　黒こく烏う州ではさまざまな花から採とる蜂はち蜜みつの生産が盛さかんだが、このあたりでも養よう蜂ほうを副業の一つにしているらしく、花野の片隅に巣箱がたくさん置かれていた。

（花守さんもお元気かしら）

　口には出さないが蒼刻も気にかけている様子だったし、この案件が解決したら、様子を知れないものかと思う。

「もう戦闘の痕こん跡せきなどは片づけられているのですね」

「事件の後に強い雨が降ったし、もともと往おう来らいの多い街道だからな。それでも俺なんかは血の気配を感じるが、おまえはどうだ？」

　一行がわざわざ足を止めたのは、国軍の同どう胞ほうの冥福を祈るためだが──

　しばし黙もく禱とうした後で、朧月は違和感に眉まゆ尻じりを下げた。

「……蒼刻さん、このあたりには幽鬼がまったくいません。不自然なほどに」

「不自然？」

　蒼刻が目をぱちくりさせた。

「おまえと違って、俺には存在感の希薄な幽鬼は視えないんだが、このへんで亡なくなった農家の人間の幽鬼みたいなのもいないってことか？」

「そういうことです。旅人もたくさん行き交かう街道ですゆえ、普通は数人くらいは彷徨さまよっている環境のはずなのですが……どうしたことでしょう」

　朧月は首をひねった。

　峰桜が言う。

「幽鬼避けや魔ま除よけの護符で結界を張られているわけでもないのに謎なぞだな」

「はい」

　釈しやく然ぜんとしない朧月はつかのま目を閉じると、再び開き、双界の瞳を凝こらした。

　翡ひ翠すいの瞳にぼんやりと集まる微熱。

　蜘く蛛もが糸を広げるように、己おのれの感覚を広げるのを意識して、もう一度あたりを観察し直してみる。自分は抜けているから、見落としがあったかもしれない。

（……やはり、だれもいない。どうして？）

　殺害された兵士の幽鬼から有力な証言を引き出せるかと思っていたのに、あてが外れただけでなく、目撃者も見当たらない。

　まるで骨さえ乾ききった不毛の荒野のように、街道は朧月にとっては異様なほど気配がなく閑かん散さんとしていた。
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　昏こん星せい城じよう市しは大きく変わったようには見えなかった。

　百ひやつ花か神しん仙せんの神話と並行して、董とう奉ほう真しん君くんという仙せん人にんを大切に祀まつっているのがこの城市の特色だ。鳥を自みずからの象しよう徴ちよう物ぶつとした彼かの人は、かつて城市の発展に貢こう献けんしたのだという。

「大昔は、百花神仙や天地を祀るのは皇帝のみの特権だった。その土地ごとの聖者や神しん霊れいを大々的に祀るのはその名な残ごりだ」

　と、師しが教えてくれた。

　夕刻。旅籠はたごに着いて馬車を降りた朧ろう月げつは、拍ひよう子し抜けしたようにつぶやいた。

「……普通、ですね」

「襲しゆう撃げき事件のことは、城市の住人には伏せてあるしな」

　荷物を軽々と運びながら、蒼そう刻こく。

　以前に朧月たちが訪れたときは独特の祝祭が行われており、また黄こう魔まの悪趣味な意い図とがそこかしこに絡からんでいたせいか、なんとなく翳かげりのある印象を受けていた。が、今はありふれた穏おだやかささえ感じる。

「国軍が見張っている……ような状態なのですよね？」

「皇こう都とから役人も来てる。仕方のないことだがあの事件の後、城市そのものが動揺して、治安が不安定になったからな。住民の自治にまかせられるようになるには、たぶんもうしばらくかかる」

（……まあ、わたしにとっては、国軍の方がいたほうが安心できるのだけれど）

　知り合いの親しん戚せきの友人の地元に来た、くらいの漠ばく然ぜんとした安心感にはつながる。引きこもりの身には救いだ。

　──旅籠はもちろん、抱ほう琴きんの両親が営いとなんでいたものではない。庭の片隅で少年少女の初恋が紡つむがれていた旅籠は、今は菜館に改装されていた。

　今回泊まるのは、以前よりも上等な宿だ。

　瀟しよう洒しやに整えられた庭園には、四あず阿まやはもちろん小さな噴水まである。

　二、三階は泊まり用の部屋だが、一階は茶さ楼ろう。楽の演奏などができる小さな舞台を持つ立派なものだ。

「あ」

　部屋に着いてひと息ついたところで、ようやくそのことに思い至いたり、朧月は長なが椅い子すの上で固まった。

　まったりと堪たん能のうしていた冷茶の碗わんを手にしたまま、気まずげに頭上をうかがう。

「お師さま、あの……ここの城市にはいづらいと思っていたりしますか」

「今さら訊きくのか」

「…………返す言葉もございません」

　気の利きかぬ弟で子しが首をちぢめると、峰ほう桜おうはあきれたように言った。

「厭いや味みを言ったのは私だが、そう馬ば鹿か正直にへこむな。君に余計な気を揉もませるのが面倒だから、何も感じていないという態度を貫いていたのは私の勝手だ。加えてその件については、すでにそこの二人からもさんざん気を使われている」

　そこの二人、というのは、端は切ぎれを編あみ上げたとおぼしき敷物の上でのんびりと休きゆう憩けいしている星せい彩さいと白びやつ虎こだ。

　自分のことで手一杯な朧月とは違い、彼らはさすがに機き微びに聡さとい。

　師がゆっくりと腕うで組ぐみをして、窓の外を見やった。

「それよりも、君には役目があるはずだ。呼吸が落ち着いたら始めてみよう」

「──はい」

　うなずく。

　現場である街道には、朧月でなくてはつかめない手がかり──幽鬼は見当たらなかった。いないものをどうこうする力までは朧月にはない。

　はぶりのいい武器商人とその関係者に変装した東とう方ほう朔さく・曹そう流りゆう霞かそして蒼刻は、すでに城市に出ている。万ばん里りも彼だけの情報網もうから、襲撃事件につながりそうな材料を拾ってくると言って出かけた。

　今この宿には朧月たちと、傭よう兵へいらしく変装した護ご衛えいの兵士が残るのみだ。

「はい、城市の見とり図ですよう」

「こっちは昏星の周辺の地図じゃ」

　星彩と白虎の声。

　そうして窓辺の敷物の上に広げられたのは、将軍たちに借りた二枚の大ぶりな羊よう皮ひ紙し。

　そして朧月の手元には、旅籠で借りた琴ことと、筆記具。

　耳になじむ音がある方が集中しやすくなるだろう、という峰桜の助言による。

「始めます」

　周りにというよりは、自分に命じる口く調ちようで朧月はつぶやき、目を伏せる。指先で慎しん重ちように琴を奏かなでた。

　亡なき母に手ほどきされたごく初歩的な曲を奏でていく。単調だが穏やかな旋せん律りつで自分の気をなだめながら、弓をぎりぎりと引き絞しぼっていくような心地ここちでまぶたを閉じ──

（……いた）

　幽ゆう鬼きの気配。

　旅籠の前ですでに、ああ、あの人は……という人影をいくつか見つけていた。

　茶の量はかり売りを専門とする店のそばにいた幽鬼の視界を、ためしに借りてみる。朧月の視界にも、安売りされている茶器が映った。

（感度は良好）

　では次に──と、その幽鬼の近くにいた、別の幽鬼の視界へと移る。こちらは大路を行き交かう人波をぼんやりと眺ながめている。

　そうして次々と別の幽鬼の視界へと渡り歩き、徐々に今いる場所から遠い幽鬼の気配をつかまえていく。今のところ別に胡う散さんくさいものは見えないが、普段と違うものが見つかれば、事件の手がかりになるかもしれない──

（……あら？）

　朧月は、とある幽鬼の視界にとっさに留とどまった。

　今のは。

（ラーサ法族の伝統衣い裳しようが、ちらっと見えた気がする）

　ラーサ法族とは、黒こく烏う州西部の山岳地帯に住む少数民族だ。故郷の幽ゆう鬼き院いんにも、ラーサ法族の少年が住みこんでいるため、神しん華か国のものとは異なる裁断や刺し繡しゆうをした伝統衣裳は見慣れている。

（別にラーサ法族がこの城市にいてはいけない、ということはないのだけれど……）

　何かが引っかかる。

　が。

　──ぼうん、という異質な音。

　直後に左手を打ち据すえられたみたいな痛みに、はっと目を開けた。

「あ」

　幻げん視しが途と絶だえてしまったこと以上に、手元の琴の弦げんが一本、見事に切れていることに青ざめた。

　あわてて糸の様子を確かめて張り直そうとするのを、峰桜が止める。

「たしか舞台でも使うものだったな？　下へ手たに応急処置をするよりも、旅籠の者に素直に話して、職人に張り直してもらったほうがいいだろう。素しろ人うとでは高い音が濁にごるような張り方になってしまいやすい」

　思ってもみない人からの指摘に、朧月は目をまるくした。

「お師さまも、琴の経験がおありなのですか？」

「多少な。君が今したように、意識を集中させる鍛たん錬れんに用もちいた程度だが。──では、続きをする前に旅籠の主人に謝しや罪ざいに行くぞ」

「う」

　蒼刻は出かけているので、一人で、である。とっさに気き後おくれした。

　張さんは隠いん形ぎようの護ご符ふで姿を隠してこっそりこの部屋に入っているため、人目にはさらせないし、そうでなくとも白虎を連れて謝罪に行くのは言ごん語ご道どう断だんだ。相手を無む駄だに圧あつ迫ぱくするだけだ。

　ふと目が合うと、星彩はうんうんとうなずいた。

「武官さんはいないけど、がんばりましょ？　あたしと道士さんが憑ついていきますし」

「私は君が粗そ相そうをしたら、すぐに駄目出しをしてやる。一人で謝罪もできないようでは弟子失格、いや人間失格だ」

「それはもう、だいぶ昔から失格なのですが……──はい。行って参ります」

　謝罪そのものはしたいので、朧月は琴を抱えて、なるべく人目につかないようこそこそと下の階に下りた。

　以前に弦を張り直したときから何年も経たっているので、きっと寿じゆ命みようだったのだろう──と、旅籠の主人は怒るどころか納なつ得とくした様子だったため、ほっとした。

　それでも一応心づけとして多少の金を渡してから、改めて部屋に戻ろうとしたときに、蒼刻が戻ってきた。ちょっと意外そうに目をまるくされる。

　事情を説明すると彼はなるほどとうなずき、朧月を先に部屋へと返した。しばらくして彼も戻ってくる。

「頭にでも載せとけ」

　無む造ぞう作さに渡されたのは、冷えた井戸水で濡ぬらした布だ。

　きょとんとして彼を見上げると、具足の紐ひもをいったんほどきながら蒼刻は言った。

「自覚ないのか」

「はい？」

「疲れた顔色になってる。双そう界かいの瞳で何かしてたんだな？」

　お見通しか。朧月は「はい」と素直に白状した。

「言われてみれば少し、目の奥が腫はれぼったい気もしますが、これくらいなら」

「目は大事にしろ」

「……はい」

　己おのれの眼がん帯たいを指さして皮肉っぽく微笑ほほえまれてしまえば、朧月はうなずくだけだ。

　右目に呪じゆ詛そを受けたせいで何日も苦しんだ経験のある蒼刻に言われると、重たいくらいの説得力がある。

　布を小さくたたみ、まぶたに当てると、頭の中まですっと涼すずしくなった。

「このまま眠れそうですね……」

「まだ起きとけ。湯で温めた布がいいなら、下で頼んでみるが」

「いえ、今はこれだけで十分そうです。……蒼刻さんは、引きこもりのお守りなどしていてよいのですか？」

「本当なら俺が東方将軍や曹将軍の手足となって動く予定だったんだがな。御お二ふた方かたともやたら張り切ってて、俺はおまえの様子を見に戻された。──で？　双界の瞳で何してたんだ？」

「まだ実験段階、というところなのですが……」

　もう少し手ごたえか成果を得てから報告したいところだったが、蒼刻は大事な人であると同時に、この手の事件では相棒のような存在だ。

　ひととおり聞き終えた蒼刻は、ものすごく簡かん潔けつにまとめた。

「なるほど。のぞき見し放題ってことか」

「……蒼刻さん、なにやら悲しくなってくるのでもう少し表現を抑えていただけないでしょうか……。それに『し放題』というわけではなく、幽鬼がどこを見るか操ったりできるわけではないのです。今も、たいしたことはわかりませんでした。三つ先の街区で今宵こよい、秘密の逢あい引きを約束している殿方二人がいたくらいでしょうか」

「ちょっとした噂うわさ話ばなしの種になる程度だな──……いや待て、男同士って言ったか？」

「はい。あ、あと、隣の大路にいる褐かつ色しよくの肌はだに稲いな妻ずまの刺いれ青ずみの男はスリでした。まだ仕事中だと思いますが……いかがいたしましょう？」

「それは早く言え。自警団に捕つかまえてもらおう」

　ちょうどそこで茶と菓か子しを持ってきてくれた兵士の一人に事情を話して、自警団の拠きよ点てんへと走らせた。

「だれにも気づかれずに、いろんな犯罪の場面を押さえられるのは便利かもな」

「蒼刻さんのほうは、何か成果はありましたか？」

「事件の詳しい話は聞けた」

　朧月はこれだけは手て際ぎわよく茶を淹いれて、蒼刻に渡した。

「事件の直後に大急ぎで昏星に飛ばされた国軍関係者が、殺害された兵士を埋まい葬そうする前に骸むくろをよく調べたそうだ。輸送隊を襲撃したのは、かなりの腕の持ち主ぬしで、おそらく特徴的な武器を使っていたらしい」

「特徴的というと──火薬を使うような飛び道具か？」

「それとも鈍どん器きっすか」

　張さんと星彩が興味深そうに話に加わってくる。二人とも生前にそういった分野に関係していたせいだろう。

「槍やりみたいに長い柄えの先に、斧おのと槍の両方の特徴を組み合わせた刃やいばをつけた武器、といったらわかるか？」

　ん？　と朧月は首をひねった。

「似たような武器を『肉にく球きゆう三さん国ごく志し』の挿そう画がで見た気がします。もふもふ武将が持つには異様な迫はく力りよくがあったので、絵の感じだけは覚えているのですが……」

「あれもふもふ武将の姿はめちゃくちゃ可か愛わいいし、流血とかは絶対描かないのに、武器とか戦場の描びよう写しやがやたら生なま々なましいんだよな。そこがいいとか言ってるやつもいたけど──って、話がそれたな」

　蒼刻が咳せき払ばらいする。

「おまえの記憶はだいたい正しいぞ。三国時代の武将も使ってた。主おもに『飛ひ将しよう』呂りよ布ふ奉ほう先せんとその部下だな。──襲撃者の武器はおそらく方ほう天てん戟げきと呼ばれるものか、それに似た形の刃を持った武器らしい」

「また特異な凶器だのう」

　悪お寒かんでもするかのようにまるい耳を小こ刻きざみに動かしながら、張さんがうなる。

「……扱いが難しいから遣つかい手も多くはないし、特定してくれと言っているようなものではないか？」

　白虎の懸け念ねんしているところを察して、朧月も表情を曇くもらせた。

「わたしの記憶が正しければ、呂りよ将軍が得意とされる武器ではありませんか？」

「一応な。あの人が戦場に出てもたいてい弓と短刀と拳こぶしだけで事が終わるし、『矢が尽つきたら斃たおした兵士の武器を使うのが一番安上がり』っていう無茶を素でやらかすから、実際に使ったことはあんまりねぇけど。それに襲撃事件のとき呂将軍は皇こう宮きゆうにいたのが確定してるから、嫌けん疑ぎすらかからないはずだ」

「では、呂将軍を陥おとしいれるための陰いん謀ぼう、ということではないのですね」

　少しだけ安心する。それは呂不ふ幻げんを素直に尊敬している蒼刻も、同じらしかった。

「そもそも」

「──待て」

　と、張さんが肉球を見せて制した。それで一拍遅れて気づく。

　廊ろうが──否いな、下の階か旅籠の外がやけに騒がしい。

　いち早く様子を見に出ていた星彩が、壁をすり抜けて戻ってきた。好奇心が紫むらさき水ずい晶しようの瞳を煌きらめかせる。

「なぁんか、下の茶楼で派は手でな揉もめごとがあったみたいっすよ？」
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　一階の茶楼は、あちこちの卓たくや椅い子すが倒れ、水すい盤ばんの花が散り、あるまじき喧けん騒そうと剣けん吞のんとした空気に満ちていた。出口には野や次じ馬うまらしき人間が壁のように群がっていて、ときどき怒ど号ごうが聞こえる。

「け、喧けん嘩かでしょうか？」

「酒しゆ楼ろうじゃあるまいし、そんな──」

「──知らんのか？　ここの茶楼は夕方になると、食事と酒を出すんだ。客層も昼の上品な論客から完全に変わっちまう」

　蒼そう刻こくの言葉をさえぎったのは、東とう方ほう朔さくだ。

　声のしたほうを見れば、豪商風の身なりをした老将軍はたった一人、無事な卓で平然と茶を喫きつしている。

　朧ろう月げつは反応に困った。

（一応商人風の変装なのに、雰ふん囲い気きがちっとも堅かた気ぎではないような……）

　バレないか？　と心配になるが、おそらく朧月が彼の正体を知っているからそう考えてしまうだけだろう。普通の人は、護ご花か七しち将しよう軍ぐん筆頭がこんなところで騒ぎの見物などしているわけがないと思うはずだ。

　頭痛がしはじめたかのような表情になって、蒼刻は東方朔のところに行く。

「何があったんですか東方──……じゃなくて、『お祖じ父いさま』」

（そうだったわ）

　とっさに言い直したので、朧月もすっかり失念していた設定を思い出す。

　はぶりのいい武器商人が東方朔で、曹そう流りゆう霞かは彼の後妻。

　蒼刻と朧月は、東方朔の孫夫婦で、万ばん里りは蒼刻の付き人。兵士たちは護衛に雇やとわれた傭よう兵へいである。

「財産をめぐってどろどろしそうな関係っすね！　あたしは無む駄だにわくわくします」

「儂わしは万が一存在がバレたら、愛あい玩がん動物の虎でいこう。密みつ猟りようされた悲劇の白虎じゃ」

　──と、星せい彩さいと張ちようさんが完全に他ひ人と事ごとの顔で笑っていたのはさておき。峰ほう桜おうが冷めた目をしていたのもさておき。

「うちの若奥さまがスリを捕まえた。そうしたら、そいつの親分らしき男が流霞を力ずくで黙だまらせようとしたので、逆に彼女が力ずくで男を制圧した。もうちょっと早く来れば、流霞が筋肉の塊かたまりみてぇな男をかかとの高い靴くつで豪快に踏ふみつけにしてる愉ゆ快かいな絵が見られたのに、残念だったな蒼刻」

　東方朔はおもしろがるでもなく、二杯目を飲み干しながら、さらっと答えた。

　まだ揉めている出口を横目に、蒼刻が独ひとりごちた。

「別にそんな残念ではないですけど。今日はこの城市のスリには厄やく日びだな」

「なんだって？」

「いえ、たいしたことじゃないです東方将軍。それより予定より早いお戻りですが、何かありましたか」

「流霞が戻ったら説明する。──って、自警団への引き渡しは済んだようだな」

　のんきな「お祖父さま」の視線の先を追うと、野次馬たちの人垣がきれいに割れて、流霞が戻ってきた。

　彼女の宝石と真しん紅くで装よそおったいでたちに、度ど肝ぎもを抜かれる。

　星彩もその魅惑的な脚の線などをちらつかせる衣い裳しようを好むが、今の流霞が着ているのはさらに艶つやっぽく挑発的な裁断がなされている。目元をくっきりと際きわ立だたせる化け粧しようといい、さながら美しく危険な獣けものである。

（皇宮でお逢いしたときと違いすぎでは……!?）

　不夜街の歓かん楽らく大おお路じを歩こうというのなら、違和感はないのだが──

　朧月は思わず流霞に質問してしまった。

「流霞さま、その裙くん子ずの丈たけは膝ひざよりも……？」

「ええ。ラーサ法族の女服に影響を受けた、最近流は行やりの型だそうです」

「……納なつ得とくはいたしました」

　黒こく烏う州の実家にも、ラーサ法族の少年がいる。彼が趣味で着る裙子の丈がちょうどこのくらいだ。可か愛わいらしさが強調された彼のものとは違い、流霞のそれは脚きやく線せん美びにぴったり沿うような刺激的な裁断だが。

「これなら裾すそを踏ふんで転ぶことはないんですよ。朧月もいかがですか？」

「え、いや、その…………脚を出す自信がありませぬゆえ」

「慣れれば快感ですよ」

「快感」

　あからさまでとんでもない単語が、曹家の姫君の口から平然と飛び出した。

「こうした界かい隈わいでは定着しつつある衣裳ですが、貴族や年配の方には不評だとか」

　流霞が流したまなざしを受け、東方朔は肩をそびやかした。旦だん那なさまの風格を演じているらしい。

「俺なら称しよう賛さんするね。何を隠そう女の脚線美には弱い」

「性せい癖へきはずっと隠しといてくださいよ」

　幻げん滅めつすべきか、俺の周りはこんな人間ばかりだとあきらめたらいいのか、蒼刻は悩んでいるようだ。困ったように流霞を見る。

「国軍のほかの人たちには、それ見せたことあるんですか？」

　流霞は茶目っけのある動作で、小さく肩をすくめた。

「呂りよ将軍は真顔で『かっこいいな』と。煌こう言げんくんは『おねえさま最高！』と言って抱きついてこようとしたので、丁てい重ちように関節技をキメてあげました」

　蒼刻と朧月はほとんど同時に言った。

「「かっこいいです」」

「ありがとう」

「──で、曹将軍はそんな格かつ好こうでどこに行ってたんですか？」

「この城市に仕事で滞在している傭兵が、好んで出入りするという酒しゆ楼ろうに。賭かけで彼らのお小こ遣づかいを巻き上げつつ、情報を集めてきました」

　なかなか想像を絶ぜつすることを言われたので、朧月も目を白黒させた。

「……流霞さまは演劇を見るだけではなく、演技の練習もしておいでなのですか？」

「お気に入りの傀く儡ぐつ師しの舞台を観るのに、ちょっといかがわしい界かい隈わいの店に行く必要があったんです。さすがに普段の軽武装や曹家の子女らしい装よそおいでは浮いてしまうので、友達に頼んでこの手の衣裳を買い、化粧も教えてもらいました」

「お友達……とは？」

「皇都のとある妓ぎ楼ろうの女主人です。朧月もお化粧だけでもやってみますか？」

「…………」

「真顔で悩んでる場合か」

　化粧というよりは妓楼の女主人と護花七将軍の友情が気になったのだが、どちらにせよたしかに今気にしている場合ではない。







　内密の話なので、続きは「旦那さまと若奥さまの部屋」で行うことになった。

　こちらは「孫夫婦」の部屋の倍近い広さがあり、格こう子し窓まどの文もん様ようはさながら芸術品のようだったが、四よ隅すみに兵士が護衛として貼りついているわ、寝しん台だいの上には無造作に武具が置かれているわで、他人がひと目見ただけで夫婦の寝室ではないのがまるわかりである。

　驚くほど艶あでやかな衣裳のまま、仕草や口調だけは大変事務的なものに切り替えて、流霞が言った。

「悪い話ととても悪い話があります。どちらを先に聞きたいですか？」

「どちらからでも。わかりやすい順でお願いします」

　と、蒼刻。

　流霞は優雅にうなずいた。

「では、とても悪い話から。──煌言が作ってくれた霊符は、襲撃者の手で燃やされてしまったようです。自警団が現場で燃えた後の箱を回収してくれていましたが、中は完全に炭すみでした。多少の汚れや劣れつ化かなら大丈夫ですが、あれではどうにもなりません」

　──空気が固まった。

　兵士の手つきがどうにも危なっかしいので茶を淹れる役を交替していた朧月は、茶ちや壺つぼを手にしたまま思わずつぶやいた。強力な霊符を作るのに、どれほどの時間の集中と手間が必要とされるのかは、道士としては駆かけ出しの彼女にも想像がつく。

「ひどい……」

「ああ、最悪だ。──襲撃者が、輸送隊の運んでいたものが霊符だとわかっていて燃やしたとしたらさらに悪いがな」

　東方朔が今にも舌打ちしそうな苛いら立だちの表情で言う。

　蒼刻が考えながら言った。

「襲撃者が、花か魄はくの封じをわざと邪魔したがっているとしたら、叛はん逆ぎやくを計画していることになる。そういうことですか」

「しかも一いつ騎き当とう千せんの腕利きの戦士を使ってるんだぜ？　ま、こっちも俺をふくめて護花七将軍は一騎当千だから負ける気はしねえが」

「あの……俺はまだ任命はされてないんですが」

「細けえこと言うなよ、おまえも扱いはほとんど護花七将軍と同じだろ。ともかく負ける気はしねえが、叛乱が起こって護花七将軍を投入する事態になるのは厄介だ」

　せっかく温めた茶杯が冷めてしまいそうになり、朧月はあわてて人数分の茶を淹れる。兵士の分も用意したが、余計だったかもしれない。

　己の分の茶杯を手に、蒼刻の陰になる席にこそこそと逃げこむ。そうして茶を口にしたときに流霞が言った。

「ということで、明日は花魄討伐になるかもしれませんね」

　──むせた。

　無ぶ様ざまにむせたのは朧月だけだったが、蒼刻やほかの兵士たちも、この突然の予定変更には驚いた様子である。

「待ってください、ひとまず封印し直すだけじゃないんですか？」

「俺もそのつもりだが、見た目に反してうちの『若奥さま』は意外と身も蓋ふたもない性格なんだよ」

　東方朔のなげやりな言い方。

　艶やかな紅べに色に塗ぬった指で、蒼刻と朧月を順繰りに指さすと、流霞は過激さとは程遠い口調でこう言った。

「幽鬼や花魄に対応した経験のある蒼刻たちが同行しているのですよ。せっかくだから討伐という選せん択たく肢しを選びませんか？」

「せっかくだから、という言葉の使い方が間違ってませんか!?」

「悪い話は、蒼刻が意外と慎重で、乗り気になってくれないことですね。朱しゆう義ぎならわたしについてきてくれるのに」

「あなたの従弟いとこはたぶん──……いや、なんでもないです」

　不満そうにぼやく流霞に、蒼刻はちょっとため息が交じりはじめている。

（蒼刻さんが振り回されている……）

「ま、討伐にしろ封印強化にしろ、明日は花魄の封印地に行くことになる。一応、確認をしとこうか」

　東方朔が、空からにした茶杯を名残なごり惜おしそうに見つめながら言う。

　花を浮かべた水盤まで片づけた方卓の上に、流霞が鋼こう鉄てつ宮きゆうから持参してきたという巻かん子すを広げた。鍵かぎをかけられる丈夫そうな箱におさめられており、雰ふん囲い気きから察するに、積極的に公開できない類たぐいの文書のようだ。

「煌言くんがくれた資料によれば、ここに眠る花魄の名は《鳴めい蛇だ》だそうです」

　奇き怪かいな名に、朧月は思わず反応してしまった。

「鳴くのですか？」

「そのようですね。ここに描かれているのが鳴蛇です」

　蛇へびの身体からだに、四つの翼つばさ。

　青あお錆さび色の巨きよ軀くに比べて、翼は物足りなく感じるほど小さい。

　そこまではわかるのだが──

「…………これはあまり描写が正確ではないのか、描いた方の絵心が実物に追いつかなかったのかどちらなのでしょうか」

「ひらたく『下へ手た』って言っちまえよ」

　なんとか遠回しに言おうとした朧ろう月げつの努力を、蒼そう刻こくがいともたやすくへし折る。

『三階建ての建物よりも大きい』

　大きさが描写されている文章は、非芸術的な絵の右側に。

　そして左側には──

『飛べない。その鳴き声は石琴のような音を奏かなでる』

　という一文で鳴蛇の特徴が記しるされていた。

　…………。

　……………………。

「「それだけ!?」」

　場にいたほぼ全員のつっこみが重なった。

　流霞は大まじめに言う。

「前向きに考えましょう。とりあえず鳴き声を聞いたら死ぬとかいうことはないみたいですよ」

「曹将軍はどこまで前向きなんですか」

「そう言うけどな、蒼刻。さすがに本当に危険とされる花魄には、特徴や扱い方が事細かに書かれてる。鳴蛇についての説明がこれだけということは、図体はでかい以外は、特筆するような部分がないってことだろう」

　東方朔もさしたる動揺を見せず、泰たい然ぜんと髭ひげをしごいているので、うろたえるほうが阿あ呆ほうなのかと思えてくる。

　隠形の護符を首から外はずしていた白虎が、興味ありげに卓上をのぞきこんできた。

「紙と墨すみの香りは新しいもののようだな。これは写本か」

「鼻がきくな張さん」

「こう見えても一応、虎だからのう。さしずめ原本は煌言の保管か」

「そのとおりだが、絵が死ぬほど下手くそなのは写本したやつの腕前が悪いんじゃなく、原本の絵がそもそも絶望的だったってことだけは言っておくぜ」

　東方朔が来らい煌言とその配下を慮おもんぱかるように言うと、流霞はそういえば、と胸元の隠しをごそごそとやりはじめた。流霞は仕事になると、いい意味で色気もそっけもなくなるのだが今回はさすがに目のやり場に困る。

「輸送隊の襲撃者と運悪く出くわしてしまったとき用にと、煌言くんがくれた霊符があります。これで鳴蛇が逃げ出さないようにできるかもしれません」

　今度は蒼刻がむせた。

「来将軍、寝不足のくせにそんなものまで用意してたんですか!?」

「彼、女性には無差別に気前がいいんです。わたしの身を案じて、よくこういうものをくれるので、結構溜たまっています」

（肩たたき券のような扱いをされている気が……）

　来煌言は見返りを求めない──と言えば聞こえはいいが、自分が好きなように好みの女性になつけたらそれで満足して完結できる前向きな人なので、流霞に送った霊符も完全に無料の奉仕なのだろう。

　さすがに蒼刻が同情的に言った。

「俺は来将軍が過労で死なないか、本気で心配になってくるんですが……」

「そうならないよう、双そう璧へきは道士の数を増やす準備をしています。問題は来煌言のようなひと握りの天才を除いて、道士は育成に時間がかかることですね。ある意味、医生よりも学ぶべきことが多いので」

（え）

　本当に？　という疑問をこめて、朧月は反対隣に黙ってたたずんでいた師を見る。

　道術にまつわることがあれば質問したいので、控えてもらっていたのだが、峰桜は非常に冷めた視線をよこしてきた。

「おおむね直感と持ち前の霊力でなんとかしている君と、ほかの一般的で地道な努力家を一緒にするな」

「あら峰桜先生、朧月ちゃんに才能があるんなら素直にそう言ってくださいよう。朧月ちゃんはこう見えても褒ほめられるのに弱いんですから」

　見えないのをいいことに、朧月の頭にもたれかかるようにしていた星彩が口を挟む。

　そうこうしているうちに東方朔が話を締めた。

「つうことで、明日は夜明け前に出発だぞてめえら。そこの未来の護花七将軍、夜よ更ふかしして夫婦ごっこなんかしてんじゃねえぞ」

「「しませんよ!?」」

　が、直後にとんでもない釘くぎをさされたので二人同時に叫んだ。
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　骸むくろを葬ほうむる場所を選ぶ、あるいは作るというのは、重要で難しい仕事だ。

　風水的には、清浄な気が流れこむような場所でなくてはいけない。その気が埋まい葬そうされた骸を護まもり、彼らの魂こん魄ぱくが迷まよわず冥めい府ふに逝いけるようにうながすのだ。

　不ふ慮りよの死を遂とげた幽鬼が、この世に留とどまってしまいがちな原因のひとつには、彼らの骸がこうした適切な地に葬られていないことが挙げられる。

　朧月の頭上で、峰ほう桜おうが淡たん々たんと分ぶん析せきしている。

「君が幽鬼を冥府送りにする力もおそらくは、対象とする幽鬼をとりまく気の流れを浄化するかそれに近い行為だろうな」

「なるほろ……」

「何をふにゃけた声を出しているんだ君は。落馬するぞ」

「……すみません、昨夜は妙に昂こう奮ふんして寝つけなかったのです」

　あくびのついでのように答え、朧ろう月げつは眠い目をこする。

　翌朝。

　容よう赦しやなく叩き起こされて、朧月は城市の外──とある丘おかの調査に同行している。

　今回は馬車ではなく蒼そう刻こくの操る軍馬に同乗する形だが、鞍くらの上という不安感を超えてとにかく眠い。あと数分だけ、ぐっすりと眠りたい。

「万ばん里りさんはまだ旅籠で寝ておいでなのに……」

「あいつは花魄対策では別に役目がないからいいんだよ。襲撃者とおぼしき連中が、昏こん星せいの城市には一切出入りしていなかったとか、情報はちゃんと集めてきたしな」

「……目がしぱしぱして、朝陽がまぶしすぎて、今なら生きている方でも幽鬼と見間違えてしまいそうです」

　いろいろと低下していますよと教えたが無視され、問題の場所──花魄の封印地に連れていかれた。

　以前に皇都の近くに封じられていた花魄は、咲き乱れる花野の下にいたが、鳴めい蛇だも素そ朴ぼくで小さな貴き石せきの粒つぶを思わせる野の花が密集する丘に眠らされている。馬を降ろされた朧月は慎重に歩いて、護ご花か七しち将しよう軍ぐんたちの後に続いていった。

　張ちようさんは機き嫌げんがよさそうだ。

「朝の涼しい風が、儂の毛並みを吹き抜けて心地よいのじゃ」

「盛り上がってどこかに走りださないでくれよ」

　釘をさす蒼刻。

（風景がいいことだけは救いかもしれない──……ッ!?）

　あくびまじりに能天気なことを考えてしまっていた朧月の眠ねむ気けは、その場所を目にした瞬間に消し飛んだ。

「これは……？」

　先行していた流りゆう霞かが戸惑いの声を漏もらしている。

　警戒している様子なので、おそらく彼女たちが凝ぎよう視しする一角に鳴蛇が封じられているのだろう。だが問題はそこではない。

　紙のような顔色になって硬直している朧月に気づき、蒼刻が彼女の肩に手をかけた。

「どうした朧月」

「ッ……蒼刻さんには、あれは見えませんか？」

「幽鬼がいるのか？」

「……おそらく殺害された兵士の皆さんです、が」

　直視をためらう状態だが、幼おさない頃から幽鬼を視ていた経験のおかげで、気を失うまでには至いたらなかった。首が折れたままだったり、血まみれの幽鬼もいたのだ。

　目の前の花野には──

　まるで小石を輪の形に並べる子供の遊びのように、幽鬼がうつぶせになってずらりと並べられていた。商人のような服装だが、どの幽鬼も妙に体格がいいので、変装して輸送隊に参加していた国軍の兵士だと察しがつく。

　それだけでも異様なのに、と朧月は思わず口元を手でおおった。

（だれが、このようなことを）

　何よりも不気味なのは、まち針ばりで布でも固定するような無造作なやり方で、幽鬼たちは刀に胸を穿うがたれて地面に釘づけにされていることだ。流霞たちには刀しか見えないはずだがそれだけでも十分に物々しい。

「あの……」

　朧月はこわごわ、幽鬼の一人に近づいて声をかけた。……ぴくりとも動かない。

（もう声すら出せないんだ）

　余計に胸が悪くなったのは、刀が研とがれた武具ではなく、刃やいばを潰つぶされた儀ぎ式しき用のものだったせいだ。幽鬼が生者のように痛みを感じるモノではないと知っていても、貫かれた感覚を想像してしまう。

　ゆっくりと呼吸をして自分をなだめてから、朧月は再び口を開いた。

「ほとんど存在が消滅しかかっています。……この儀式刀には、おそらく術がかけられているのだと思います。皆さんを冥府に逝かせず、無理やりここに留めておくような残ざん酷こくな拷ごう問もんです」

「それだけではないぞ」

　地面を指先でまさぐりながら、峰桜が言った。抑えた声こわ音ねだが、表情にははっきりと嫌けん悪おがにじみでている。

「この儀式刀を突き刺した地面から……鳴蛇と言ったな？　その花魄の封印された場所に向かって陰の気が流れこんでいる」

「陰の気ということは……──え。まずくはないですか!?」

「これで大丈夫だったら、私はこの状況を笑顔で解説してやったところだ」

「……お師さまの笑顔を今まで一度たりとも見たことがないのですが、それはともかく、もう少し詳しく説明していただけますか？」

　露ろ骨こつに下手に出てみたら、案あんの定じよう、峰桜にあきれ果てたとでも言いたげな目で見られてしまった。

「わからないのか？　君に読ませた書物と教えた内容で推測できるはずだろう」

「なんとなくはわかるのですが、わたしの説明能力では、蒼刻さんたちに上手じようずな解説ができそうにないので……」

　と、朧月は連れを振り返った。蒼刻はもちろん星彩と白虎まで「？」という顔で峰桜を見ている。

　峰桜の半なかば閉じた琥こ珀はく色の瞳にどんよりとした翳かげりが生じた。

「ほかはともかく、おまえまで何を言っているんだ張ちよう燕えん博ぱく」

「ボケたのやもしれませんな」

「黄色い顔料をかけて、ただの虎にしてやりたくなるな。……まあ、今回だけは許そう」

　根はすぎるほどまじめな道士である。この状況を解決するのが先だと判断したらしく、峰桜はさっくりと説明してくれた。

「頭が豆とう腐ふの弟子が見立てたとおり、この刀はそれ自体が呪じゆ詛そだ。兵士たちの幽鬼はここに無理やりつなぎとめられた結果、陰の気を生む根源となり、その気はすべて一か所に流れつくようにされている。円の中心──つまり、花魄の眠っている場所だ。このままでは、早そう晩ばん、花魄は封じを解とくだろう。そして十中八九、ひどく暴れるだろう」

　首をひねった蒼刻が、訊ききにくそうに質問した。

「俺もこんなことしくさったやつは許せないが──これは、生いけ贄にえとは違うのか。生贄で封印を強めることもあるんだろう？」

「全然違う。ヒトの生命力を封印の強化に利用したいのなら、生贄には苦痛を与えてはいけない。気が澱よどむ一因になる」

　末尾に「──と、道術に詳しいわたしの守護幽鬼が申しております」という一文をつけて、曹流霞たちにも峰桜の話を伝えた直後のことだ。

　ぶつり、と錆さびた鎖くさりが千ち切ぎれる音を聴いた気がした。

　と同時に足元の地面が、ぞわぞわと鳴動した。

「東方将軍、下がっていてください！」

「張さん、朧月を！」

　流霞がただちに腰の二刀一対の得え物ものに、蒼刻も愛刀に手をかけて叫ぶ。同行した兵士もあわてて彼らに従った。

　彼らが敢かん然ぜんと切っ先を向けた先で地面が割れ、まず蛇へびらしく菱ひし形がたをした頭部が、続いて長い胴どう体たいがずるりと抜け出した。胴はかなり長いらしく全容がなかなか出てこないが、蝙こう蝠もりの翼らしきモノがその背に生はえているのは見えた。

　鳴蛇。攻撃の意図をのぞけばほかの感情が一切ない金色の双そう眸ぼうが、自みずからをとり囲んでいる人間たちを睥へい睨げいする。直後、威い嚇かくするかのように口を大きく割って鳴いた。

　──!!

　嵐あらしの中で無数の金属片が擦こすり合わされているかのような鳴き声を撒まき散らしながら、鳴蛇はおもむろに身体をくねらせた。ただそれだけでも兵士が弾はじき飛ばされそうになり、流霞と蒼刻が兵士を護るべく、二人で肩を並べてかばう。

　また、鳴蛇が鳴く。不協和音。

（……こ、これのどこが石琴の音ね色いろ!?）

　耳をふさいで苦痛に顔をゆがめながら、朧月は目だけは必死に凝こらした。

　なるほど。──全然そのような美しい鳴き声ではないのは、急速にそして無理やりそそぎこまれた陰の気のせいらしい。双界の瞳には鳴蛇は漆しつ黒こくの外がい殻かくはおろか、臓ぞう腑ふまで陰の気で完全にどす黒く汚染されているのがわかった。

　おそろしい怪物だ。

　が、無駄に痛めつけられているのは気の毒に思える。

（兵士の幽鬼を長く苦しめて、眠っていた花魄を汚染でのたうち回らせて──『見えざる軍団』には、人間の情というものはないの？）

　あの少年。

　皇宮で悪夢のように忽こつ然ぜんと現れて去った、黒髪と翡翠の瞳を持った少年。

　彼の高貴だが冷淡そうな面つら構がまえが、ふいに頭をよぎる。朧月によくわからない絡からみ方をしてきたことも。

（あの人が悪い夢ではなかったとしたら……）

　確証のないことは言いたくないが、不安は先走る。

　しかし今の問題は、鳴蛇だ。蒼刻と流霞が連れん携けいでもって鳴蛇の翼をまず削そぎ落としていった。遠くに逃がさないためだ。

　そのとき、花魄が急にびくんと動きを止めた。

　──ぞんッ！

　斬きるというよりも、横殴りに叩き潰すような重量感のある一撃が、鳴蛇の顎あごのすぐ下あたり──人間でいえば喉のど仏ぼとけのところに刻まれたのだ。驚いたように金色の目を見開いたまま鳴蛇の首が、ずずりと横にズレた。

　そして巨大な首が呆あつ気けなく落下する。

　一瞬にして汚染された苦しみから解放された花魄の首が、蒼刻たちの目の前に音を立てて落ちた。兵士たちもいっせいにそれに目を奪われる中、朧月は一人、鳴蛇の後ろに陽炎かげろうのように現れた人影を凝視していた。

（あの人は──）

　むせ返りそうなほど大量に舞い散る花びらの向こうに、長身の人影があった。

　朧月はそれがだれか気づき、はっと息を吞む。

「よう兄きよう弟だい。髪型変えたか？」

「あんた……」

　その人物に呼びかけられた蒼刻は、衝撃のあまり途中で絶句していた。

　劉りゆう戴たい青せい。

　蒼刻の実の兄であり、鬼き畜ちくに等しいほど厳しい師し匠しようであった男が、そこにいたのだ。

　無数の花びらと化していく鳴蛇の骸を前にして、非常に晴れやかな笑顔で。
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　何年ぶりの再会か。

　──などと考えをめぐらせるよりも先に、蒼そう刻こくは抜ばつ刀とうしていた。

「そ、蒼刻さん!?」

　身内の喧けん嘩かを望まない引きこもり公主さまの悲鳴が聞こえたが、今ばかりは振り返ってやれない。

　一気に距離を詰めつつ思いっきり横に薙ないだ攻撃が、戴たい青せいが鞘さやから抜いてもいない長刀によってたやすく防がれるのは予想の範囲。すかさず刃を引いて兄の懐ふところに突っ込み、柄え頭がしらでみぞおちを抉えぐれるほど殴ろうとしたのを、掌しよう底ていでそらされるのも計算のうち。

　本命は次の頭ず突つきだ。ためらいなく戴青の顎あごを下から──

　頭ず蓋がいの一番硬いところで打ち据えてやろうとしたところで、初めて戴青が反撃らしい反撃に転じた。いびつな長刀を抜き払う、その勢いで蒼刻の胸に肘ひじ打うちを叩きこもうとしてくる。それを寸前で身をよじってかわし、再び間合いを開いたら、後は真剣同士の刃の打ち合いとなった。

　一合、二合、三合──斬り結ぶ。蒼刻の攻撃は、鏡に映したようにそれを予測して振るわれた憎にくたらしい兄の刃にぶつかっては火花を散らす。

　血のたぎる攻防の、終幕はしかし突然だった。

「──いい加減にやめろ、この馬ば鹿か兄弟が！」

　東とう方ほう朔さくの一いつ喝かつ。

　彼の小柄な体格を忘れさせるほどの大音量に、叱しかりつけられた劉家の兄弟だけでなく、少し離れたところで固唾かたずを吞のんでいた朧月までもがとっさに耳をふさいでいた。

「ったく、手前てめえはあいかわらずクソガキだな」

「そういうあんたは、あいかわらず歳を感じさせないな。長生きしそうで何よりだ。健康長寿を祈いのる土産みやげ物ものもいらなさそうだ」

　まるで出来の悪い孫のように老将にこき下ろされたのに、劉戴青はどこか楽しげに見えてしまう。

「──で、兄弟」

　戴青がこちらを振り返る。

　戦いの真っ最中でも決して絶たやさぬ、余裕ありげで腹立たしい笑みではなく、どこか少年じみた表情だ。

「三の太た刀ちに攻めっ気が足りなかったな。おまえなりのやさしさか？　兄弟」

「一合目であんたが本気じゃないと気づいて萎なえただけだ」

　つっけんどんに答え、蒼刻は刃を鞘に収めた。殺す前にぜひとも聞きたいことが山ほどある。

「久しぶりだ。少し戦い方が変わったな」

「鈍にぶったか？　昔俺を鍛きたえてたときは、あんたの殺気は本物だったぞ」

「言ったことないか？　俺は手加減が嫌いだ。目の前の敵に対して、常に最高のすばらしい戦いをすることだけ考えてるって」

「聞いた覚えないし最高のすばらしい戦いとやらの意味がわかんねぇし」

「照れずに言うなら、だれかのためになる戦いってやつだ。俺の筋肉はすげーんだぜ俺を見ろって吼ほえてるだけの戦いには意味を感じない」

「あんたは違うって言うのか」

「俺はそもそも義務だからな」

「は？」

　自由奔ほん放ぽうが服を着て歩いているような男が何を言うのかと、本気で意味がわからず眉まゆをひそめるが、戴青の表情には噓うそを感じなかった。

（実は常にだれかのために戦ってきたとでも言うのか？　この外げ道どうが）

　……ちらりと頭をよぎったのは、この兄は是ぜ空くうのように己が生きる幸福を感じるためだけに戦いを求める者をどう思うのか？　相あい容いれないのか？　という疑問だった。なぜだか嫌な方向に意気投合しそうに思えてならず、想像をさっさと頭から追い出す。

「…………」

　あちこちの民族衣裳を無秩序に組み合わせたようにしか見えない戴青の旅装束を、上から下まで眺める。

　元気そうだな、とかなんとか好意的なことは、口が裂けても言いたくない。

「最近は斬ざん新しんなお洒落しやれに凝ってんのか？」

「国軍の戦袍だけで戦場でも皇宮でも結婚式でも行っちまえるおまえとは違って、俺は服でも自分を表現しなきゃ気が済まないんだ。ちょっと背が伸びたか？」

「そのうちあんたを追い越して踏み潰してやる」

「自分よりでっかい生き物を叩っ斬るのは俺の特技だぜ？」

　口をつぐんでにらみつけてやれば、戴青はそれを黙だまって受け止める。

　最終的に、蒼刻はため息をついた。武官としての仕事の最中だ、もともと戦意はそこまで高くない。

「今の俺が戦っても敵かなわない相手はあんただけじゃないし、あんたとの勝負にこだわってもいい余裕は精神的にも時間的にもない。なんの用だ」

「おまえの仕事を手伝ってやろうと思って」

　…………。

　……………………。

　…………………………手伝う？

「あんた天変地異の前ぶれを告げに来たのか」

「なんだよ、俺がおまえを手伝ったらおかしいか？　強い男になる手伝いは死ぬほどしてやっただろ」

「同時に何度も死にかけたのはどうしてくれんだ」

「だが生きてる」

　だったら、おまえの勝ちだ。そんなことを戴青は平然と言う。

「人間は大きく分けると二種類だ。上からひどい目にあって殴られ叩かれて弱くなっちまって最後には壊れるやつと、殴られれば殴られるほど強くなるやつだ。おまえは後者だ、喜べ。まあ、俺がその素質を開花させてやったんだけどな！」

「なんつうか今あんたに対して言いたいことを一番短くまとめると──『帰れ』、だな」

「俺とおまえの帰る家は一緒だぜ？」

「…………」

「今、真剣に黒こく烏う州に婿むこ入いりしたいとか考えただろ」

「あっちの毒舌小こ姑じゆうととどうしようもない兄貴のどっちがマシか検討はした」

「そういや、おまえの嫁よめの親戚には逢ったことなかったな。ちょうど黒烏州にいることだし、どうも未来の義ぎ兄きよう弟だいですってごあいさつしてくるか」

「やめろ」

　これ以上ないほどの本気で蒼刻はぶった切った。

　武術の手ほどきを始められて以来、戴青には鬼き畜ちくと外道の満まん漢かん全ぜん席せきのようなことをされた記憶しかないが、それは人生で最大の嫌がらせである。

　そのとき腹が立つほどにやけていた戴青が、はっとした様子で目をみはった。

「流りゆう霞か」

「朧ろう月げつ──と、曹そう将軍」

　朧月を連れて、曹流霞がこちらに近づいてきている。

　次に何をどうするべきか迷い、しかし兄弟喧嘩をしているべきではないのは確定しているため蒼刻も刀の柄から手を離す。

　戸惑う蒼刻を差し置いて、流霞はまっすぐに戴青の目の前までやってきた。そして見み惚とれるほど完かん璧ぺきな笑顔を浮かべてみせる。

「久しぶりですね、戴青」

「ああ。おまえも元気そうで何よりだ」

　女性としては長身の彼女よりも、戴青はさらに上うわ背ぜいがある。

　が、そんな体格差を意識すらしていないかのように、流霞は笑顔のまま手を伸ばし──

「──痛ッ!?」

　問答無用で、戴青の耳をつねり上げた。

　さほど力をこめたようには見えないが、彼女は何か拷問的なツボでも刺激しているようで、戴青が冗じよう談だん抜きで顔をしかめている。蒼刻をしごいて手合わせをしていたときも見せたことがない表情だ。

「待て、何を怒ってるんだ流霞」

「あなたが。──わたしの獲え物ものを横どりにするような真似をしたからです」

　あなたが、というところを下手な男ならすっかり縮み上がるほど鋭するどい切れ味の口調で強調しながら、流霞は手を離そうとしない。
















「それと、ほかにもいろいろと。身に覚えはありますね？　戴青」

「…………」

　反論できずに黙る兄というのも、蒼刻は初めて見た。

　驚きすぎて絶句している蒼刻を振り返り、流霞が打って変わって穏やかに言う。

「あなたのお兄さまは、わたしたちに何か伝えたいことがあるようですね。宿に戻って、じっくり説明していただきましょう」

「……あ、はい」

　身内の恥はじなのでここでケリをつけようと思っていたのに、とっさにそんな返答をしてしまったのは、曹流霞の不可解なほどの迫力に圧倒されたからである。笑顔の女がここまでおそろしいと感じたのは久しぶりだ。

「行きますよ戴青」

「せめて俺の耳を解放していただけませんかねえ」

　弟に対しての態度は強引か傲ごう慢まんの二に択たくといったところなのに、流霞にはされるがままの兄を啞あ然ぜんとして見送ってしまった。女に手を上げられないというよりも、流霞に弱いように見える。

　目が合うと、白虎はにやりと笑ってみせた。

「おぬしの兄は、武術と魔性狩がり以外にもいろいろとやる男のようじゃな」

「は？」

「流霞どのがあれほど露骨にキレるのはめずらしい。仲がよいのだな」

「…………」

　なんとも答えようがない蒼刻が首をめぐらせると、今度は朧月と見合った。

　啞然としたまま固まった表情で、彼女はうなずいてみせる。

　何がなんだかわからない、という蒼刻の気持ちは、やはり彼女がよくわかってくれているらしかった。
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　兵士たちの幽鬼に加えて討とう伐ばつした花魄も念入りに葬ほうむった上で、あらかじめ予定されていた封印の儀式──いくつかの場所に五ご芒ぼう星せいを描く配置で護符を埋うめる作業も行った。一度滅ぼした花魄が甦よみがえったという報告はないが、念のためだ。

　旅籠に戻る前──正確には城市に再び入る前に、皆武装を解いてあの変装に戻ったのだが、戴たい青せいが流りゆう霞かについて「素そ封ほう家かの後妻か？　なら胸元はもう少し開けとかないとな」と茶化そうとしたのは、無む慈じ悲ひなほど完璧に無視された。

（き、気まずい……帰りたい）

「朧ろう月げつちゃん、あの方たちは元恋人か何かですか？」

「違う……とは思うだけど。お二人とも歳は近いそうだし、同じ三大家だから何かあるのかも」

　などとこそこそ内緒話をする朧月たちをよそに、流霞は、劉りゆう戴青を壁際の奥の席という見るからに逃げづらい場所に座らせた。蒼そう刻こくや東とう方ほう朔さくも適当に腰を下ろす。

　わたしはいなくてもいいのでは？　と朧月は思うが、たとえ部屋に戻っても、この後の展開が気がかりで休めそうにない。だれにも注目されていないのをいいことに、彼女は隅のおそらく一番目立たない席をとった。

「──さて」

　腕組みをした流霞が、温かいとはとても言いがたいまなざしを戴青にあてがう。

「あなたの話を信じるなら、神しん華か国のあちこちで同様の問題が起きていると？」

「ああ。俺は花魄が甦りそうな地や、この手の妖怪変化が発生した場所に行っては、そいつらを討伐していた」

「あなたのような問題児が、なぜそのような慈じ善ぜん事業を？」

「なんでだと思う？」

　頰杖をついた戴青が、推理してみろよ、と言わんばかりの挑発的な笑い方をする。

　それを受けた流霞はしばし沈黙し、戴青に自分から話す気がないとわかると、軽くため息をついた。

　そしておもむろに身を乗り出すと、戴青の耳じ朶だを無造作につまみ上げた！

　予想外に手の早い流霞に、朧月は思わず口をあんぐり開けてしまう。

「いでででででッ。流霞、おまえ俺のこと言えない程度にはあいかわらずだな」

　しかも意外と本気で痛いらしく、戴青が顔をしかめて両手を降参したように上げる。

　依然として彼の耳をねじり上げたままで、流霞が半はん眼がんになった。

「あなたのような悪童を相手に『大人の態度』なんて選んでいられませんから。話す気になりましたか？　なっていないのなら次の段階に」

「わかった、話す。説明する」

　弟の刃をあしらっていたときはおそろしく圧倒的な存在感を放っていたのに、今の戴青はまるきり叱られる子供だ。図体は大きいが。

「改めて説明しようとするとこっ恥ぱずかしいんだが」

「いい歳こいて放ほう浪ろう癖へきわずらってるほうが普通はこっ恥ずかしいし、今さら何言われても驚く気はないから説明しろよ」

　もともと口の悪い蒼刻だが、こと兄に対しては辛しん辣らつさが振り切れている。もっとも戴青に弟に罵ば倒とうされて凹へこむような可愛げがないから、蒼刻も遠慮なく思うがままを告げられるのだろう。

　案の定、戴青は特に傷ついた様子もなく──というより蒼刻の話をまともに聞いていたのかも疑問になるほど態度も話す速度も変えず、とうとう真顔で言い放った。

「俺は《護ご花か使し者しや》だ」

「………………は？」

　その場にいた全員の声が重なった。




　太たい古この昔、この広大な大陸は、妖よう怪かいと獣けものに支配された曠こう野やだった。人間もいるにはいたのだが、力が弱く強きよう靭じんな牙きばも爪つめも持たぬ身では一方的に虐しいたげられ、ほそぼそと命をつなぐだけで精一杯だった。

　そこに牡ぼ丹たんのごとく美しい「百ひやつ花か神しん仙せん」という神しん女によが降り立ち、大地を一年中花のあふれる楽土に変えたあと、壮そう麗れいな都みやこを造り上げた。

　百花神仙はすばらしい智ち慧えを持つ人間たちを「護花使者」──花にあふれた大地の守護者に選び、だれもが心穏やかに暮らせる国を造らせた。




　──と、朧月も諳そらんじることができる。

「それが神しん華か国の創世神話なのは存じ上げておりますが……護花使者とは、どういうことなのでしょう？　戴青さま」

　人間そのものを指す表現だと思っていた。

　が、戴青の口ぶりでは違うようだ。彼は苦笑いめいた表情を浮かべて説明する。

「かつて曠野を支配していた妖怪と獣を討伐するために、百花神仙によって魂こん魄ぱくを強化されて戦う力を手に入れた人間こそが『護花使者』だ。神話で残っているのは歴史の断だん片ぺんに過ぎないし、特に最初は口く伝でんがほとんどだったから、いつのまにか話が編集されてしまっている。俺も最初は信じてなかった」

「では……いつご自分が護花使者だとわかったのですか？」

「夢に、百花神仙の末まつ裔えいだという姫君が出てきたんだ。君は当代の護花使者だ、情なき獣から人々を護る力がある。君が何もしなければ、この世の光と闇やみは引っくり返ってしまうかもしれない。さてどうする？　──っていう内容のことを、何度も言い方を変えて告げられた。そして俺には彼女の言うとおり、強い力があった」

「…………」

　朧月は思わずまじまじと、どこか弟に似た印象のある戴青の碧へき眼がんを見つめた。

　狂信者が自分の妄もう想そうを嬉き々きとして説明している、という表情には程遠い。

　むしろ彼は、こんな話はだれも信じてくれないだろう、自分が頭がおかしいと思われるだろう、という現実的な考え方を持った上で、でもそれが事実だから仕方なく、気が進まなさそうに語っている。

（戴青さまは、少なくとも噓はついていない）

　確信する朧月の横で、蒼刻がため息をこぼした。

「……あんたの異様な強さを知ってなきゃ、心の病やまいかなんか幻覚でも見ちゃってんのか、口には出せないやばい薬をやってるのか疑うところだが。朧月と付き合ってていろんなことがあったから、そういう人間がいてもおかしくはないとは思えるが」

「お、信じてくれるのか？　さすがは俺の弟」

「話は信じてやる」

　ただし、と蒼刻は牙を剝むくみたいに言い放った。

「そんなふうに自分には人間を超えた力があるって自覚しておきながら、なんで護花使者でもない俺を鬼のように鍛きたえたのかは理解不能だ」

「そこはほら、若気の至いたりだな。俺と同じくらい強いやつがいれば、護花使者とやらの義務もちょっとは気楽になるだろうと考えた。なにしろ昔は何人もいたが、当代は俺一人しかいないって言うんだぜ？　勘かん弁べんしてくれよ仲間が欲しいってなるだろ」

「…………」

　おまえを仲間にしたかった、と。

　不意打ちで兄弟の情をさらけ出されて、蒼刻はひどく複雑な気持ちになったようだ。目の前の兄をやはり一回は殴りたいが、同時に許してやりたい気持ちも湧わいている。そんな矛む盾じゆんが顔に出ている。

（戴青さまは……気づいておられるみたい）

　お人ひと好よしな弟を微笑ましく思ったらしいが、ここでにやついたら台なしだという理解は彼にもあるようだ。必死でこらえており、口の端が不自然に引きつっている。

（わたしも、にやつかないようにしないと）

　一方で──

　歴戦の老将は、まあそんなこともあるだろう、くらいの態度で受け止めていた。

「俺にもにわかには信じがたい話だが、劉戴青の強さは信用できる」

「仰おつしやるとおりです東方将軍」

　額ひたいを押さえながら流霞もうなずいた。そして、じろりと戴青をにらむ。

「理解はしましたが、だからといってあなたの放浪癖を許容したり納得したわけではありませんからね？　どうして今に至るまで説明しなかったんですか」

「それは──悪かったとは思ってるぞ？」

　戴青はやはり、流霞に対しては妙に押し出しが弱い。負い目があるかのように。

　そして流霞はまだ態度を和やわらげる気はないようだ。

「──いいでしょう。今はあなたの想像どおり、国軍はとても忙しい状態です。あなたの協力の申し出は受けます」

「そうしてくれ。俺をどう使うかは、おまえにまかせよう」

「やさしくなんてしてあげませんよ」

「首輪をつけたければそうしてくれ。だが閉じこめるんじゃなくて、花魄みたいな化け物と戦わせてくれ」

　念を押すように言う戴青の横顔を見つめながら、朧月はつかのま考えこむ。

　護花使者。

　──『君が何もしなければ、この世の光と闇は引っくり返ってしまうかもしれない』

　戴青が夢で告げられた言葉が、妙に引っかかっていた。

　悪い予感ともいい予感とも判別できない何かに突き動かされて、朧月はとっさに戴青を呼んでいた。

「あの……戴青さま」

「なんだ？　未来の義いも妹うと」

「ッ、その──百花神仙の末裔だと名乗って、戴青さまの夢に現れた方は、どのような容姿をしておられましたか？」

　朧月がなぜその質問をしたのか知らない戴青は、なにげない口調で答えた。

「亜麻色の髪に、翡翠色の瞳をした別べつ嬪ぴんさんだったぜ。天然っぽいというか、少しぼんやりしてそうというか、眠たそうな感じのたれ目が可愛かった。言われてみれば、雰囲気がおまえさんに似ていたな」
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「ひとまずあなたのお兄さまは、わたしと東とう方ほう将軍が皇都に連行しておきます。国軍の協力者として登録し、御自分で宣言していただいたとおりに無む償しよう奉仕をしていただきますが、劉りゆう家への報告と連絡はあなたにまかせてもよいですか？　蒼そう刻こく」

　いつになく譲ゆずらぬ雰囲気の曹そう流りゆう霞かに押し切られて──そういうことになった。

　彼女と東方朔さくが、劉戴たい青せいを左右から挟んで逃がさず、ひと足先に皇都へ。

　蒼刻は朧ろう月げつとともに、もう少しだけ昏こん星せいで、襲撃事件についての情報を集めてほしいとのことだ。主に幽鬼からの情報であることは、言うまでもない。

　嵐のような勢いで旅支度を済ませて昏星を発たった護ご花か七しち将しよう軍ぐんたちを見送った後で、街中を歩いた。

　普段なら白虎たちの待つ旅籠にこもりたいと言うところだが、今日はさすがに風にあたりたい気分になった朧月である。

「……予想外のオチがつきましたね」

「俺にとっては二重の意味で予想外だ」

「と仰いますと」

「曹将軍と、うちの鬼き畜ちく兄貴の関係だ。昔一度だけ縁談が持ち上がったけど、兄貴の放浪で話はあっさり流れたし、曹将軍は武官を目指していたのではなっから政略結婚の話なんか受ける気はなかったと聞いてた。なのに──」

「……思いのほか親密そうで、戸惑っている？」

「ああ」

　憮ぶ然ぜんとした様子で天を仰あおぎ、蒼刻は己の銀髪をがしがしと手で乱す。混乱がありありと表情に出ていた。

「でも、それが嫌……というわけではないのですよね？」

「嫌じゃないが、どう受けとっていいんだかわからん」

　朧月はちょっと考えた。

「戴青さまは曹将軍には抵抗しきれないようですし、この際、曹将軍に再教育していただくとか」

「教育というよりは猛獣の調教と言ったほうが近そうだが──」

　と。

　蒼刻が不自然に足を止めた。

「どうされました？」

「今、うちの実家で働いてるはずのやつを見た気がする」

「え。どちらで、ですか？」

「あそこに行商の天幕があるよな？　そのすぐ先で左に曲がった」

「少々お待ちください」

　告げて、朧月は深くまつげを伏せた。呼吸を整え、蒼刻が指し示した場所にいた幽鬼の視界を借りてみる。

「……藍あい色の巾をつけていて、目元を飾る泣きぼくろのある若い殿方ですか？」

「！　そいつだ。さっきの場所にいるのか」

「はい。小路でだれかと待ち合わせをしている様子で──……ッ!?」

　次の瞬間、彼女は目を見開いた。そしてすぐに駆け出す。

「どうした!?」

「蒼刻さん──捕まえてください、その先です！」

　彼女がここまで焦あせって走りだすことも、こういう形で指示を飛ばすこともめずらしい。

　説明する間も惜しいほど、ただならぬ事情を察した蒼刻は、たった数歩で朧月に追いつくと彼女の身体を荷物みたいに抱えて、示された方向にしゃにむに駆けていった。一瞬、あっけにとられていた星せい彩さいたちも、あわてて追いかけてくる。

　周りからぎょっとした目で見られるのにも構わず、蒼刻が小路に飛びこむ。

　そして──

「……ルアン!?」

　蒼刻になんとかしがみついていた朧月が、真っ先に驚きの声を上げた。

　劉家の家人とともにいたのは、黒こく烏う州で彼女の実家に奉ほう公こうしている少年だったのだ。

　蒼刻も目を疑った。

「藍らん志しまで──おまえ、こんなところで何やってるんだ？」

「……えっと、兄さん。元気そうで何より」

　困ったようにあいさつをしたのは、蒼刻の弟の劉藍志。

　二人とも旅装束だ。互いに顔を見合わせたりしている様子を見ると、一緒に行動していたようだが──

　なぜ彼らがそうなったのか、朧月たちにはまるで見当がつかなかった。
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　皇こう帝ていの直ちよつ轄かつ領りようである金きん花か州には、歴代の皇こう帝てい陵りようが築かれており、彼らが生きた時代の芸術性や死生観が大々的に残されている。歴史を研究する者にとっては、貴重な「目で見て手でふれられる」過去の遺産だ。

　森の奥、丘の上、竹ちく林りんの陰──

　州内のさまざまな場所に点在する皇帝陵のひとつに、二人の少年が驚くほど堂々と忍しのびこんでいた。

　劫ごうと、彼よりも小柄な少年武人だ。

「今通り過ぎた陵りよう墓ぼは、三国時代のものだ」

「……なんかほかの時代のやつと比べて、ちっさくない？　みんな同じような石像と建物だったし」

「三国時代には、皇帝の座につく者がころころと変わった。彼らはひどく短い治世の間に場所と材料を選び、墓を作らなくてはいけなかったから、美術的に凝ったことがあまりできなかったわけだ」

「量産型にするくらいなら、風ふう葬そうにしときゃよかったのに。どうせこんなついでの観光もできないとこ、だれも墓参りに来ないんでしょ？　風葬ならお金はかかんないし、風に向かって手を合わせてもらえるよ」

　劫は冷ややかな目を向けた。

「おまえはたまに合理的だな、奉ほう先せん」

「なんか厭いや味みっぽくない？」

「殺したところでたいして魂魄に使い道がないから捨ておけ、と僕が言った連中まで殺すからだ。僕が指示したとき以外は、殺すと悪目立ちして面倒になると、現世に連れてくる前に言ったはずだ」

　少年武人は亀のように少し首を引っこめた。

「……皇おう子じさま、怒ってる？」

「反省しないおまえに怒るのは、体力・精神力の無駄でしかない。僕が憤いきどおっているのは、おまえの軽けい挙きよ妄もう動どうも計算に入れたはずなのに、予想外のところで時間を喰くったことだ」

「けいきょもうどう」

「意味がわからないか？　なら教えてやる、考えなしだという意味だ。どうせ明日には忘れているだろうがな」

　刺とげ々とげしいにも程がある言い方だが、それで少年武人が拗すねた様子はない。たしかに劫の分析したとおり、彼はよくも悪くも無神経らしかった。

　少年武人が悪びれず、斧槍をくるりと振り回してみせたときだ。

　──!!

　二人が向かっていた建物の中から、岩を砕いたかのような異様な轟ごう音おんがした。しかもそれが二度、三度と続く。

　わずかに肩をすくめただけで動じず、劫は皮肉まじりに言う。

「すでに中で待っているようだな。雲の上の身分というわりには紳士的な対応だ。一度死んで生まれ変わったか」

「えー。改心なんかしてたら使い物にならなくない？　おれみたいに更生の余地のない屑だから採用したんでしょ？」

　少年武人は、つまらなそうに顔をしかめた。

「あ、でも、お茶とか用意してくれてるかな。おれ、歩きっぱなしで喉のど渇いた」

「こんなところで一服したいか？　後だ」

　子供じみた要求をする相手をいなし、劫はその皇帝陵に入っていった。破壊的な音は、未だに続いている。

　先代皇帝の陵墓だ。

　三国時代のものかと見間違えるほど小さく、ひっそりとした造りだ。しかし小さいながらも前ぜん朝ちよう後こう寝しんという皇宮の構造に似せた造りで、棺ひつぎが置かれた墓室にも手前に作られた玄関じみた前室にも、壮麗な装飾がほどこされている──

　はずだった。

　──その男は、墓室の前にいた。

　いくら花に祝福された神しん華か国とはいっても、陽の光が入らない石造りの密室の中に庭園は造れない。その代わり墓室は壁にも柱にも四季の花の文様が彫刻され、色美しく顔料で塗られているのだが、その大半が無慈悲に打ち砕かれていた。

　大小さまざまな瓦が礫れきが床じゅうに広がる中で、劫はあきれたように言う。

「派は手でに壊したものだな。窮屈な場所は嫌いか？　気持ちはわからなくもないが、おまえの皇こう后ごうの棺ひつぎはまだ眠ってるんだぞ」

「死んだ女に興味はない」

　男の低い声。

　三み十そ路じかそこらの青年だ。

　黒髪に、底知れぬ青い瞳。端整な顔立ちと、力強い肩幅に恵まれた長身だが、その顔に浮かぶ笑みはなんとも毒々しい。

「生前にすでに飽きていた女だ。俺は一緒に葬ほうむってほしいなどと頼んだ覚えもない。だというのに、ただでさえしょぼくれた狭い墓がさらに窮きゆう屈くつになるような真似をして──俺の息子は、俺が死ぬ前も死んだ後も、まるでロクなことをせんな！」

　自分で言って自分で勝手に苛立ち、男は手近な柱を蹴り飛ばす。

　すると鋼こう鉄てつの槌つちで打ち据すえられたかのように、石柱にあっけなくひびが入った。そして男が脚を痛めた様子もない。異常なことに。

「華か元げん龍りゆう」

　現皇帝、華陽よう炯けいの実の父であった皇帝の名を、劫はさらりと口にした。

「一人で目覚めることができた上に、寝起きの運動も済ませたとはさすがはかつての皇帝だな。新しい身体の具合はどうだ？」

「すこぶる良好だとも」

「だろうな」

　劫はうなずいた。

　彼の計算したとおりに術が作用して、予定どおりの日に黄よ泉みがえったのだ。それなりに満足はしているが、まだ真の目的は果たしていない。

　男──死から黄泉がえった華元龍は、押し潰すような迫力のある声を発した。

「黄泉がえらせてくれたのに礼は言う。だが、かつての皇帝などと呼ぶのはやめろ。俺こそが真の皇帝だ。陽炯のような軟弱者に務まる座ではないぞ」

「では皇都に行って、国も歴史も正せばいい。おまえの望むままにな」

　事もなげに言い放つと、劫はぽかんと口を開けていた少年武人をうながし、陵墓の出口へと向かう。
















　元龍は憮ぶ然ぜんとしたように後を追ってきた。

「おい、冥めい界かい皇おう子じ。どこに行く？」

「おまえの黄泉がえりを、なつかしい友人どもが待っている。見当はつくか？」

「──無論だ」

　元龍は笑みを深めた。

「俺ほどではないが、陽炯を恨うらみに思っている連中であろう？　皆、生きてるのか」

「僕が黄泉がえらせておいた。おまえを待っている」

　陵墓を出た先には、木こ立だちに囲まれた道がある。

　道は折りからの雨と、陵墓の見張りに雇やとわれていた近隣の住人の血で湿しめっていた。
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　さまざまな商会の掲かかげる飾り灯とう籠ろうが、昏こん星せいの夜の底を照らしている。その明るさとにぎやかさに惹ひかれてか、日没をとうに過ぎたのに人の出が多い。

　ルアンと藍らん志しは、劉りゆう家の護ご衛えいとともに宿をとっているそうだが、場所は朧ろう月げつたちの旅籠はたごとはまったく違う街区だった。

　昏星はどちらかと言えば閉鎖的な性質の城じよう市しだが、董とう奉ほう真しん君くん廟びようへの参さん拝ぱいをする旅人は今も絶たえないし、蜂はち蜜みつと薬種が主おもな特産品であるため商人も出入りしている。このあたりは商人のための茶館、酒しゆ楼ろう、旅籠が集まる界かい隈わいだ。

　藍志の説明によれば──

「同じ城市なのに、結構雰ふん囲い気きが違うでしょう？　董奉真君廟に近い街区にはこの城市で生まれた住人が多いけど、こっちは旅人とよその土地から来てここに住みついた人が多いせいみたいですね」

　──だそうだ。

「！　若さま……」

　旅籠には留る守す番ばんをしていた劉家の家人もいたが、蒼そう刻こくを見つけるとどこか申し訳なさそうに目をそらしてしまった。

　彼らにはいったん廊ろうに出てもらい、部屋の扉とびらを閉ざすと、微妙な沈ちん黙もくが落ちた。

　やはり真相を知りたい気持ちが強いのと、奇き妙みような胸騒ぎがおさまらないのとで、朧月が口火を切った。

「このようなところで何をしているの？　ルアン」

「久しぶりにお休みもらったから、気まぐれ小旅行……みたいな？」

　主人である朧月には持ち前の生なま意い気きさが陰をひそめるルアンだが、それを差し引いても歯切れが悪い。

　気まずげに紡つむがれた言い訳では、蒼刻の納なつ得とくは得られなかった。

「二日に一度はにわか雨が降るから、どこの道も悪夢のようにぬかるみやすい季節に、趣味の旅行を？　しかもうちの弟とたまたま出で逢あったとでも言うのか？　わからないことだらけだ、一から説明してくれ」

「ということは、僕とルアンが友達になった経けい緯いから説明すればいいの？」




　さらっと仕切り直したのは、蒼刻の実じつ弟ていである藍志。兄に似ず文官めいた雰囲気の美少年だが、このなんとも混こん沌とんとした中でも不思議と落ち着いているのは、劉一族が持つ芯しんの強さを感じさせる。

　劉藍志は自分の個性を押し出すよりも、周囲や相手に合わせるのが得意なので、状況を把は握あくして平常心を保つのがうまいのかもしれない。ルアンが少なからず動揺を見せているので、彼は却かえって冷静になったとも考えられる。

「実は僕、以前から神しん華か国に住む少数民族に興味があったんだ。特に西の山岳地帯を拠きよ点てんとするラーサ法族の情報って、海岸沿いの青せい苑えん州にほとんど入ってこないから、ルアンがそうだって聞いてすごく盛り上がっちゃって、少しの間、黒こく烏う州の幽ゆう鬼き院いんに泊まりに行くお許しを静せい心しんさんからもらったんだよ」

「……あの、お二人がどこでどのようにして出で逢あったのか、というところから説明していただけないでしょうか？」

　まずそこが想像できないのだと、朧月は額ひたいを押さえて質問する。

　そっか、と藍志は素直にうなずいた。

「事の起こりは数日前、玄げん静心さんとうちの両親が一緒に食事をしたことで──」

「もう一度待ってください」

「そうだ待ってくれ。俺も頭痛がしてきた」

　今度は蒼刻も、朧月と一緒になってつっこみを入れた。

「何がどうしてそんな宴うたげが開かれたんだ」

「わからない？」

　にぶいなあ、と直接言わないのが不思議なくらいの顔をされてしまう。

「兄さんと朧月さんがお付き合いしてるからだよ。朧月さんが青苑州に来た後に、一度、それぞれの家の当主同士で話がしたいって父上たちが言いだして。静心さんに書状を送ってみたら同意がもらえたから、予定を調整して逢う日を決めた」

　思わず顔を見合わせた。

「……朧月、おまえ知ってたか？」

「……いいえ。静心兄さまはわたしには何も」

　困惑しきりな朧月や蒼刻とは対照的に、星せい彩さいは白びやつ虎こと「あー……そういう流れになりますよねぇ普通は。朧月ちゃんたち、あんまり普通じゃないから忘れてましたけど」「むしろこの手の通過儀礼をするには遅かったくらいじゃのう」と納得した様子だ。

　後から合流してきた万ばん里りが口を挟む。

「で、弟くん。両家のご対面の結果はどうだったんだい？　好奇心が抑えられないのは俺が情報屋だからって理由だけじゃないと思うんだけど」

「万里あんた、他ひ人と事ごとだからって楽しんでねぇか」

「目を三角にすんなよ少年」

　万里が蒼刻に蹴けられそうになっているのをよそに、ルアンと藍志は顔を寄せ合い、

「ぼくや藍志は同席してなかったというか、大人おとなだけで話してたけど……盛り上がってたみたいだし、会食後の静心さまの様子を見るに悪くなかったんじゃないかって思う」

「うちの父上は静心さんを気に入ってたから安心して、兄さん。だから僕の小旅行が許されたんだし」

「そう。ぼくらは藍志と一緒に黒烏州に戻る旅をしてて、途中までは本当に普通だし楽しかったんだ。けど」

　ルアンの声がふいに揺ゆらぎ、彼は何かに耐えるかのように、自分の両の膝ひざをそれぞれ握にぎりしめた。悪お寒かんに心臓をつかまれた朧月は、瞬まばたきもせずに彼を見つめ──

「静心さまが、誘ゆう拐かいされた」

　──一瞬で。

　朧月は目の前が暗くなるのを感じた。対照的に、頭の中は真っ白だ。

　すでに椅い子すに座っているにもかかわらず腰が抜けたようになり、悲鳴なのか泣き声なのか自分でも判別できない声がひとりでに漏もれる。

「兄さまが……!?　なぜ、だれにッ」

「ごめんなさい朧月さん。それはまだわかっていないんです」

　ルアンに「もういいよ」というような視線を送ってから、藍志がどこかかばうような口く調ちようで説明を引き継いだ。

「事の起こりは三日前の午後です。場所は、平へい安あんと言う黒烏州の城市。僕がルアンに市場や神しん廟びようを案内してもらう間、静心さんは休息をとりつつ旅籠で仕事をしていると言っていました。臨時雇やといの傭よう兵へいは旅籠に残ってたんですけど、僕らが戻ったら静心さんの姿が部屋のどこにもいなくなってた。──で、この手紙が残されてました」

　藍志は彼の鞄かばんから、それを引っ張り出してきた。

　──『玄静心の身柄は預かった。無事に返してほしければ、以後の指示に従え』

　簡潔な文章。

　手の震ふるえが止まらない朧月の代わりに蒼刻が受けとり、続きを確認する。青く燃える瞳に鋭するどい光がよぎった。

「この手紙の指示に従って、おまえたちが昏星に来たのか」

「ご指名だからね。で、犯人の次の指示を待ちながら、この城市に何か犯人につながるものはないか探さぐってたところだったんだ」

　──だからこの城市の幽鬼の視界を探っていたときに、ラーサ法族の衣裳を見かけたのかと、虚うつろな心境で朧月はどうでもよいことに納得する。

　蒼刻は弟と向き合っている。

「玄家や、うちの実家に連絡は？」

「したよ。手紙には、するなとは書かれてなかったしね。玄家は静心さんの補佐役だっていう執事が、劉家では父上が情報を集めてくれてる。──今のところわかったのは、裏社会の人間の仕し業わざではないってことくらい。まあ、身代金をちっとも要求してこないからね」

「質問」

　万里が挙きよ手しゆした。

「手紙には、君たち少年二人でこの城市に来るようにって言われてるけど、次の指示はまだ来てないのかい？」

「まだです。指示された旅籠の部屋にこの、静心さんは無事だっていう内容の手紙が置いてあっただけで、まる一日待たされてる」

「──おい朧月、大丈夫か？」

　蒼刻は先ほどから朧月の身体からだにやんわりと腕うでを回し、支えるようにしてくれていたのだが、それでも彼女が今にも崩れ落ちそうなのが目に余ったようだ。朧月は泣き崩れてしまわないよう、己おのれの鎖さ骨こつのあたりを両手でぐっと押さえた。

「大丈夫──……と言いたいのはやまやまですが、さすがに無理そうです。兄さまが刺し史しのお仕事の関係でちょっと危険な目に遭あったことはありますが、こういうのは初めてなので、どうしたらいいのかわかりません」

「朧月」

　額に熱を感じ、伏せていた瞳を上げると、蒼刻に抱きしめられた。

　といっても暴走しそうな熱情を感じるものではなく、いたわりの念に満ちた、穏やかな抱き方だ。背中をそっと撫なぜられて、朧月は自分の恐怖と不安でこわばりきっていた身体が脱力したがっていることに気づかされる。

「藍志たちの話は聞いただろう？　──劉家が全面的に力になる。これでも未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんさまと神華国の三大家だ。不安になるなとは言わないが、頼むからもう少し身体の力を抜け。そんなんじゃ、静心を助け出す前に参っちまうぞ」

（……蒼刻さん）

　朧月はつかのま目を閉じた。

　蒼刻の激げき励れいは心にしみたし、異母兄あにを助けてこのように抱きしめたいと切望もした。

「わかりました。……わたしもこう見えて、何もできないわけではありませんものね」

「その意気だ」

　よし、と褒ほめられたところで、白びやつ虎こがふと思いついたように言った。

「その書状を、もっと近くで見せてくれぬか？」

「？　いいけど」

　きょとんとしながらも蒼刻が白虎の薄青い瞳の前に紙を掲げてみせると、彼は黒い鼻先をかすかに動かした。

「黒烏州で作られる墨すみの香りじゃ」

「え」

「黒こく茶ちやと紅こう茶ちやのにおいもする。香は……いろいろなものが混じっているが、おそらくは男性用の練り香じゃな。女によ人にんはこの手も香はまず使わん。白びやく檀だんを基調とした香りのほうは、藍志、おぬしの衣服に焚たき染められている香りで間違いないな？」

「え。あ、そうです。実家の母が香りに凝こる人だから」

　朧月もびっくりして動揺を一瞬忘れたが、蒼刻もぽかんとしていた。

「隠れた特技だな」

「儂わしはこの身体になってから、できることとできないことが人間の頃とはだいぶ違ってしまったが、五感に関しては比較にならぬほど今のほうが鋭えい敏びんだ。紅こう梅ばい宮きゆうで湘しよう雲うん公こう主しゆの客人としてゆったりと過ごしておった際に、墨、茶、練り香などのにおいの区別にはだいぶ詳しくなったものよ」

「人生、何が役に立つかわかんないものですねぇ」

　星せい彩さいがしみじみと言う。

　白虎の旦だん那なはたいしたもんだ、と万里がしみじみと言い、次ついで藍志たちを見やった。

「そこの少年たちは、なんか思い当たることがありそうだな？」

「……確実な情報ではないんだけど」

　ルアンは半信半疑の口ぶりで言った。

「実は平安の街で情報を集めてたとき、普段は見かけない、でもあまり旅人っぽくない不思議な男を見かけたっていう情報があったんだ。詳しく特徴を聞いたら、あの曹そう緋ひ鷹おうみたいで……そのときは『まさか』って思ったんだけど──」

「！」

　思わず椅子から立ち上がり、勢いが余りすぎて自分の足につまずいてコケそうになったところで、朧月は蒼刻に難なく抱き直された。彼の腕の中で胴どう震ぶるいする。

　己の鼻づらをこすりつつ、張さんが考えこむ。

「……すると黒茶は静心どの、紅茶や練り香は紅こう英えい州出身の曹緋鷹から香りが移ったのかもしれんな。まあ茶の種類だけでは決め手にはならぬが、二人とも特産品に関わる州の仕事をしているのだろう？　普通の人間よりもそのにおいがついているかもしれん」

　曹緋鷹。

　その名に「まさか」とか「なぜ」とか「まだ犯人と決まったわけではない」という普通の反応ではなく、とうとう来たかと冷水を浴あびた心地ここちにさせられる。

　と同時に、これまで彼に抱いていた漠ばく然ぜんとした恐怖と不安が、一気に憤いきどおりへと逆転しそうになっていた。──よりにもよって兄さまに手を出すなんて、絶対に許せない。

　が。

「悪い人には見えなかったのに」

　ぽつりとルアンが残念そうにつぶやいたのは想定外で、朧月は反応に困って少年を見つめた。

　蒼刻も思いっきり怪け訝げんそうな顔になっている。

「悪いが、それ本気で言ってんのか？　曹緋鷹だろ？」

「刺史さまの件に本当に関わってるなら、もちろんぼくだって許す気はないよ。でも曹緋鷹って人、最後に逢ったときにぼくと執事さんに言ったんだ。──『俺が助言しても静心は素直に聞かないだろうから、君たちがさりげなく主人を諭さとしてくれ。たとえ劉蒼刻本人を絞しめ殺したいくらい気に食わなくても、彼の両親とは上手じようずに付き合っておいたほうがいいと』」

　──そのまま緋鷹の声で聴こえるようだった。

　彼はわざと人を戸惑わせたり動揺させる物言いをする一方で、奇妙なほど達たつ観かんしたことを言う。

　記憶をたどりながら、ルアンは釈しやく然ぜんとしない様子で小さく首を振る。

「『恋愛は一種の狂気だ、邪魔者がいると却って早く進展する。当主同士が不仲だと、二人は余計に恋にのめりこんでとんでもないことをしでかすぞ。引き裂こうものなら、心中や駆け落ちだってする』──だってさ」

「至し言げんじゃな。一歩間違うと、親身な助言にすら聞こえる」

　白虎がそうつぶやいたきり、しんとする。皆、難しい顔をして沈黙とともに考えこんでしまっていた。
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　静せい心しんが消えた平へい安あんの城市か、曹そう緋ひ鷹おうがいるはずの皇こう都と。

　どちらかに向かいたいが、ひとまずは昏こん星せいで犯人の指示に従いながら情報収集するべきだろう──という方向で意見はまとまった。相手の目的すら定かではないのだから、今はおとなしく従うのがいい。

　次に指示をしてくるときこそが、相手のしっぽをつかむ好機だ。

　そうと決まれば、と夫婦のふりをして泊まっていた旅籠は引き払い、ルアンたちの泊まり先に移った。この旅籠も犯人の指定だったという。

　夕ゆう餉げを終えると、万里が言った。

「犯人はこの宿を以前に利用してたかもしんないな。ちょっと主人に宿泊客の名簿が残ってないか訊いてみるぜ」

「手伝うか？」

「名簿を借りられたら頼む。地道な作業だぜ」

「わかった。──朧ろう月げつ、おまえは少し休んどけ。朝からいろいろあって疲れただろ？」

　えっと朧月は顔を上げた。

「ですが、蒼そう刻こくさんたちはまだ起きているのですよね？」

「俺は武官だし万ばん里りは旅慣れてるから平気だ。でも、おまえはそうじゃない。ルアンと藍らん志しも荒事慣れしてないのに精神的に参ってるみたいだから、今日は俺たちにまかせとけよ。だいたいおまえ、夕餉もたいして食べてないだろ？」

「…………」

　そこを突かれると反論できず、朧月はすごすごと部屋に引きこもりに行った。今日ばかりは喜べない。

「──謎なぞだよな」

　犯人の動きを待ちながら、茶を手にひとつの卓を囲んで情報を整理していると、万里が不思議そうに言った。

「普通はこの手の誘拐の場合、自警団には知らせるなとか、傭よう兵へいを雇やとったりして俺たちに対抗しようとするなとか──とにかく『捜さがすな』っていう脅おどし文句が付き物だ。なのに、こいつらは違う」

　たしかに、と蒼刻は首しゆ肯こうした

「指示はほぼ『昏星に行って次の指示を待て』だけだもんな」

「おまけに身代金を求めてくるわけでもないのが、余計に意味不明じゃな。こちらに何をさせたいのやら」

　卓の端に白い前脚を置き、そこに顎あごを預けて張さんがぼやく。一見だらしないように見えるが、これは彼なりの考える姿勢だ。

「昏星で俺たちと合流したのは、たまたまか？」

「偶然にしては過ぎると思うがのう」

「曹緋鷹が絡んでる──かもしれないなら、身代金の要求がないのは、まあ納得のいく話になるな。問題はさらった理由だが」

「理由ねえ……」

　万里がふと色いろ眼鏡めがねを外はずした。

　陽気そうな印象を添えるそれがないと、黒い瞳は癖のある深みを帯おびる。

　彼が口にしたのは空気が凍こおるような問いかけだった。

「あんたたちしか今はいないから訊くが──正直な話、玄げん静心はまだ生きてると思うかい？」
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　一方──部屋に戻り、素直に寝台に引きこもってみたはいいが、朧ろう月げつは眠る気分には程遠かった。

　星せい彩さいが心配そうに言った。

「目を閉じとくだけでもいいっすからね？　朧月ちゃん」

「努力する。何かあったらすぐに起こしてね」

「そのくらいわかっている。下へ手たの考え休むに似たりだ、君は今のうちに体力を温存しておけ」

　言い方は非常にそっけないが、峰ほう桜おうも真意は「休め」と言いたいのだと察するのは簡単だ。彼も二人の弟を持つ兄なのだから。

（静せい心しん兄さま）

　虫よけの蚊か帳やを閉ざした中で、朧月は頭から毛布をかぶり、目を閉じる。

　……やはり、眠れるはずがない。

　そろそろと己のまぶたにふれてみて、「少しだけ」と自分に言い訳をしながら、昏星城市の幽鬼の視界を探っていく。

（慣れたら城市の外や、よその城市の幽鬼の視界も借りたりできるものなのかしら）

　そうしたら情報収集の速度は間違いなく上がる。自分の手で異母兄あにを早く助けられるかもしれない。

　正体不明の力だが、恐れやためらいは消えていた。使えるものは親でも使え、と異母兄もよく言っていたではないか。

（今のところ、目に見えておかしいところはなさそう……？）

　釣つり銭せんをごまかしている商人を見つけたが、申し訳ないが今は構う余裕がない。

（兄さまを誘拐した人はだれ？　なんのために？）

　曹緋鷹。

　彼がもしこの城市に潜伏していて、今も右往左往する朧月たちを高みの見物しているのだとしたら許せない。

　静心は両親を亡くした後、蒼刻と出逢うまでは、何があっても朧月の味方でいてくれる唯一の肉親だった。助けられてばかりだ。今わたしが救えずにどうする？

（これは……何もないわ。この方の視界も……特に目立ったことはなし）

　焦あせりで胃が潰つぶれそうな想いを無理やりねじ伏せ、意識をひたすら集中させる。

　だんだんと目の奥が腫はれぼったくなってきている気はしたが──もう少しだけ、異母兄の件について情報が得られたらすぐにやめて目を休ませるから、と自分に言い訳しながら幽鬼の視界を次々に切り替えていく。

（兄さま。兄さま。兄さま）

　ばちん、と。

　ある刹せつ那なに音がしたかと錯さつ覚かくする勢いで、視界が切り替わった。

　幽鬼たちの視界がかき消え、目の前になつかしい人の笑顔だけが浮かび上がる。

（母さま）

　また過去の記憶だ。

　しかし頭がずきずきと痛く、意識が奇妙にもうろうとしているせいか母の声が遠く、何を言っているのかわからない。

（……母さま、わたしは大丈夫です。静心兄さまを護まもってください）

　本能的にすがりつくように祈りながらも、朧月はじょじょにひどくなる頭痛を無視できなくなる。

　幻げん視しが消えたと同時にとうとう吐き気に近い咳せきの衝しよう動どうに襲おそわれ、耐たえきれずごほごほとやってしまうと、すぐに星彩たちが飛んできた。彼女たちは一瞬で、朧月がなぜ苦しんでいるのか察したらしい。

「朧月ちゃん大丈夫ですか？　水、水飲めます？」

「この馬ば鹿か弟で子しがッ」

　星彩の震える声、師の怒ど声せい。

（申し訳ございません……妹馬鹿ですゆえ……）

　頭に浮かんだ反論を声にする前に、朧月は意識を手放していた。

　峰桜の怒りの火に油をそそぐだけなので、言えずじまいで正解だった。
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　朧ろう月げつが無茶をしたという話は、星せい彩さいによってすぐに蒼そう刻こくたちにも知らされた。

「大丈夫か、蒼刻」

　白虎にぽむぽむと肩を叩たたかれるのは、普段なら癒いやされるが今は効果が足りない。

「おぬしまで消しよう耗もうしたような顔になっておるぞ」

「身体は平気だ。ただ──朧月のことがな」

　嘆たん息そくする。

　依存ぎみなほどに慕したう異い母ぼ兄けいの窮きゆう地ちに、ひどく思いつめていたのは見ればわかった。だが一人で暴走して無茶をしてしまうとは予想外だった。蒼刻たちを信頼して少しくらいは休むものと思っていたのだ。あまり活動的ではない性格ゆえに。

「俺はちょっと自信過か剰じようだったかな」

「今さら気づいたのか」

　手厳しい意見を突きつけてきたのは、だれあろう白しろ衣い裳しようの幽鬼である。

　そのくせ隣の部屋につながる壁──眠る弟子を絶たえず気にかけている様子なのが、死してなお人間くさい。

「弟子を心配してるのか。案外やさしいな、あんたも」

「そばにいてほしいと、彼女から頼まれているだけだ」

　峰桜は非常に嫌そうな顔で言う。

「普段ぼんやりしたあの馬鹿弟子から、本気の懇こん願がんをされるのは初めてだ。あそこまで自分を見失いかけているのもな。……こんな事態だから今は甘やかしてやるが、犯人を捕まえたら彼女にも仕置きだ」

「あいつの躾しつけは俺の領分なんだが」

「じゃれ合いは好きにしろ。これは道どう士しとしての節制の問題だ。──玄げん静心を助けたいのはわかるが、自分の身を滅ぼしてどうする。それこそ、玄静心が何に換えても守りたいものだろうに」

（──あんたが言えた義理か？　って突っ込むべきなのかどうか）

　峰桜こそ身を捨てて大切なものを守ろうとした男である。

「あんたは思ったより朧月に慕われてるんだな」

「妙な勘かん繰ぐりをするな」

　だから無茶をするなよと皮肉を言ってみたつもりなのに、峰桜にぴしゃりと反論されてしまった。

「私がどことなく彼女の異母兄に似ているので、姿を見ると、少しだけ動揺がおさまると言っていた。それだけだ」

「まあ、たしかに似てるところはあるかもしれませんな」

　白虎が言う。

　黒い髪や理知的な容姿といった、外見に限ったことではない。

　きびきびとした動作。

　卑ひ屈くつさはなく、相手がだれであろうと自分自身と役目に大して過不足のない誇ほこりを持っていて、それが端整な存在感として結びついているところ。

　だいたい口が悪いが、必要な礼節は心得ているし、相手の尊厳を踏みにじるような言葉は意外と避けているところ──

「幸い、あんたは朧月がだれと付き合おうが関心はないみたいだけどな」

「言っておくが、私があの不ふ肖しようの弟子と出逢ったときには、君と朧月は鬱うつ陶とうしいほどにくっつきまくっていたんだぞ？　今さら引き裂くような労力はかけん。──そういえば、あの胡う散さんくささが服を着ているような男はどこだ？」

「万里か？　やつなら、情報網もうに何か引っかかってないか確かめに出てる」

「だからその間、儂らが名簿を調べているのですよ」

　と、張さんが補足してくれる。

　蒼刻はまぶたを指先で揉もんだ。

「これも双界の瞳の酷こく使しとは比べものにならないが、目がすべって疲れるぞ。この旅籠の主人ちょっと癖くせ字じで読みづらい」

「しかし、客に自分で名前を書かせているのもそれはそれで個性たっぷりすぎて厳しいぞ蒼刻──……ん？」

　張さんが、爪つま先さきで器用に一葉一葉めくっていた手を止めた。

　なんだ？　と思い、手招きされるままにのぞきこむと、そこには名簿の中でもひときわ達たつ筆ぴつな文字があった。

　──『曹そう緋ひ鷹おう』

「緋鷹のやつ、ここに来たことがあるのか」

「放ほう蕩とう息子むすこ時代はふらふらしておったようじゃからのう」

「おい。脅迫状と比べてみろ」

　鋭く言って、峰桜が手紙を卓に引っ張り出した。

「多少の差はあるが、筆跡の雰囲気がよく似ているように見えないか？」

「……かなり、な」

　驚くほど整然とした字で癖は少ないが、それが逆に癖になっているとでも言うのだろうか。同じ達筆でも玄静心は、雄ゆう大だいだったり繊細だったりと文字に色や表情を添えるのがうまいのだが、緋鷹はそれとは異なり無表情に近い。

「名簿に本人が書いたとは限らないし、似ているだけで別人の字だと言われたら、ちょっと反論しづらいのが難か」

「だが別人だとしても、緋鷹の関係者の可能性が高い。つながったのではないか？」

「──万里が戻ってきたら、曹緋鷹の行動を細かく調べられないか聞いてみるか」
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　結局、星せい彩さいがつきっきりで朧ろう月げつの額と目に水で冷やした布を当ててから、ひと晩寝かしつけただけで朧月は完全に恢かい復ふくした。これで意外と頑がん丈じようなのである。

　目が覚めたらすっかり目の疲れが消えていることに気づき、無言で感動してしまっていた朧月は、扉を叩く音で顔を上げた。

　茶器一色を盆ぼんに載せたルアンが、背中で扉を押し開けるようにして入ってきた。重たげな盆を、寝台のそばにある円卓の上に置く。

　目が合うと、ルアンは少女めいた容姿に儚はかなげな笑みを浮かべた。

「お茶くらいは飲んでね、姫さま。ずっと空腹でいると身体に悪いよ」

「……ありがとう、ルアン」

「……ぼくはほら、このくらいしかできないし」

「兄さまがいなくなった後、わたしに心配をかけないよう、藍らん志しさまとがんばってくれていたのは知ってる。ルアンがいてくれてよかったわ」

　熱心に言い募つのる朧月に、ルアンはちょっと泣きそうに目を伏せた後で、彼らしい生意気な言い方をした。

「ぼくにはきれいごとを言えるのに、刺史さまは大丈夫だ、って信じて動けないのはどうかと思うよ？　姫さま。みんながんばってくれてるのに」

「う。……ご、ごめんなさい。今はさっきよりは冷静です。反省してます」

「──本当だろうな？」

　念を押すような口調で言いながら扉を開けたのは、蒼刻だ。

　寝台の横に立った彼から、まっすぐに見ろされて──申し訳なさに襲われた朧月は首を縮める。

「勝手に無茶をして申し訳ございません……。しかも、収穫もなく、ご迷惑ばかり」

「いてもたってもいられなかったんだろ？　気持ちはわかる。──罰は静心を助けた後にたっぷりと躾してやるから、今はお預けだ」

　指先で額ひたいをこづかれる。

「でも、今度暴走したくなったときは俺か、少なくとも星せい彩さいにはまず言え。ほどほどのところで止めてやれるから」

「……はい」

「おまえが死にかけたなんて言ったら、俺が玄静心に殺される。肝きもに銘めいじとけ」

「う。……そ、それは考えに入れていませんでした。お師さまの言うとおりすぎて泣けてきます」

「峰桜がなんて？」

「下手の考え休むに似たり」

「……なるほどな。でもこっちは下手の考えでも三人くらい集まったら少しずつ背景とかがわかってきたから、慣用句も良よし悪あしだぜ？」
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　朧ろう月げつの虚むなしい空すききっ腹ぱらに、あえてぬるくした茉莉花ジヤスミン茶ちやがやさしく落ちていく。

　目覚めて教えられたのは、脅きよう迫はく状じようの字と、旅籠はたごの宿泊客の名めい簿ぼの件。

　それに──

「曹そう緋ひ鷹おうの行方ゆくえがわからんそうだ」

「……そんな気はしておりましたが、やはりそうですか」

「皇こう都とまで行かないと確証は得られないけどな。案外、朱しゆう義ぎあたりに聞いたらあっさり判明するかもしれないし」

「三か月も経たたないうちに朱義さまと話すことになってしまいますが」

「歯を食いしばって我が慢まんする。──それよりは静せい心しんだな」

　蒼そう刻こくはため息をついた。

「あと平安から出た馬車に、不審な積み荷を積せき載さいしてそうなのはいなかったって情報があるんだよ。そこから先の曹緋鷹と、ついでに玄げん静心の行方もわからん」

　情報担当の万ばん里りが、しきりに首をひねっている。

「そこまで腕が立つわけではないとはいえ、護身術程度は学んでいる成人男性を、逃がさず殺さず移動させてるんだ。まったく人目につかないってことはなさそうなんだがなー」

「仕事熱心で視察もよくしていて、しかも若い美形の黒こく烏う州刺し史しさまだ。顔を知っているやつも多いだろうにな」

「……困りましたね」

　相手が思いのほか動かないのだ。今手元にある手がかりだけで、こちらが敵を見つけないと何も進みそうにない。

「焦あせっていろいろと情報を集めたから、混乱しているのかもしれんな。一度頭を整理して考えてみるかのう……」

　白びやつ虎こがそう言うのに、皆なんとなく納なつ得とくして考えこむ。

　部屋の隅すみで不安げに膝ひざを抱かかえているルアンを見て、蒼刻がなにげなく声をかけた。

「生きてるか」

「なんとかぎりぎり」

「従者は主人に似るのかよ。──あの誘拐犯なんか見つけ次第殴なぐりこみそうなガタイの執しつ事じじゃなくて、おまえが静心のお供なのは意外だったな」

「ばかにしないで」

　悪気なく言った様子の蒼刻を、ルアンは心外そうににらんだ。

「ぼくは七歳までは、高山病を防ぐ魔ま除よけが必ひつ需じゆ品ひんになってる西の高地で、毎日駆かけずり回って遊んでたんだ。そして今でもラーサ法族の教えを守って、降こう魔ま招しよう福ふくを願う歌や踊おどりを練習してるし、刺史さまと一緒に護身術も習ってる。旅くらいできるよ」

「ただの女装の使用人じゃないんだな」

「あれは趣味」

「星せい彩さいの趣味じゃなかったのか」

「絶対に嫌いやなら着てない。あれ来て買い物すると大量におまけしてもらえるからお得でやってるだけ」

　蒼刻とルアンの会話を背景のように聞き流しつつ、朧月も壁に背をつけて座るというお気に入りの体勢で考えこむ。

（仮に、わたしが犯人だとしたら）

　万里たちの推理方法を真ま似ねできるとは思えないので、代わりに朧月はそんな妄もう想そうをしてみた。異母兄あにを、彼が刺史だとわからない方法で州内を移動させ、どこかの城じよう市しに連れこむには──

「あ」

　天てん啓けいじみた発想が、朧月の脳のう裏りでひらめいた。おずおずと手を挙げる。

「あの……ひとつ、仮説を思いついたのですが」

「仮説？」

　異口同音に言って、皆の視線がこちらに集中する。

　ちょっと、いやかなり話しづらいが、今は自分の人見知りと引きこもりと緊張しやすい本能にかまけている場合ではなかった。

　どう言えば無難で、しかも異母兄の名誉を傷つけずに済むか考えながら、朧月は言葉を選んだ。

「わたしの兄さまは──もちろん性格はとてもおしとやかではありませんが、小さい頃はわたしと姉し妹まいだと間違えられることもありました。体格も細身のほうで、女性のようにきれいな黒くろ髪かみの持ち主ぬしです。兄さま自身が試したことはありませんが、やろうと思えばできそうな変装が一つ、あります」

　皆まで聞かずとも全員、察したしたようだった。笑うに笑えない、という表情を見ればわかる。

　蒼刻が痛ましげに額ひたいに手をあてた。

「……あいつを女装させて移動した可能性があると？」

「……想像するだけでも、兄さまに怒られてしまいそうですが」

「いやいや、命を救われるなら御おんの字だろう。姫さんの着眼点、意外といいとこいってるかもしれないぜ」

　予想外の食いつきを見せたのは万里だった。

「喪もに服す女性は、姫のように目ま深ぶかに被ひ布ふや薄絹をかぶる。旅の女性は、この時期は雨よけのついた外がい套とうを着ていることが多いから、体格もよくわからんだろう」

　携帯用の帳面に、思いついたこと、気づいたことをひとしきり書きつけると、彼はすっと立ち上がった。

「角度を変えて情報を集めてくる。旅に心の癒いやしを求める未み亡ぼう人じんとか療りよう養ようのために別べつ邸ていに移ってきたお嬢じようさんとか、顔を隠すような衣い裳しようを女性に着せる異教徒の旅人とか、別の可能性が広がった」
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　万ばん里りは数時間後には「いいネタあったぜ！」と何かの料理人のように声を上げながら戻ってきた。元気がよすぎるほどよい。

　蒼そう刻こくは心配と呆あきれの入り交まじった顔つきになった。

「俺の認識が正しければ、あんた、ほとんど寝てないんじゃないのか？」

「俺の極限まで後ろ向きな失言のせいで、昨夜は叱しかられたからな。暗い気分にさせちまったかなと責任を感じたのさ」

　──静せい心しんは生きていると思うか？　という疑問を口にしたことか。

　あのとき反射的に「馬鹿、二度と言うな」と跳ね返してしまった蒼刻だが、今はさすがに反省している。

「いや、あれは俺も悪かった。可能性の一つなのに、冷静じゃなくなってた」

「恋人の身内が誘ゆう拐かいされてんのに冷静なやつがいたら、俺はまずぶん殴なぐってやりたいんだがそれでもいいのかい？」

　洒しや脱だつな口く調ちようで言い放つと、万里はすぐに話を戻した。

「若い女連れの、でも許嫁いいなずけや夫婦とは思えない雰ふん囲い気きの一行、っていうのは案外目立つし城市の門番でもやっぱり意外と覚えてる。何件か目撃情報があったんだが、その中に曹そう緋ひ鷹おうと思われる男もいた」

「本当か」

「本当だとも。問題の一行は、黒こく烏う州の化か覚かくって城市に入った。が、城市から出た記録はまだない」

　化覚。

　どこか風変わりな名を持つこの城市は──

「……一いつ百ぴやく零れい八はち塔とうの城市。そう呼ばれているところです」

「また物々しいあだ名だな」

「城市の中心に百八基の塔を建て、百ひやつ花か神しん仙せんも[image: ]せい教きようの神々も唯ゆい一いつ神しんもラーサ法族の神も、並列して祀まつっているためです。自分とは異なる信しん仰こうの持ち主と決して争わずに共存する、という契約を結ぶことを、城市に住むための条件のひとつにしています」

「神話のるつぼみたいな城市だな。絲し路ろからさまざまな国の人間が集まるだけはある」

「青せい苑えん州にも、西方から交易にやってきた人が住んでいるはずでは」

「そういう連中には、特定の街区に住むよう命じている。この城市ほど人数が多くないし家族ぐるみで移住する手合いは少ないから、今のところそれで済んでいるみたいだ。たぶん藍らん志しが詳しい」

「──行きましょう。行って、兄さまを助けます」

　行かねばならないのだという朧月の顔つきを、蒼刻が静かに見下ろす。

「少しは元気が出たみたいだが、大丈夫か？」

「考え直したのです。……仮に兄さまがすでに亡なくなっているとしたら、幽ゆう鬼きとなってわたしの下もとに現れないはずがないのです」

　絶対そうだ、と確信をもって言い切れる。

「後ろ向きながら前を向くって、器用だな。おまえらしいけど」

　だが双そう界かいの瞳ひとみを暴走させかけたときよりは安定したようだと、蒼刻は表情を和なごませた。
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《一百零八塔の城市》化か覚かくに到着したのは、昏こん星せいを出てから三日目の午後だ。

　青、白、赤、黒、黄。

　五色旗が城市を守り、悪あしき幽鬼が入るのを防ぎ、この地を浄きよめているという。

　が、朧ろう月げつはぼそりとこんなことを言う。

「街中にも普通にいますけれどね、幽鬼」

「身も蓋ふたもねぇな」

　彼女の不ふ謹きん慎しんな発言に慣れている蒼そう刻こくは、肩をすくめた。

　路みちの両脇や家々の屋上などあちこちに掲かかげられ、風にはためく祈き禱とう旗きは、黄こう魔まの眠る地を思い起こさせる。五色の布きれに描かれた呪文や占い図、図案化された文字は確かにさまざまな信教が混じったものだ。

「ごった煮だな」

「絲路の道の恵みがあれば、同時にこういう城市も必要とされ歴史を築くのだと、兄さまに教えていただきました」

　一百零八塔には百ひやつ花か神しん仙せんやこの城市の聖人を祀ったものももちろんあるが、[image: ]教や西方から渡ってきた異国の教えのための祈りの塔も多い。代表的なのは光塔と呼ばれる唯一神を信しん奉ぽうする者たちが立てる塔で、そこから毎日同じ時刻に、礼拝を呼びかける詠えい唱しようの声が城市じゅうに響くのだ。

　と。

　その詠唱の声が響く中、一人の博ばく徒と風ふうの若者が近づいてきた。

「銀ぎん髪ぱつ眼がん帯たいのおっかなそうな兄ちゃんに、黒髪の奥さん。あんたたち、名前は『蒼刻』と『朧月』か？」

「うちのお姫さまの名を気安く呼ぶな」

「わかったわかった、旦だん那なさんの愛情が深ふけぇことはわかったから切れんなよ。おれは小こ遣づかいと引き換えに、あんたらにこの手紙を渡すよう頼まれただけだって。渡したら去る、きれいさっぱり忘れてやっから」

「──なに？」

　ひったくるみたいにして受けとった手紙を開く。

『よく探し当てた。針はり山やまのごとき塔にて、死者と生者が君を待つ』

　一般人にはおよそ理解不能だと思われたが、朧月たちには非常にわかりやすい。

　おそらく生者は、玄げん静せい心しん。死者とは幽鬼。

　一百零八塔の城市──

「百八基もある塔のどれかに監禁されてるってか？　人海戦術をとらないと時間がかかりそうだな」

　舌打ちする蒼刻を、万里がたしなめた。

「人でも雇やとうつもりか？　でもたぶんその必要はないぜ少年。一百零八塔の中で、現在進行形で祈りの場になっている塔と、観光地として人の出入りの多い塔は除外する。それだけでも結構絞しぼれる」

「それと──これは、わたしと犯人のちょっとした対決にもなりそうです」

　朧月がめずらしく決然とした口調でつぶやくのに、蒼刻は目をみはった。

「双界の瞳で探さぐる気か」

「はい」

　うなずいた朧月は、曹そう緋ひ鷹おうを思い浮かべていた。

　何を企たくらんでいるかは知らないが、異母兄あにに害をなしたことは決して許さない。だが気になることもある

（わたしの異能について知っている……？）

　朧月でさえ最近ようやく手探りで掌しよう握あくしてきた、幽鬼の視界をのぞき視みるという異能を前提にしているかのような失うせ物探しの課題だ。緋鷹は確実に何かを知っているか、知っている者に関わりがある。

（曹緋鷹と直接逢って、話をしないといけないかもしれない。…………嫌だなあ）

　最後は思わず人見知りの本音がぽろっと出たが、それは胸の内に留めたので、蒼刻には気づかれていないと思う。

（それに……わたしを──私たちをこんなふうに混乱させて、何が目的？）

　今のところ振り回された結果、朧月にもたらされた不利益はといえば、双界の瞳を酷こく使ししてしまったことくらいだ。

（後は予定よりも長く皇都を離れることになったけれど……わたしはもともと皇都の住人ではないし、関係ない──か？）







　半刻とかからずに、万里は一百零八塔から悪だくみにはとても使えそうにないものを除外した一覧表と地図を作り上げた。その全部に幽鬼がいるとは限らないが、朧月が双界の瞳で捜せば時間の節約にはなるので、旅籠の一室で調査を開始する。

「今度は酷使しすぎて気を失う、なんてことがないようにな」

「まあ一応、冷たい布はご用意しときますよぅ？」

「わかりました」

　蒼刻と星せい彩さいの言葉にうなずくと、先走りすぎた苦い記憶を戒いましめとして、朧月はそっと目を伏せた。

　水の中に両手を差し入れて、ひとつひとつ、何種類もが交ざってしまった宝石粒を分別して依より分けるような感覚だ。昏星で焦あせりすぎたときよりも自分が冷静であることを確認しながら、朧月は幽鬼の視界をゆっくりと、だが着実に切り替えていく。

　そして──

「──あ」

　思わず息が止まりそうになった。

　静心が白い布を喉のど元もとまでかけられて、ぐったりと横たわっているのが見えたのだ。棺ひつぎの中にやわらかな花びらが敷き詰められ、そこに彼は意識もなく横たえられていた。ぞっとするほど悪趣味である。

　その胸元がかすかに上下しているのが見えてほっとした直後、視界を借りている幽鬼が別のところを見たので凍こおりつく。

　そこに立っていたのは、呪詛を書きなぐった包帯を身体の反面に巻きつけた黒衣の者。

　正確には仮かり初そめの命と肉体を与えられた骸である。

（ということは、わたしが今視界をお借りしているのも……──殭屍キヨンシー！）

　何度か視界を切り替えて確認し、ぞっとする。

　幻視を終え、異い母ぼ兄けいのいる塔には無数の殭屍キヨンシーが待ち構えていることを報告すると、蒼刻は事もなげに言った。

「北西の風水塔の三階だな？　よし突っ込んでくる」

「そんな買い物みたいな軽さで!?」

　思わず声が上うわずったが、蒼刻はすでにやる気に満ちている。

「こんなときのための一騎当千の未来の護花七将軍さまだ。兇きよう悪あくな護ご花か使し者しやに鍛きたえられた戦士なんて、多分この神しん華か国でほかにはいないぞ。信用しろ」

「ですが、張さんたちが到着するのを待ったほうが──」

「玄静心は一刻も早く助けたいだろ？　──俺が先に突っ込んで蹴け散ちらしとくから、おまえは万里と一緒に後からゆっくり転ばずに来いよ、引きこもり公主。静心を起こす役目はおまえにまかせる」

「は、はい」

　なんという力技かと指摘しておきたかったが、妙に愛着をこめて最後にあだ名を呼ばれたのに虚きよを突かれてしまい、結局彼を止めそこなった。
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　数日後。以前に「玄げん静せい心しんを筆頭に敵だらけだろうな」と警戒しながら訪れた幽ゆう鬼き院いんに、劉りゆう蒼そう刻こくは今回はまるで英雄のように出迎えられた。

　たまにぼんやりと目覚めるとき以外は昏こん睡すい状態に近い静心を、州都・龍りゆう珠じゆの幽鬼院にまで運ぶ危険を冒おかした理由はいくつかある。曹そう緋ひ鷹おうの行方がわからない以上、彼の本拠地といえる場所で護衛をつけておくのが一番いいだろう、というのが最大の理由だ。

　そして──

「化か覚かく城市は風水がたいしてよくない。龍珠のほうが静心はおそらく早く回復するぞ」

「あそこに住んでる人間もいるのに」

「彼らは長年あそこに住んでいるせいで、良くない気にも慣れができているだけだ。君も健康には気を付けろ」

　知識は確かな峰桜が、そう言い放ったからである。

　無事に帰還した朧月たちのために、ひと足先に戻っていたルアンは、腕によりをかけて夕ゆう餉げを作ってくれた。

「刺史さまが目を覚ましたら、また御ご馳ち走そうにするからね」

　今日はルアンも、友達になった藍らん志しと一緒に食事をとりたいとめずらしいお願いしにきたのだが、朧月はもちろん許した。やや仕事中毒というか、住みこみの使用人（女装）が板につきすぎていて、遊びに出ることが余りない少年だったのだ。

　ひとまず安心はしたが──

「大丈夫か？　まだ顔色がよくないぞ」

「……幽鬼のように青白いのは、生まれつきですゆえ」

　異母兄あにはまだ医生がつきっきりの状態である。命に別状はないそうだが、そのぎりぎりの境界線まで薬を盛られたらしいのだ。

「ルアンが今日は牛ぎゆう肉にく麵めんとか言ってたが、どんなのだ？」

「牛肉麵は黒こく烏う州の自慢ですよ。八角などが入ったぴり辛からで醬しよう油ゆ味の汁ももちろんおいしいですけれど、わたしとしては新鮮な牛肉の旨うまみが伝わる塩味がおすすめです」

「外に出ないわりには詳しいな」

「ルアンは献こん立だてを増やすのには熱心で、わたしにもよく教えてくれます。彼の調理はすべて目分量なので、お手本にするには難しすぎるのですが」

「じゃ、おまえも塩味でいいか？」

「いえ……わたしはまだ食欲がないので、もう少し軽いものにしようかと」

「塩味だな」

「蒼刻さんッ？」

「静心がまだ心配なのはわかるが、おまえみたいに体力が平均以下のひ弱なやつが食事を減らしたら、心も身体もすぐに参っちまうぞ。無理にでも体力を維い持じしてないと、いざってときに動けない。それでもいいのか？」

　注文をとりにきたルアンまで加勢してくる。

「そうだよ、ちゃんと食べて姫さま。姫さまが瘦やせこけてたら、ぼくたちが姫さまを気遣わなかったって刺史さまに怒られちゃうから」

「……そうね」

　朧月はうなずいた。

「じゃ、塩味の牛肉麵と汁しる粉こ、おやつは桃ももまん三つで」

「ちょっと待ていきなり食べすぎだろ!?　胃袋がびっくりするぞ」

「えー……」

「──朧月ちゃん、ていうか武官さん、お客さまが来てますよう」

　おもむろに舞い降りてきた星せい彩さいが、蒼刻の肩をつついて部屋の入り口を振り返らせる。

「劉家の御曹司さま。私です」

「走そう影えい？」

　入り口に立っていたのは、見るからに感情を抑えるのがうまそうな糸目の若い男──

　皇族の護衛を務める《花か影えい》一族の訪問に、蒼刻は思いっきり面食らった。

「あんたかよ」

「私ですって言ったじゃないですか」

「なんだこの変な会話。──いや、それより本当に、なぜこんなところにいるんだ？　とうとう天てん祥しようさまを見限ったのか」

「まさか。天祥さまの要望とあなたの指揮官の思おも惑わくが合がつ致ちしたために、非常にめんどくさいことに、私がお迎え役を命じられてしまっただけです。ここまで来たからには黒烏州の名物でも食べていかないと割に合わない気がしますね。やれやれ面倒くさい……」

「お迎え？」

　身に覚えがないため、蒼刻は思いっきり眉をひそめた。

「金きん陵りよう城市に来て、天祥さまの護衛の手伝いをしていただきたいんです」

「──金陵城市というと、あの？」

「国内にほかに金陵なんて名前の城市はないですよ。なんたって『金の花を埋めて陵りよう墓ぼを作った』城市というのが由来ですから」

　走影はさらりと言った。

　金の花とは、もちろん金花州──皇都を中心とする、皇帝直ちよつ轄かつ領りようのことだ。そこに築かれた陵墓に眠っているのは、歴代の皇帝をはじめ直系の者がほとんどである。

　朧月はゆっくりと首をひねった。

「天祥さまは、父ふ祖その霊のお墓参り……──というわけではなさそうですね」

「そんな楽しい小旅行でしたら、わざわざ私が遣つかいになって蒼刻どのを呼ぶことまではしませんな。私が一人で、あの御方のすっとぼけた発言の控えめにつっこみを入れながら護衛を務めるだけで十分ですよ、まったく」

「…………」

　あいかわらず走影は、こちらが軽率に「そうですね」というあいづちを打つのを躊ちゆう躇ちよさせるような、愚ぐ痴ちまじりの発言が多い。皇族を守護する《花影》一族でも有能な青年だと聞くが、天祥の懐ふところ刀がたなと呼んでいいものか迷まようほどの率直さだ。

　蒼刻が怪け訝げんそうに頭をかいた。

「天祥さまの護衛に協力するだけでいいのか」

「それだけではないですね。最初にあなたを金陵城市に呼びたがっていたのは双そう璧へきです」

「…………」

「詳しいことは現地で説明したいとのことです。お取り込み中に申し訳ないですが、蒼刻どのだけでも私と一緒に来ていただけませんかね？」
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　走そう影えいにルアンの目分量料理をゆっくり堪たん能のうしていただいている間に、朧ろう月げつは蒼そう刻こくと向き合っていた。

　蒼刻はらしくもなく迷っているようだ。

「俺はできれば、玄げん静せい心しんが目覚めるまではここにいたいんだが」

「わたしも可能なら、是ぜ非ひそうしていただきたいところでしたが……。大事な御用のようですし、蒼刻さんの稀き少しようなお友達なのですから天てん祥しようさまを優先してください。静心兄さまのことは、わたしの仕事です」

「そうか。っていうかさらっと稀少とか言ったな？」

「…………」

「目をそらすな」

　とはいえ朧月の意見のほうが理路整然として聞こえれば、蒼刻は自分がわがままだったのかと考え直さざるをえない。

「離れるのは本当は嫌ですが……太たい子し殿でん下かが蒼刻さんの助けを求めていて、双璧の御二方も蒼刻さんの力を必要としておられるなら、わたしもとても誇ほこらしいですし」

「…………」

「ついでに曹そう緋ひ鷹おうをうっかり発見された暁あかつきには、是非とも一度ガツンと殴ってしまってくだされば──……って、どうなさいました？」

「おまえはときとして妙に殺し文句がうまいから腹立つ」

「そのような理由で御ご立りつ腹ぷくされましても……!?」

　困惑する朧月の頰をつねって、名残なごり惜おしいが蒼刻は出しゆつ立たつを決めた。

　用件が済めばすぐにこちらに気軽に顔を出せるはずだと思っていた。──この後の動乱など、予想すらしていなかったから。







「おい」

「うお!?」

　殺し文句の余よ韻いんやら未練やらを引きずりながら廊ろうを歩いていた蒼刻は、背後からの声に完全に不意を突かれた。

　武官としては無様なほど大きな、そして無駄の多い動作でどうにか声のした方向を振り向くと、白衣裳の幽鬼がしらっとした目でこちらを見ていた。峰ほう桜おうだ。ここにいても別に不自然ではないのだが──

「もし仮に私が君を殺す気でいたら、君は死んでいたんじゃないか？」

　峰桜に冷ややかに言われたときには、さすがに蒼刻も落ち着きを取り戻していた。

「あんたがもし生身の人間でしかも武器を持っていたら、俺はそこまで近づかれる前に反応してた」

「君の矜きよう持じのために、そういうことにしておこう」

　愛あい想そはないが、あの黒こく烏う州刺史よりはだいぶ当たりがやわらかい。

　静心は目覚めたら何を言うかなと想像しつつ、蒼刻は腕組みをした。

「で、俺に何か用でもあるのか？」

「私は今回は君に同行したいと思う。それを伝えにきた」

　意外な申し出に、つい、おうむ返しのようになってしまった。

「あんたが、俺に？」

「朧月は幽鬼の目を借りて、ものを見ることができるようになった。離れていても、私の視界なら追える可能性が高い」

「……なるほど。それで朧月に情報を共有させるのか」

「あちらから君のほうに、というのは難しいが、完全に離れるよりはマシだろう？」

「ああ。憑ついてきてくれ」

　そういうことになった。

　情を見せるのが苦手な幽鬼が、同行すると申し出た最大の理由が、実は蒼刻の身を案じてのことだったと彼が知るのは少し後になる。
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　皇こう帝てい直ちよつ轄かつ領りようである金きん花か州。

　金きん陵りよう城じよう市しには、いつのまにか人の消えた異教徒の寺院を神しん華か国風に改装し、公的な用事に使うために保存しておいた建物がある。

　特に名はつけられておらず単に「寺院」と呼ばれている。しかし礼れい拝はいの広間や、経きよう典てんをおさめる部屋、月を観賞する月げつ台だいといった施設がそろっている上に、深緑色の壁につる草や花や図案化された文字などさまざまな模も様ようを描えがいた内装は華か麗れいで品がよく、ただ寺院と呼ぶのはもったいない心地ここちにさせた。

　かつては講堂だったという広間には、すでに兵士が集まっていて物々しい。

「俺は白びやつ虎この旦だん那なほど堂々とは、少年にくっついてけないからな。この中を見学して待ってるぜ」

　気き後おくれする万ばん里りには待ってもらうことにして、蒼そう刻こくは走そう影えいに案内され、天てん祥しようのもとへと向かった。峰ほう桜おうは黙だまってついてきているが、寺院の造りが新鮮らしく、興味深そうにあちこちを観察しながらだ。

「双そう璧へきや護ご花か七しち将しよう軍ぐんは到着してないんだな」

「緑りよく雨う州での任務を完了させ次第、こちらに駆かけつけてくださる方がいるそうで。あの方は私以上にこき使われて気の毒ですね。同情します」

「…………」

「で、うちの殿下はこちらです。私は空気になりますんでごゆっくりどうぞ」

「あんた空気じゃなくて影だろ」

　高こう僧そうの礼拝に使われたというひときわ装飾的な広間に、天祥はいた。椅い子すも何もないがらんとした部屋だ。

　天祥は皇こう宮きゆうにいるときとは異なり、戦せん袍ぽうに近い動きやすそうな衣い裳しようを着ており、金の髪かみも首筋ですっきりと束たばねていた。

「游ゆう撃げき校こう尉い、劉りゆう蒼刻。太たい子し殿下のお呼びに従い、馳はせ参じました。此こ度たびは殿下の護まもり手に私をご指名いただいたとのこと、光栄の極きわみ──」

「蒼刻、君まさか最後まで述のべる気かい？　そんなことより積もる話をしよう」

「──積もる話とは」

「君と朧ろう月げつが、いつ私の後宮に入るのかとか」

「天祥さま」

　さすがに咎とがめる響ひびきをこめて呼びかければ、優雅なる傍ぼう若じやく無ぶ人じんを装よそおってみせても、本当は他人の機き微びに聡さとい天祥は察してくれたらしかった。白はく皙せきの美び貌ぼうから、噓うそのように笑えみが消える。そして、鋭するどい青の瞳に射い抜ぬかれた。

「君たちは国軍の任務で、昏こん星せいに向かったはずだったね。何かあったのかい？」

「昏星での任務は滞とどこおりなく済みましたが──」

　放ほう浪ろうしていた兄のことにもふれつつ、玄げん静せい心しんの誘ゆう拐かい事件について打ち明けた。

　黒こく烏う州をいったん離れたからなのか、蒼刻は自分でも思いがけず冷静に、整理した説明ができた。

　聞き終えると、天祥は蒼刻の肩に軽くふれてきた。親密な仕草。

「すまない。事情を知らなかったとはいえ、質たちの悪い冗じよう談だんを聞かせてしまって」

「俺は大丈夫です。……ただ朧月が、最愛の異母兄あにの身辺が実は安全ではなかったことにかなりの衝しよう撃げきを受けたせいで、めずらしく泣いていました」

「君にもこたえただろうな」

　はい、とここで認めるのは少し気き恥はずかしくて目をそらす。

「それと──玄静心は見つかりましたが、曹そう緋ひ鷹おうのほうは行方ゆくえ知れずのままです。だからなのか、事件がまだ終わったとは思えなくて」

　不安な胸の内を正直に明かしてしまうと、天祥の表情も沈んだ。

「……大変なときに呼んでしまったようだな。すぐに黒烏州に戻るかい」

「いえ、幽ゆう鬼き院いんには張ちようさんとうちの弟を置いてきましたし、放ほう蕩とう兄貴──……もとい兄にも連絡をつけました。少しの間でいいから幽鬼院を守っていてくれと」

「そうか。では、頼むよ」

　話がまとまったとき。

「天祥さま」

　と、見計らったように走影が呼びかけた。彼はその名に恥じず影のように動き、扉をそっと開けた。

「──董とう順じゆん世せいさま」

　現れた人物に目をみはり、蒼刻は反射的に礼をとる。が、すぐに頭を上げるよう、当の順世から言われてしまった。

「劉りゆう蒼刻、君の話は以前から天祥に聞かされていた。一度話をしてみたいと思っていたのだが、知ってのとおり私はあまり皇宮に出入りをしていないのでね」

「もったいないお言葉です」

「天祥の言っていたとおり、まじめな性質のようだな」

　眼鏡めがねの奥で、順世の知的な目元がふわりと和なごむ。そうして彼はひどく感慨深そうにうなずいた。

「太子殿下の友人でいてあげてくれ。天祥は意外と人見知りだ」

「伯お父じ上うえ、よりにもよって私の目の前ではやめてくれますか。さすがに照れくさい」

「こういう年相応になるのも、蒼刻、君がいるからこそだ」

「──光栄です」

　率直に歓迎され、蒼刻まで照れくさくなった。

　順世のひどく穏おだやかで世よ捨すて人びとのようだった表情に、どこか父親めいた温ぬくもりがよぎることがあるのだが、それを見ると無関係の蒼刻も不思議と安心させられた。

　時間が惜おしいからとそのまま話が始まり、順世は簡かん潔けつに切り出した。

「先代皇帝の陵りよう墓ぼが荒らされた」

「しかし、ただの墓泥棒ではないと？」

　ただの不敬な犯罪者なら、太子に加えて三さん槐かい師しまで出てくるはずがない。

「そのとおりだ。先代皇帝の棺ひつぎを持ち出したのは、かつて国軍で権勢をふるっていた──いわゆる《旧国軍派》らしい。彼らは陽よう炯けい陛へい下かは皇位を簒さん奪だつしたと騒ぎ立て、双璧の退陣などを求めている」

　つかのま考えこみ、蒼刻は思いっきり眉まゆをひそめてしまった。

「先代の棺を盗ぬすんだということは、歴代皇帝の陵墓を人質にしている状態ですか？」

「天祥から聞いたとおりの聡そう明めいさだな」

　さらりと蒼刻を褒ほめて、順世は説明を続ける。

「要求に従わなければ、歴史ある陵墓を破壊した上で水の流れなどを穢けがしてこの土地の風水を狂くるわせ、皇族の眠る地として二度と使えないようにする。彼らはそう言った。普通ならそんな交換条件が通るはずがないのだが──」

「悪いことに、陵墓の近くには何体もの花か魄はくが封じられている。風水を狂わされると、花魄の封印にまで影響を及ぼす可能性があるんだ」

　天祥が続きを引きとった。

　なるほど、と蒼刻は間の悪さに苦々しい想いになった。

（双璧も舌打ちくらいしたかもな。少なくとも袁えん元げん帥すいは）

　自分を抑よく制せいする燕えん軍師とは異なり、袁晨しん友ゆうは陽気な笑顔のまま激げき怒どするという器用な真ま似ねができるのだ。

「旧国軍派が軽率に陵墓を破壊する前に、天祥さまと順世さまが彼らを説得して穏おん便びんに事をおさめる。万が一うっかり花魄が封印から解とき放たれてしまった場合には、俺のような武官が討とう伐ばつする。そういう作戦ですか？」

「そういうことだ」

　順世がうなずき、天祥が説明をつけ足す。

「陵墓の近くの古城に立てこもり中の旧国軍派を率いているのは、伯父上の知り合いで、私と兄上も小さい頃に何度か武術の手ほどきを受けたことのある人物なんだ。それで私が、説得に立候補した」

　視界の端で、走影が「おかげではるばる遠えん征せいですよ。私は面倒だから嫌いやだったのに」と顔にたっぷりと愚ぐ痴ちを書いているのが見えた。こういう真剣な場では笑いの沸ふつ点てんが下がり、うっかり笑いそうになるので勘かん弁べんしてほしい。

　蒼刻は無む駄だに咳せき払ばらいをした。

「理解しました。最近、順世さまを鋼こう鉄てつ宮きゆうでお見かけしたのも、旧国軍派が理由だったのですね」

「見られていたのか。いや、別に機密というわけではないのだがね」

　肩をすくめた順世は、慈じ悲ひを感じさせる声音でこう続けた。

「旧国軍派には以前から不穏な動きがあったので、双璧に依頼されて私が秘密裏に説得にあたっていた」

「……そうだったのですか」

「汚お職しよくの温おん床しようになっていたとはいえ、双璧による国軍改革と同時にいっせいに処断された中には功績のあった武官も多かったからな。彼らは今の国軍には戻れないようになっているので、名めい誉よ挽ばん回かいの機会もないのかという不満はわからなくもない。──できれば流血は避けたいところだ」
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　天てん祥しようは順じゆん世せいと話があるそうなので、蒼そう刻こくはいったん下がり、旅の疲れを癒いやし英気を養うようにと言われた。

（万ばん里りと合流して、曹そう緋ひ鷹おうの行方について情報を集めておくか）

　素直に従って廊ろうに出た蒼刻は、なにげなく明るい窓のほうを見て──

　直後、あるものに気づいて足を止めた。

「──峰ほう桜おう」

　蒼刻はとっさに傍かたわらにいた幽ゆう鬼きを鋭するどく呼ぶ。

「窓の外」

　ただならぬ声こわ色いろを聞いた峰桜は、蒼刻が「見てくれ」と頼むまでもなく、彼の視線の先を追ってくれた。そして、琥こ珀はく色の目を意外そうにみはる。

「螢けい火か」

「やっぱり、そうだったよな？」

　ほんの一瞬のことだった。

　蒼刻が気づき、峰桜がその目で確認した次の瞬間には、問題の男は雑ざつ踏とうに消えていた。

　自称、旅の道どう士し。朧月の幼おさない頃に深く関わり、そして蒼刻の直感が正しければ、すべての真実を打ち明ける前に姿を消した男。

　あの引きこもり公こう主しゆに関わる人間として、どうにも対抗意識めいたものを抱いだいてしまう相手なのだ。見間違えるはずがないが、どうにも解げせない。

「何がしたいんだ？　あいつは」

「……すぐに姿を消したのが、君に朧ろう月げつがくっついてきたのかと思ったら違ったせいだとしても、彼が今なぜここにいるのかという理由は不明だな。偶然だと片づけるには、我われ々われにはいろいろとありすぎた」

「同感だ」

　まったく同じ意見だと峰桜と確認し合い、そして思わず黙だまりこむ。

　相手が漠然としていて説明しづらい嫌な予感を覚えていることを、二人とも互いの様子から察していた。











《了》













あとがき






　こんにちは『双そう界かい幻げん幽ゆう伝でん』最終章突入です。「少女小説のベールの陰で不ふ謹きん慎しんなジョークと古こ今こん東とう西ざいホラー＆オカルトネタを煮込みつつ本気で笑いを取りにいこう」というようなコンセプトで始めた中華幽ゆう明めいファンタジー、思えば遠くに来たものです。お手にとっていただき、ありがとうございます！

　今巻はいろいろな意味で動きがあり、編集担当さまに「何人あれになりますか？」と心配されてしまいましたがご安心ください。メイン四人のうち半分は第一巻の時点ですでに死んでいる身の上だったり、くまの柚ゆず子こ先生のキャラデザが素晴らしすぎるという理由だけで成じよう仏ぶつする予定が現世に残ざん留りゆうしてしまったキャラがいる程度のまったりしたお話です。

　誰だれかが犠ぎ牲せいとなる展開は確かにインパクトは大きいと思いますが、読後に思い出していただいた際に皆さんにモヤモヤ微妙な気分にさせてしまうような暗あん鬱うつさはナシで行く所存です。目標は、読まれた方がうっかり思い出し笑いしてしまうような話やネタやキャラクター。これは１巻から変わっていません。笑ってる場合じゃないのは私の原稿の進しん捗ちよくだけで十分でげふんげふん。……と、とにかく次もよろしければお付き合いください！

　次は二〇一五年十一月、です！
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幽霊みたいな生きてる娘と、生きてるみたいな幽霊娘。朧月と星彩の初期コンセプトです。

蒼刻と張さんは、死にそうに見えるけど絶対死なない少年主人公と、マスコット＋ダンディ＝正義。そんな人たちが漫才しながら居場所を守るお話です。
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いつも蒼刻さんの桃色無双に目がいきがちですが自称珍獣として皆にセクハラされまくりの朧月ちゃんも相当の魔性だと思うこのごろです。

ちなみに桃色な二人の邪魔がしたい私の代わりにパンダ君は毎回ものすごく頑張ってくれて助かります。
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